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			再臨勇者の復讐譚～勇者やめて元魔王と組みます～③

			羽咲うさぎ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ　流され続けた男の末路

			第一話　暗闇に怯えるのは

			第二話　危急のでき事

			第三話　現れた標的

			第四話　悪(あく)辣(らつ)なる水魔将

			第五話　死沼の先へ

			第六話　君のすべてを踏み躙(にじ)る

			第七話　嘲(ちよう)笑(しよう)を斬り裂く

			第八話　――私は絶対に

			第九話　忘れていた想いを

			第十話　英雄再現

			第十一話　ディオニス・ハーベルク

			第十二話　決定の結果を信じて

			幕間　四天王会議

			第十三話　異世界神話体系

			第十四話　大魔導の真価

			閑話　元魔王が目覚めた日

		

	
		
			　

			プロローグ　『流され続けた男の末路』

			　

			　――床を濡(ぬ)らす赤の面積が増えていくにつれ、体から力が抜けていく。

			　

			　呼吸のたびに、ダクダクと血が流れる。

			　踏ん張っていた体が、時間の経過とともに抵抗をやめていく。

			　俺は――立ち上がることを諦めようとしていた。

			「――――」

			　多分それは、体を貫いている刃のせいではない。

			　負った傷の深さも、溢れ出る血の量も、きっと関係ない。

			「ようやく、自分の器を理解したみたいだねぇ？」

			　嘲(ちよう)笑(しよう)混じりの声が響く。

			　立ち上がれないのは、返す言葉がないのは――俺が、俺の心が、敗北を受け入れて、諦めようとしているからだ。

			「――――」

			　ともに復(ふく)讐(しゆう)を志した元魔王は、四肢を刃で貫かれ、壁に貼り付けられていた。

			　傷だらけのその体に、まさに今、刃が突き刺さった。彼女は叫び声をあげることなく、小さく呻(うめ)くだけだ。

			「……エル、フィ」

			　俺にできることはない。

			　何もできない。何も、できはしない。

			　分かっていた。初めから全部、分かっていたんだ。

			　俺は流されてばかりで、何も為すことなどできはしないのだと。

			「あはははははは！　無様だねぇ！」

			　甲高い声が耳(じ)朶(だ)を打つ。

			　お前には何もできないのだと、鬼が嗤(わら)っていた。

			「何も自分で決められず、流され続けただけ。平凡で、凡庸で、才能なんて欠片もない」

			　返す言葉は、もう俺にはなかった。

			「これは、そんな君に相応しい末路だ」

			　青い髪をかき上げながら、心底楽しそうに、

			　

			「――あつらえたようによく似合ってるよ、アマツ」

			　

			　ディオニス・ハーベルクはそう口にした。

		

	
		
			　

			第一話　『暗闇に怯えるのは』

			　

			　――帝国の貴族オリヴィア・エリエスティールに端を発した騒動は、本人の死を以って終結した。

			 

			　洗脳魔術による人や魔物への洗脳、オリヴィアがけしかけた魔物による被害、レイフォード家の当主であるガッシュ・レイフォードの殺害。

			　オリヴィアの悪行は、遠くないうちに帝国中に知られることになるだろう。大変な騒ぎになるだろうが、それは俺達の知るところではない。せいぜい、帝国の偉い人達に頑張ってもらうとしよう。

			　あいつが死んだことで、あいつに洗脳されていた人々は元に戻ったはずだ。奪われていた魔力付与品(マジツクアイテム)、『要(かなめ)石(いし)』も正式に戻ってくることだろう。

			　俺も復(ふく)讐(しゆう)を果たすことができた。体にへばりついていた重りを、一つ降ろしたような気分だ。

			　……だが、失われたものは帰ってこない。オリヴィアを殺しても、死んだ人々は帰ってこない。

			　カレンの両親は、死んだままなのだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　エルフィから聞いた話によると、メアリ達の洗脳はすでに解けているとのことだった。

			　おそらく、俺が指輪を破壊したのと同時に、洗脳が解除されたのだろう。

			　ここ数日の記憶が曖(あい)昧(まい)な者もいるようだが、特に後遺症が残るということはなさそうだ。魔眼で様子を見たエルフィがそう言うのならば、彼女達はもう大丈夫だろう。

			　メアリを始めとする、洗脳されていたと思われる使用人は、大事をとって休息を取っているようだ。

			　ひとまず、洗脳に関しては一段落と言ったところだろう。

			　問題は、カレンだ。

			　あれだけのことがあったのだ。取り乱していてもおかしくない。

			　カレンのことを尋ねると、エルフィは険しい表情で答えた。

			「気絶させてから二時間ほどで目を覚ましたが……特に変わった様子はない」

			「変わった様子はない……？」

			　両親が死亡しているのに、か？

			「一睡もせずに、今に至るまで使用人達の様子を見たり、後始末の準備をしたりしているぞ」

			「……オリヴィアの話を、カレンはどこまで覚えているんだ？」

			「細部は覚えていないようだが……両親があの女に殺されたことは、理解しているようだ」

			「……………」

			　カレンは別段、精神が強いというわけではない。それは帝城での一件で分かっている。

			　気丈に振舞っているだけの、普通の女性なのだ。

			　それがあの残酷な現実を突き付けられて、普段と何も変わらないなんてことがあるだろうか。

			「とにかく、直接会ってみれば分かる」

			「……ああ」

			　静かな廊下を歩き、俺達はカレンの部屋の前までやってきた。

			　まだ起きているようで、部屋の中からは筆を走らせる音が聞こえてくる。

			「……カレンさん。戻りました」

			　声を掛けると、音が止む。

			　カレンの返事があり、すぐに扉が開いた。

			「――伊織様！　お怪我はありませんか!?」

			　血相を変えたカレンが、長い金髪を揺らしながら、扉の外にいる俺達の下(もと)へ走ってきた。

			　頷いて見せると、カレンは安(あん)堵(ど)の表情を浮かべ、大きく息を吐いた。

			「良かったぁ……。本当に……良かったです」

			「……はい。何とか、切り抜けることができました」

			　カレンの顔を最後に見たのは、もう数時間も前のことだ。

			　カレンの両親を殺した時のことを、オリヴィアは嬉々として語った。それをカレンの耳にいれないために、エルフィが気絶させ、この屋敷にまで連れ帰ってきたのだ。

			「……それで。オリヴィアさんは……どうなったのですか？」

			「魔術が不完全だったんでしょう。戦いの途中、彼女は暴走した魔物に襲われてしまって……」

			　神妙な顔をして尋ねてくるカレンに、あらかじめ用意しておいた答えを返す。

			　復(ふく)讐(しゆう)して殺した……とは流石に言えないからな。

			「そう、ですか。魔物は、どうしたのですか？」

			「無力な個体を除いて、片付けておきました」

			「……ありがとうございます。あちらの領の方が襲われたら、大変ですからね」

			　残っているのは、オリヴィアを喰った〝歯蟲〟のような、弱い魔物だけだ。

			　洗脳魔術のレポートなどは押さえてあるので、証拠は十分にあるだろう。

			「では……今回のでき事を陛下にお伝えしなければなりませんね。迷宮についても、様子を見に行かなければなりませんし……。すぐに取り掛からないと」

			　オリヴィアのレポートを渡すと、カレンはそう呟いた。

			「……今から、ですか？」

			「ああ……すいません。伊織様達への報酬もしっかりとご用意します」

			　……違う。そういうことじゃない。

			「あれから一睡もしていないと聞いています。カレンさんも、少しは休んだらどうですか？」

			　その言葉にカレンは首を振って答えた。

			「やることがたくさんあるのです。こんな時に、休んでいる暇はありません」

			「……ですが」

			「私は大丈夫です。それより、伊織様は魔物と戦ったのでしょう？　伊織様にこそ、休息が必要なはずです」

			　私は大丈夫だと、カレンは決して頷かなかった。

			「私に、休んでる暇なんてないんです。今はもう……私がレイフォード家の当主なのですから」

			　そう言って、カレンは部屋の中に戻っていった。

			「これ以上、何を言っても無駄だろう。……今は一人にするしかない」

			「……ああ、そうだな。一度、部屋に戻ろう。今後の話もしたいしな」

			　エルフィとともに、俺の部屋に入る。

			　ベッドに腰掛け、今回の件について、一応詳細な報告をしておく。

			「…………」

			　報告をしている最中、先ほどのカレンの表情が頭に浮かんだ。

			　両親の死を受け入れ、取り乱すことなく、彼女は領主としての務めを果たそうとしていた。

			　平静でいられるわけがないというのに。

			「…………」

			　オリヴィアによって、多くの犠牲者が出た。それを知った人々は悲しむだろう。

			　きっと多くの人が泣くはずだ。カレンだって、そうしたいだろうに。

			　そう考えた瞬間、

			　

			　――たくさんの……を……んだ。

			　

			「――ッ」

			　視界にノイズが走った。

			　一面に広がる砂嵐の中に、誰かが立っている。

			「……く」

			　右腕の勇者の証が熱を発している。手の甲を押さえ、その熱に耐える。

			「……伊織？」

			　何秒が経過したのか。

			　隣に座っている、エルフィの怪(け)訝(げん)そうな声で意識が戻った。

			　視界は正常に戻り、証の熱も収まる。

			「どうかしたのか？」

			「……なんでもない」

			　体におかしなところはない。魔力も問題なく引き出せる。

			　目の、錯覚か……？

			「……ふむ。今後の話は明日するとして、お前はもう寝ろ。あの娘の言葉ではないが、伊織にも休息は必要だろう」

			「そう、だな」

			　それほど疲労は感じないが、休める時に休んでおくべきだろう。

			　ベッドに寝そべり、天井を見上げる。それからすぐに、まぶたが落ちてきた。

			　意識が薄れ、俺は眠りへと落ちた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ふ、と目が覚めた。

			　カーテンから外を覗(のぞ)くと、まだ暗かった。眠ってから、それほど時間は経っていないようだ。

			「すぅ……すぅ……」

			　ふと視線を隣に向けると、エルフィがすぐ隣で寝息を立てていた。

			　こいつ、自分の部屋に帰らずに、ここで寝たらしい。

			　部屋の灯りは消されることなく、煌(こう)々(こう)と輝いている。どうせここで寝るなら、消してくれよ……。

			「まったく……」

			　体を起こして、部屋の灯りを消した。

			　この世界は、電気ではなく、魔力を消費して灯りを点けている。点けっぱなしでは、消費魔力も馬鹿にならないだろう。

			「……はぁ」

			　体は何ともないが、少しだけ、思考に靄(もや)がかかっているような感覚がある。肉体というよりは、精神的に疲れているのかもしれないな。

			　もう一睡、しておくか。

			　エルフィから極力離れた位置へ行き、そこへ横たわる。

			　暗くなった部屋で、もう一度眠りにつこうとした時だった。

			「――――!!」

			　悲鳴のような声をあげて、エルフィが勢い良く体を起こした。

			　荒い息を吐き、両腕で自分の体を抱える。

			　一瞬、寝ぼけているのかと思ったが、ブルブルと震えている様子は普通ではない。

			「嫌だ……嫌だ……」

			「……エルフィ？」

			「暗いのは、もう嫌だぁ……」

			　うわ言のように何かを呟き、エルフィが髪を振り乱す。

			「……一人に、しないでくれ」

			「おい、大丈夫か？」

			　声を掛けると、倒れ込むようにして、エルフィが抱きついてきた。

			「いおり……伊織……伊織」

			　ブツブツと俺の名を呟きながら、エルフィは小さく震えている。

			「伊織ぃ……」

			「一体、どうしたんだよ……」

			　今のエルフィの姿は、これまでの尊大な姿からはかけ離れている。

			　その様子に危機感を覚え、エルフィの背中に手を伸ばし、安心させるように抱きしめた。

			　そのまま背中をさすっていると、次第に震えは収まっていき、エルフィは平静を取り戻した。

			「灯りを……」

			「あ、ああ」

			　言われるがままに、部屋の灯りを点ける。

			　照らされた部屋の中、ベッドの上で、目を赤くしたエルフィがこちらを睨み付けていた。

			「……灯りを消すな、と前に言っただろう」

			「……悪い。暗いのが、怖いのか？」

			　そういえば、エルフィは旅の途中でも毎夜焚き火が消えないようにしていた。マーウィンの地下室でもそんな素振りを見せていた覚えがある。

			「違う。暗くて静かなところが嫌いなだけだ」

			　それは暗いのが怖いのと一緒じゃないのだろうか。

			「前に言っただろう……。封印の中は真っ暗で、何も聞こえない場所だったと」

			「……ああ」

			　奈落迷宮を出た後に、そう言っていたな。

			「……あんなところに、三十年もいたからだろうな。あれから、静かで暗いところに一人でいられなくなったんだ。震えが止まらなくなる」

			「お前……。だから、灯りを……」

			　目を伏せ、自嘲するようにエルフィは頷いた。

			「ちゃんと説明しなかった、私の落ち度だな。この部屋で勝手に寝たのも私だ」

			「いや……俺が悪い。気付けなかった、俺が馬鹿だった」

			　……それなりの期間、ともに旅をしているというのに。

			「ふふ、そんなに気にするな。気にしていないさ」

			「…………」

			「だが、これからは灯りを消さないで欲しい。これでも、結構キツくてな」

			「分かった。約束する」

			　そう答えると、エルフィは満足げに頷き、バタンとベッドに倒れ込んだ。

			「……まだ、少し眠い。ここで一緒に寝ても良いか？」

			「ああ」

			「うむ……少しの間で良いから、伊織の話が聞きたい。寝るまでで良いから、何か話してくれないか……？」

			「……分かった」

			　それから少しの間、俺は自分の話をした。

			　地球にいた頃、学校に通っていた時の話。こっちの世界で、アマツとして戦った時の話。

			　しばらくして、エルフィの寝息が聞こえてきた。

			「…………」

			　エルフィの寝息に眠気を誘われ、俺も再び横になる。

			　灯りを点けたままだが、それが気にならないほどに眠かった。

			「……そういえば」

			　眠りに落ちる直前――。

			　

			　いつの間にか、エルフィが隣にいても、警戒せずに眠れるようになってる。

			　

			　ふと、そんなことに気付いた。

		

	
		
			　

			第二話　『危急のでき事』

			　

			　目を瞑(つぶ)っていても分かる眩しさによって、眠りから目を覚ました。

			　半目を開けると、カーテンの隙間から朝日が差し込んでいた。鳥の囀(さえず)る音が外から聞こえてくる。

			「……朝か」

			　目を覚ましてすぐに体を起こし、深呼吸して意識を覚醒させる。

			　寝起きは悪い方だったが、勇者として旅をしている間に、起きてすぐに意識を安定させる術を身に付けた。

			　眠っている時に襲撃されたことが、何度もあったからな。

			　眠気はなく、疲れもすっかり抜けている。

			　どうやら久しぶりに、夢も見ない深い眠りにつくことができたようだ。

			　裏切られてからというもの、物音一つで目を覚ましてしまうほどの浅い眠りが多かったからな。

			「久しぶり、か……」

			　布団を散らかし、隣のベッドで寝息を立てているエルフィに視線を向ける。

			　奈落迷宮を出てから何度もこいつの隣で眠ったが、その時は警戒のせいで寝不足が続いていた。

			　だというのに、いつの間にかこいつが隣にいても、普通に眠りにつけるようになっている。

			　いや、むしろ――。

			「んー……伊織ぃ」

			　寝ぼけた声を出し、エルフィがゴロリと寝返りを打った。

			　涎(よだれ)を垂らした間の抜けた顔が、俺の方へ向けられる。

			「シェフを……呼べ……。……いや……悪くはない。むしろ良い。もっと食べたい……」
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			　どういう寝言だ。

			　まあ……こんな無防備な奴に対して警戒を続ける、というのが難しいな。

			「…………」

			　ズレたエルフィの布団を掛け直し、部屋の電気を消す。

			　朝日のお陰で外はすっかり明るくなっている。これなら、暗闇に怯えることはないだろう。

			　部屋を出て、屋敷の中を歩く。

			　洗脳にかかっていなかった使用人が数人、掃除をしていた。

			　俺に気付くと、朝食はどうするかと尋ねてくる。

			「連れが起きてから、一緒に食べます」

			「エルフィ様ですね。はい、分かりました」

			「そうだ。あれから、カレンさんはどうしていますか？」

			「……寝ずに、お部屋で作業を続けておいでです。お昼頃になったら、結界の様子を確かめに行くと仰(おつしや)っていました」

			「そうですか……」

			　確かにカレンには、まだやらなくてはならないことが残っている。急を要するものも多いだろう。

			　だが、あの精神状態で一睡もせずに続けるのは体に障る。一度、しっかりと休息を取った方がいい。

			　使用人と別れ、直接カレンの様子を確かめるため、彼女の自室に向かう。

			「おはようございます、伊織様」

			　その途中、メアリと出くわした。

			　大事を取って休養していると聞いていたが、メアリは従者服を着ている。

			「お体はもう大丈夫なんですか？」

			「はい。元々、記憶が少し曖(あい)昧(まい)なだけでしたからね。大事ありません。それに、この大変な時に、休んでいる余裕なんてありませんから」

			　一晩寝て、メアリは普段通りに働いているらしい。他の使用人はメアリと違ってもう数日は休むようだ。

			「お話は、伺いました。伊織様……ご迷惑をお掛けして、申しわけありませんでした。洗脳されていたとはいえ、私は大変なことを……」

			「すべて、あの女が仕組んだことです。メアリさんが謝罪する必要なんてない」

			　頭を下げようとするメアリを止める。

			　すでに元凶であるオリヴィアは地獄に落とした。この件はそれで終了だ。

			　カレンもそれを理解しているから、メアリの行動は不問にしている。

			「オリヴィアは……〝事故〟で死亡したと聞きました。ありがとうございます。これで……ガッシュ様方も……ッ」

			「……メアリさん」

			　ガッシュを守れなかった自分を責めているのか、オリヴィアに憤(いきどお)っているのか。

			　メアリは拳を握りしめながら、礼の言葉を口にした。

			「……伊織様はカレン様の所へ？」

			「はい。ずっと寝ていないと聞いたので、一度お話しておきたくて」

			「そうですか……。先ほど私も声をお掛けしたのですが、今は忙しいので放っておいて欲しいと仰られていました。他の方にもそう伝えて欲しい、とも」

			「……そうですか」

			「申しわけありません。報酬についてはもう少しだけお待ちください」

			　今は誰とも話をしたくない、ということなのだろう。

			　カレンは今、自分のことだけで精一杯なのだ。仕方ないだろう。

			　彼女に頼んだ報酬は、迷宮へ入れてもらうことと、情報の提供だ。

			　今すぐに必要、というわけではない。

			　昼になったら結界の様子を確かめに行くと言っていたし、その時にまた声を掛けよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから一度部屋に戻って、まだ眠っているエルフィを起こした。

			　寝ぼけ眼のエルフィとともに朝食を食べ、書物庫で情報収集を行う。

			　調べているのは、これから俺達が挑むことになる死沼迷宮についてだ。

			「そういえば、伊織は死沼迷宮を一度突破していたんだったな」

			　隣に座っていたエルフィが、ふと呟いた。

			「ああ。パーティを組んで、帝国からのバックアップを受けてな」

			　死沼迷宮はその名の通り、迷宮の中に沼がある。

			　それもただの沼じゃない。触れれば体が溶け、沼が放つ瘴気を浴びるだけで死に至るほどの凶悪な毒沼だ。

			　毒の沼がある洞(どう)窟(くつ)のような横穴が、死沼迷宮なのだ。

			　かつて、俺達は毒を防ぐ魔力付与品(マジツクアイテム)を使用して中を進んだ。

			　沼の瘴気には魔力を削ぐ効果があり、水魔将と戦った時に魔力が不足して苦戦した覚えがある。

			「ふむ……。概(おおむ)ね、私の知っている死沼迷宮と相違ない。だが、最近の書物を見る限り、迷宮の構造は大きく変わっているようだな」

			「……ああ」

			　エルフィの言う通り、これまでの情報によると、迷宮の構造が以前と異なっている。

			　出てくる魔物の数が増え、至るところに罠(わな)が仕掛けられているのだ。

			　そして迷宮内部も、洞窟から、城のような建築物に変わっているらしい。

			「オルテギアか、今代の水魔将が改造したんだろうな」

			「改造……か。なぁ、エルフィ。迷宮ってそんな簡単に作り変えたりできるのか？」

			「簡単というわけではないが、できないことはないぞ」

			　エルフィが言うには、迷宮とは〝魔王紋〟を持った魔族――つまり魔王によって生み出された一種の魔物らしい。

			　生みの親である魔王ならば、大量の魔力を消費することで、迷宮の構造を弄(いじ)ることができるようだ。

			　また、迷宮内の魔物は魔王に認められた者には服従するらしい。

			　それを利用すれば、魔王でなくても、迷宮に罠(わな)を設置したり、構造を変えることができるようだ。

			　あまり疑問に思っていなかったが、土魔将や炎魔将が他の魔物に攻撃されないのはそういう理由があったからか。

			「改造したのが水魔将なのだとしたら、知能の高い厄(やつ)介(かい)な相手だろうな」

			「……バルギルドのような知能の発達した魔物か、もしくは魔族か」

			　ガッシュの残した迷宮に関するような手記に、こんなことが書かれている。

			　時折、迷宮の入り口から、傷だらけの魔物が出てくると。まるで何かから逃げるようにして、結界を破ろうと暴れることがあるらしい。

			　迷宮内の魔物同士で争っているか、もしくは水魔将に痛めつけられているのか。

			　前者なら、それだけ迷宮内の魔物が凶暴だということだ。後者なら、水魔将はよほど気性が荒い奴なのだろう。

			　……もしくは、魔物を甚(いた)振(ぶ)って楽しんでいるのか。

			　どちらにせよ、今回の迷宮も一筋縄ではいかなさそうだ。

			　険しい顔をしていると、ポンと肩を叩かれた。

			「安心しろ。私がちょちょいと水魔将を倒してやる。伊織はいつも通り、時間を稼いでくれればいい」

			　キリッとした表情で、エルフィはそんなことを言ってきた。

			「……ああ。ある程度魔力が戻ったから、それなりに時間を稼げるはずだ」

			　魔石なしでも、いくつか魔術を使うことができる。

			　翡(ひ)翠(すい)の太刀と紅(ぐ)蓮(れん)の鎧(よろい)のお陰で、身体能力と防御力も申し分ない。

			　残り少ないが、そこに魔石の力を加えれば、魔将が相手でも戦えるはずだ。

			「最悪、伊織は私の後ろに隠れていろ。腕が戻ったお陰で、接近戦もできるようになったからな。魔眼が間に合わなくても、魔腕を使えば戦える」

			「あの技か……。確かに威力は高いが、消費魔力が大きいんだろ？」

			「威力を抑えれば、何回かは使えるさ」

			　頼もしい限りだ。

			　こんな具合に、死沼迷宮について予習しつつ、戦闘方法を話し合った。

			　毒に関しては、温泉都市にいる時に二人分の備えをしてきている。帝都でも、解毒ポーションを購入したし、備えに問題はないだろう。

			 

			　そうしているうちに、太陽が中天に近づきつつあった。

			　そろそろ昼の時間だ。カレンが結界の様子を見に行く頃だろう。

			　本を片付け、埃を払って部屋から出ようとした時だった。

			「……？」

			　カンカンカンカン、と外から鐘を鳴らす音が聞こえてきた。

			「なんだ？　騒がしいな」

			　鐘が聞こえてきてから、屋敷の中が少し騒がしくなった。ドタバタと走り回る音が聞こえている。

			　また、窓の外からも人の叫ぶ声がしていた。

			　誰かが何かを叫んで回っているらしい。鐘の音のせいで、屋敷の中からでは何を言っているのか聞き取ることができない。

			「……ただごとじゃなさそうだな」

			「外で何かあったのだろう」

			「確かめに行こう」

			　部屋を出て、すぐにカレンの姿が見つかった。

			　使用人ではない、領民らしき男と会話しているのが見える。男は血相を変えており、相当に慌てている様子だった。

			「どうしたんですか？」

			　駆け寄って声を掛ける。

			「どうかしたんですか？」

			　真っ青な顔をしたカレンが答えた。

			 

			「――迷宮の結界が、〝水魔将〟によって破られたんです」

		

	
		
			　

			第三話　『現れた標的』

			　

			「水魔将に、結界が破られた……？」

			「……はい。結界を砕いた水魔将と思わしき人物が、複数の魔物を率いて村に向かっているそうです」

			　水魔将と魔物の襲撃にいち早く気付いた領民が、避難を呼びかけているらしい。鐘の音は、危険を知らせていたのだろう。

			　領民達はオリヴィアとカレン、両方の屋敷へ使いを送ったようだ。

			　しかし、領主たるオリヴィアはいない。実質、動けるのはカレンだけだ。

			「か、カレン様……私達はどうしたら……」

			「領民の方達は急いで避難してください。水魔将と魔物は私がどうにかします」

			「逃げ遅れた領民がいるんです……。カレン様、どうか……！」

			「任せてください」

			　力強く頷くと、カレンは領民を避難させた。その後、使用人達にテキパキと指示を出し始める。

			　領地内の兵を集結させ、死沼迷宮の方へ向かうようだ。

			「カレンさん、俺達も同行します」

			「いえ……。これ以上、伊織様達に迷惑を掛けるわけにはいきません。迷宮から外へ出てきた魔物は私が責任を持って討伐します。ですので、伊織様達は領民の方と一緒に避難してください」

			　同行の提案は、カレンによってすげなく断られてしまった。

			　万が一のことがあった時に、避難先の領民を守って欲しいと言い残し、カレンは走り去っていってしまった。

			「…………」

			　カレンの顔色は悪い。体調も、精神状態も最悪だろう。

			　あんな状態で、まともに指揮ができるとは思えない。

			「迷宮を守っているはずの水魔将が、わざわざ外に出てくるなんてな」

			「何か外に用事があったのだろうな。……例えば、倒さなければならない敵がいる、とか」

			「……俺達が、原因っていうのか？」

			「分からん。だが、ない話ではないだろう」

			　あの水の眼球は、水魔将の魔術だった可能性が高いな。俺達の存在に気付いて、攻撃を仕掛けてきた、という線が濃厚だ。

			　エリエスティール領にも兵はいるだろうが、主がいない状況では迅速な行動は無理だろう。

			　領地の外に助けを呼んでも、到着するには時間が掛かってしまう。

			　レイフォードの兵士がどれほどの練度なのかは分からない。だが、どれだけ屈強な兵士が揃っていようとも、水魔将に勝てるほどではないだろう。

			　このままカレンが水魔将と戦えば、間違いなく敗北する。

			「私はいつでも出られるぞ」

			「ああ、すぐに水魔将の下へ向かう。水魔将を仕留める、絶好の機会だ」

			　わざわざ、迷宮の外に出てきてくれたんだからな。ここで仕留めれば、迷宮の攻略がグッと楽になるだろう。

			　準備を整えて、屋敷の外へ出る。

			　水魔将を相手にするなら、エルフィも本気を出す必要がある。カレン達に見られる前に、水魔将を仕留めておきたい。

			　屋敷を後にし、俺達は迷宮の方角へ向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　領地は混乱に陥っていた。

			　先ほどまで鳴っていた鐘はすでに止まり、その代わり、人々の悲鳴があちこちから聞こえてくる。

			「迷宮の傍に居を構えているから、豪胆な者が多いと思っていたが、これを見る限りそういうわけではなさそうだな」

			「カレンの結界のお陰で、魔物が外に出ることなんてなかったんだろう」

			　混乱の最中を走り抜け、疾走する。

			〝加速(アクセル)〟を使ってかなりの速度を出しているが、エルフィは顔色を変えずに付いてきている。まだ『足』は取り戻してないというのに、相変わらず人間離れしたスペックだ。

			「……あそこか」

			　しばらく疾走を続けていると、暴れ回っている魔物の姿が見えてきた。

			　逃げ遅れた人達の悲鳴と魔物の咆(ほう)哮(こう)が響き、空には民家から吹き出た黒煙がたなびいている。

			　水魔将の姿は確認することができない。

			「！」

			　濁った緑色の液体が、一つの民家に入ろうとしていた。

			　その直前、勢い良く扉が開き、剣を握った男性が飛び出してくる。

			「パ、パパ！」

			「お前は家の中にいろ！」

			　付いてこようとしている少女を、男性が家の中に押し込む。

			　そこに、緑色の液体が飛び掛かった。

			　あれはスライム種――沼地に生息する〝スワンプ・スライム〟だ。

			「うおおおッ!!」

			　剣を振り回して、男性がスライムを迎撃した。

			　スライムの体が攻撃を受け、その一部がビチャリと潰れる。だがそれも一瞬で、次の瞬間に飛び散った部位がスライムの体へと戻っていった。

			「く、くそッ！」

			　スライムが男性を取り込もうと、飛び上がった。

			「――〝魔眼・灰(かい)燼(じん)爆(ばく)〟」

			　そのすんでのところで、エルフィの魔眼がスライムを爆散させる。

			　体内のどこかに浮かぶ核ごと吹き飛んだため、その体が再生することもない。

			「あ……あんた達は」

			「冒険者です。大丈夫ですか？」

			「あ、ああ……」

			　尻餅をついている男性を立ち上がらせ、村の現状を聞き出す。

			　魔物の襲撃があったのは、ほんの十数分ほど前のことらしい。準備に手間取っていた者は逃げ遅れ、すでに数人が犠牲になっていると男性は震え声で語った。

			「ふむ。男、水魔将は見たか？」

			「い、いや。いるのは魔物だけで、それらしいのは見てない」

			　魔物の姿はあるのに、水魔将の姿はない。

			　結界を破壊したことに満足して迷宮に戻っていったのか？

			　それとも、どこかで様子を窺(うかが)っている？

			「ッ」

			「うぉ!?」

			　視界の端で動きがあった。

			　男性を引き寄せ、その場から飛び退く。さっきまで立っていた場所に、液体が直撃した。

			　ジュッと音を立てて、地面に生えていた草木が溶けていく。

			　スワンプ・スライムだ。

			　他にも、迷宮から這い出てきた魔物がこちらに集まってきていた。

			「ともかく、すぐにここから離れてください」

			「ああ。だ、だが、まだ家に娘がいるんだ」

			　民家を指差して、男性が叫ぶ。

			　家の扉から、少女が顔を覗(のぞ)かせているのが見えた。

			「……分かりました。俺達が魔物を引きつけます。そのうちに娘さんを連れて逃げてください」

			「す、すまない……！」

			　男性が背後にある民家に向けて走っていく。

			　それに飛び掛かろうとしたスワンプ・スライムの核を、ナイフで射(い)貫(ぬ)く。

			　その攻撃が合図となり、周囲の魔物が一斉に襲いかかってきた。

			「偽装を解かなくても大丈夫そうか？」

			「無論だ」

			　エルフィの双(そう)眸(ぼう)が紅(ぐ)蓮(れん)に煌めく。

			　続いて、小規模な爆発が連続して発生した。魔物が爆ぜ、肉が飛び散る。

			　その隙間を縫って襲ってくる魔物は俺の獲物だ。

			　飛びかかってきたスライムを躱(かわ)し、内部にある核の位置を見定める。再び飛び掛かろうと身を屈めた瞬間に、翡(ひ)翠(すい)の太刀で内部の核を突き砕いた。

			　俺達の攻防に、あっという間に魔物の残骸が散らばっていく。骸(むくろ)が重なり、小さな山のようになっていた。

			　土(つち)蜘(ぐ)蛛(も)や炎龍クラスの魔物はおらず、飛び掛かってくるのは雑(ざ)魚(こ)ばかりだ。

			　この程度ならば、俺とエルフィの二人でどうとでもなる。

			「パパ！」

			「もう大丈夫だからな！」

			　男性が民家に辿(たど)り着き、自分の娘を抱き上げた。

			　壊れ物を守るようにして腕で覆うと、俺達の方に向かってくる。

			「もう怖くない……？」

			「ああ！　あのお兄さん達が助けてくれる！　それに何があっても、お前は父さんが守ってやるッ！」

			　エルフィの魔眼が、父娘に魔物を近寄らせない。

			　民家の方から、すぐ目の前まで二人がやってきた。

			　包囲網を破って、一旦あの二人をこの場から逃がすか。

			　目の前の魔物を斬り伏せ、エルフィに声を掛けようと視線を向ける。

			　その一瞬――。

			　

			「――だったら、守ってみなよ」

			　

			　天から響いた声と同時、男性の体に魔力の塊が直撃した。

			　バチャッと湿り気を含んだ、何かの爆ぜる音が響く。

			「――――」

			　悲鳴を上げることもなく、左半身を大きく損傷した男性が地面に倒れ込んだ。

			　腕に抱えていた少女が投げ出され、地面を転がった。

			「パパ……？」

			　少女が這って、男性に近寄る。だが、男性は何も言わない。

			　最初の一撃で、すでに絶命していた。

			「凄い凄い。あの一撃から子供を守るなんてやるね！」

			　耳障りな声が、どこかから響いてくる。

			「あ……ああああ！」

			　男性の骸(むくろ)に縋り付き、少女が泣き叫ぶ。髪を振り乱し、父親を何度も呼んで。

			「泣かないで。大丈夫。すぐにお父さんと同じところに送ってあげるからね」

			　嘲(あざけ)りと喜色のこもった声の直後、少女に向かって、空から無数の水の弾丸が降り注いだ。

			「――ッ!!」

			　少女の前に割り込み、落下してきた弾丸を斬り落とす。

			　狙いが逸れた弾丸がすぐ近くに着弾し、地面を大きく穿(うが)った。

			　人が喰らったら一溜まりもない、凶悪な一撃だ。

			　空を見上げるも、攻撃してきた者の姿はない。だが、空中にありありと、隠(いん)蔽(ぺい)魔術の気配を感じる。

			「……姿を現せ」

			　魔力の先に刃を向け、そう呼びかけた。

			「ああ、ごめんね。久しぶりの再会だってのに、これじゃ僕が誰か分からないよね」

			　隠(いん)蔽(ぺい)魔術が解除された。

			　ペリペリと魔力が剥がれ、風景と同化していたその男が姿を現す。

			「――――」

			　姿を現したのは、一人の青年だった。

			　適度な長さに整えられた藍色の髪に、優しげな印象を与える顔立ち。無駄な脂肪が一切なく、逡(しゆん)巡(じゆん)と呼べるほどに細い体付きをしている。

			　しかし。

			「……てめぇ」

			　その身に纏(まと)っているのは、魔王軍所属を示す漆黒の軍服。

			　そして、青年が気取った風に髪を掻き上げた際に見えた、額から生えた一本の角。

			　この男が、こいつが誰なのか、分からないはずがない。

			　俺が、こいつの顔を忘れるはずがない。

			「ディオニスッ!!」

			　かつての裏切り者。

			　ディオニス・ハーベルクが、空中でニッコリと微笑んでいた。

		

	
		
			　

			第四話　『悪(あく)辣(らつ)なる水魔将』

			　

			　ディオニス・ハーベルク。

			　鬼族の中で最も高い実力を持った、水魔術に長けた水鬼。鬼族を代表して、勇者のパーティに入ったかつての仲間。

			　そう。俺を裏切った、かつての仲間。

			　俺が最も復(ふく)讐(しゆう)したい相手の一人だ。

			　――これ以上、同族が傷付く姿は見たくない。だからアマツ、僕も君と一緒に戦うよ。

			　最初に会った時、ディオニスは同族を守るために戦うと俺に言った。

			　流されてばかりだった俺は、そんな確固たる意志を持ったディオニスに憧れていたんだ。

			　世界を平和にしたいという理想にも、ディオニスは賛同してくれた。そんな素晴らしい世界を作るためなら、僕は何でもすると。そう言ってくれた。

			　同じ目標のため、ともに戦う大切な仲間。俺はそう思っていた。

			　だが、そんな信頼は呆気なく砕かれた。

			　魔王城での戦い。俺を待っていたのは、仲間からの裏切り。

			　ディオニスは不意打ちで、俺の胸を貫いた。

			　そしてニヤニヤと笑いながら、こう言ったのだ。

			　――魔王を弱らせて、僕達をここまで連れてきた時点で、君の役目は終わってるんだよ。

			　――勇者の力がなくても、後はリューザスに魔力を譲渡すれば魔王は殺せるからね。

			　――これで、君の役目はおしまいってワケ。分かるかなぁ？

			　あの時のことは、今でも夢に見る。

			　それまで背中合わせで戦ってきた仲間が、悪意を剥(む)き出しにしながら俺を嘲(あざ)笑(わら)ったのだから。

			　同じ目標を持って戦ってきたじゃないか、という俺の言葉にディオニスは言った。

			　――夢は寝て見た方がいいんじゃないかなぁ？

			　これがディオニスの本心。

			　それまで、同意し、君の力になりたいと何度も言っていたのは、すべて騙して利用するためだったのだ。

			　理想を否定したのはいい。

			　今の俺には、あの頃の自分の甘さが分かるから。だがそこに付け込んで、利用して、用済みだと嘲笑いながら捨てたことは許さない。

			　魔王軍のスパイだろうが、亜人だろうが、関係ない。

			　嘲笑われながら殺されたこの借りは、かならず返す。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ちょっと下がっててくれる？」

			　ディオニスがそう口にすると、周囲の魔物達は動きを止めた。

			　こうして魔物を操ることができるのは、前にエルフィに聞いた、魔王に認められているということなのだろう。

			「……ッ」

			　三十年前からほとんど変わらない、優男を装ったその表情を見て頭が怒りで白く染まる。

			　剣で斬り掛かりそうになる自分を、歯軋(ぎし)りし、両拳を握り締め、何とか止める。

			　そうだ。怒りのままに行動しても、あいつには届かない。

			「――――」

			　それに怒りを押し殺しているのは、俺だけではない。

			　エルフィはディオニスに部下を殺されている。怒りを感じていないはずがない。

			「……久しいな、水鬼。勇者のパーティだった男が、水魔将とは笑わせてくれる」

			「やぁ、エルフィスザーク。僕にも事情があってね。それより、驚いたよ。ルシフィナの封印から抜け出せたんだね。おめでとう」

			　空中でこちらを見下ろしながら、ディオニスがパチパチと手を叩く。

			　親しげな表情、優しげな声音だが、馬鹿にしているのが伝わってくる。

			「ふん。あの程度の封印で私を封じ続けられるとでも思っていたのか？　舐められたものだな」

			「ああ、ごめんね？　魔王の座を奪われ、大事な部下の命も奪われ、その挙句に体バラバラにされちゃった負け犬には、あの程度の封印で十分だと思っていたよ」

			　宙からこちらを見下ろしながら、ディオニスはエルフィを挑発する。

			　だが、エルフィは僅(わず)かに目を細めるだけで、その挑発を受け流した。

			　それに対し、ディオニスは僅(わず)かに不快そうな表情を浮かべ、エルフィから視線を外した。

			　作り物めいた気持ち悪い笑顔が、俺に向けられる。

			「君もだよね。久しぶりなのはさ」

			「……なに？」

			「とぼけなくても良いよ。あの地下でのでき事は全部知ってるんだ」

			　古くからの友人に向けるような笑顔で、ディオニスは言った。

			「――久しぶり、アマツ」

			　……やはり、そうだったか。

			　地下というのは、オリヴィアの屋敷のことだろう。

			　あの水の眼球は、ディオニスの放った魔術だったのだ。

			「あの女(オリヴイア)が妙な動きを見せていたから、一応監視してたんだけどね。そこに君たちが現れて驚いたよ」

			　オリヴィアは魔物を操って、迷宮を討伐しようとしていた。

			　それを知って監視していたディオニスの魔術に、俺達が映ってしまったというわけか。

			「負わせた傷は完全に見当たらないし、容姿も以前と違う、か。うんうん、なるほど、オルテギアの策が裏目に出たようだね」

			「……オルテギアの策だと？」

			「おっと。大丈夫、気にしなくていいよ」

			　失言したという風に口を押さえ、ディオニスが微笑む。

			　その仕草や態度から、俺が生きていたことに対する驚きがあまり感じられない。意外な人物と再会した程度の反応だ。

			　訝(いぶか)しむ俺に対し、ディオニスは両手を広げながら言った。

			「君にもう一度会えて嬉しいよ、アマツ」

			「……あぁ」

			　それに対しては、同意しかない。

			「俺もだよ、ディオニス。俺もお前に会いたかった」

			　どうやって、苦しませてやるか。

			　どうやって、裏切ったことを心の底から後悔させるか。

			　どうやって、自分が間違っていたのだと謝罪させるか。

			　それから――。

			「どうやって、お前を殺してやろうか、ずっと考えていた」

			　復(ふく)讐(しゆう)対象がノコノコとやってきてくれたんだ。

			　こんなにありがたい話はない。

			「何のつもりで外に出てきたかは知らんが、手間が省けた。ここで部下の仇を打たせてもらおうか」

			　そう言いながら、エルフィも一歩前に踏み出した。

			　全身から魔力を滾(たぎ)らせ、すでに戦闘態勢に入っている。

			「エルフィスザーク、その怒りを僕に向けるのは、お門違いだと思うけどねぇ？」

			　エルフィの殺気を受けてなお、ディオニスはニヤニヤと笑みを浮かべたままだ。

			「……どういう意味だ？」

			「さぁ？　まあ、負けた君が悪いってことだよ」

			　エルフィの問いに、ディオニスはとぼけるように首を傾けた。

			「仇討ちと、復讐だっけ？　悪いけど、そういうのには興味ないんだよねぇ。僕はただ、間違いを訂正しに来ただけなんだよ」

			　聞き分けのない子供を諭(さと)すような口調。

			「『アマツは最強の勇者』とか言われてるよね、人間の分際でさ。まったく、笑えない間違いだよね。君如(ごと)きが最強とかさ。だから、その間違いをずっと訂正したいと思ってたんだ」

			　そこから一変して、ディオニスは作り物めいた笑みを消した。悪意がありありと伝わってくる歪(ゆが)んだ笑みを浮かべ、ディオニスがそう叫ぶ。

			「君を叩き潰して、僕が最強だってことをさぁ！」

			　その叫びと同時に、周囲の魔物達が再び動き始めた。

			「いけるか？」

			「問題ない」

			　魔物を相手にしながら、同時にディオニスと戦うのは少し厄(やつ)介(かい)だ。

			　だが、勝算はある。あいつと戦闘力は、三十年前のモノだが把(は)握(あく)しているからな。

			　互いに向き合い、今にも戦闘が始まろうという時だった。

			「パパ……パパぁ……」

			「――――ッ」

			　そのタイミングで、背後で父親の骸に縋(すが)り付いていた少女の声が耳に入ってきた。

			　父親を失った少女の存在に、それまでの高揚感が散る。ディオニスの登場に、完全に失念していた。

			「――気になるのかい？」

			　同時に、ディオニスの顔が嗤(わら)いに歪(ゆが)むのが見えた。

			「あはははっ!!」

			　浮遊した状態で、ディオニスが腕を振り上げる。

			　たったそれだけの工程で、その周囲に無数の水の球体が構成された。

			　そして直後、笑みを浮かべたまま、ディオニスが腕を勢い良く振り下ろした。

			「……！」

			　無数の水弾が、雨のように降り注ぐ。

			　その水弾すべての狙いが、俺達ではなく、膝をついて泣いたままの少女に向けられていた。

			　逡(しゆん)巡(じゆん)する暇すらない。少女を抱き上げ、その場から走り出す。

			「……チッ」

			　何をやっているんだ、俺は。ディオニスは誰かを庇(かば)いながら戦えるような相手じゃない。

			「うあああ……」

			　腕の中で、少女が泣いている。

			　戦いの邪魔になる。見捨てるべきだ。

			　――泣いているこの少女を？

			「……ッ」

			　それ以前に、俺はなぜこの少女を助けた？

			　復(ふく)讐(しゆう)の役にでも立つのか？

			　ディオニスを殺すための戦力にでもなると？

			　ありえない。

			　だったら、今すぐ捨てるべきだろうに。

			「……なんでだ」

			　俺は歯を軋(きし)ませた。

			　自分の行動が、理解できない。

			　少女を守る理由など一つもなかった。いかに凄(せい)惨(さん)な死に方をしようと、切り捨てるべきだったのだ。

			　それなのに、俺は。

			「相変わらず優しいね。でもさ、そんな余裕、あるのかなぁ？」

			　意識に割り込んでくる、嘲(ちよう)笑(しよう)混じりのディオニスの声。

			　真後ろで爆発が起こる。

			「は――づッ」

			　衝撃に背を叩かれ、呼吸が一瞬止まる。

			「ほら！　頑張らないと、その子が死んじゃうよぉ？」

			　立ち塞がる魔物の脇をすり抜け、ひたすらに距離を取る。

			　俺を追い掛ける破壊は、魔物達も容(よう)赦(しや)なく飲み込んでいく。爆発が連続し、魔物の体が爆散していった。

			　それを気にした風もなく、ディオニスの耳障りな哄(こう)笑(しよう)が背後から聞こえてくる。

			「ああ……！」

			　少女の悲鳴。

			　男性の骸があった場所にも、破壊は降り注ぐ。

			　見るまでもなく、男性の体はもう原形を留めていないだろう。

			「パ……パ、パパぁああああッ!!」

			　俺に抱えられながら、少女は父親の体が飛び散る光景を見てしまった。

			　腕の中で、少女が泣き叫び、暴れ回っている。

			　このままでは、水弾に対処しきれなくなる。

			「……ぁ」

			　少女の頭に魔力を流し、意識を飛ばした。

			　力を失い、腕の中で少女は眠りについた。

			「馬鹿が……ッ」

			　……意識を失わせるんじゃなくて、見捨てるべきだろうが。

			「本当に弱くなってるんだね、アマツ。この程度の攻撃から少女を守るだけで精一杯なんてさ」

			　ディオニスが嗤(わら)い、更に水弾を放とうとしたタイミングで、

			「――〝魔眼・灰(かい)燼(じん)爆(ばく)〟」

			　水弾を凌(しの)ぎながら、魔力を溜めていたエルフィの魔眼が炸裂した。

			　俺達は別方向に移動していたエルフィの攻撃が、笑い声をあげていたディオニスを飲み込む。

			　偽装の魔力付与品(マジツク・アイテム)を嵌(は)めた状態では最大級の一撃だ。

			　紅(ぐ)蓮(れん)の閃(せん)光(こう)が視界を覆う。爆風が吹き荒れ、大地が揺れる。

			「どうだ……!?」

			　エルフィがそう呟くと同時。

			「……はーあ」

			　爆煙が消し飛び、無傷のディオニスが姿を現した。その体を水の障壁が覆っているのが見える。

			　あれで、エルフィの魔眼を完全に相殺したのか。

			「ねぇ、エルフィスザーク。エルフィスザーク・ギルデガルド。その程度の爆撃で僕にダメージを与えられるとでも思ってるのかな？　だったら、随分と僕を馬鹿にしたもんだよね。その魔眼、腐ってんじゃないの？」

			「……火力不足か」

			　苦い表情を浮かべ、エルフィがディオニスから距離を取る。

			　そして、『偽装の腕輪』を外そうとした時だった。僅かに苛立ちを浮かべたディオニスが、指を鳴らした。

			「っ、な……!?」

			「エルフィ……？」

			　直後、不意にエルフィが苦悶の表情を浮かべ、膝をついた。

			　見れば、彼女の右の太腿に深々と一本の剣が突き刺さっているのが見える。

			　距離は十分にあったし、そもそもディオニスは何の武器も手にしていなかったはずだ。

			　ディオニスが何をしたのか、分からなかった。

			「ほら、アマツ。お仲間がピンチだけど、助けなくてもいいの？　それとも魔族だからって見捨てるのかな？」

			　膝をつき、動きを止めたエルフィに向けて、ディオニスが水弾を放とうとする。

			「……ッ」

			　少女を抱えたまま、片手をポーチへ飛ばし、魔石を握り込む。

			　壊魔(ブレイク・マジツク)を使い、ディオニスの攻撃を止めようとした時だ。

			「違う！　狙いはお前だ、伊織！」

			　エルフィの叫び声。

			　同時に、ディオニスが指を鳴らした。

			　こちらに背を向けたままだというのに、宙を浮かんでいた水弾がこちらに飛んできた。

			「――――」

			　倒れ込むように後ろへ跳躍しながら、魔石を投げる。

			　迫る水弾と魔石が接触すると同時、壊魔を発動した。

			　跳躍だけでは爆風の範囲から脱しきれず、灼(や)けるような風に強打された。

			「か、は……っ」

			　地面に叩き付けられ、呼吸が止まる。焼かれた肌がジリジリと痛む。

			　少女を庇(かば)ったせいで、上手く受け身を取ることができなかった。

			　ぼやける視界で、どうにかディオニスの姿を捉える。

			「残念だけど、寝てる暇はないよ？」

			　痛みでぼやけた視界の中で、ディオニスが魔術を行使するのが見えた。

			　このタイミングでは、躱(かわ)すこともできない。

			　……劣化した魔毀封殺(イル・アタラクシア)で凌(しの)ぐしかないか。

			　あの威力では、相殺することは無理だろうが。

			　ダメージを受ける覚悟をした時だ。

			「――はァああッ！」

			　太腿から剣を引き抜いたエルフィが、ディオニスに飛び掛かった。

			「――〝魔腕・壊(かい)裂(れつ)断(だん)〟」

			　五つの魔力の爪が、ディオニスに襲い掛かる。

			　水弾の標的が、こちらからエルフィに替わった。爪と水弾が激突し、激しい爆発が起こる。

			「チッ……」

			「く、う……！」

			　両者とも、爆風によって飛ばされる。

			　エルフィは宙で体勢を立て直しながら、俺達の方へ下がってきた。

			「……無事か、エルフィ」

			「何とかな」

			　足の傷はすでに塞がっている。

			　腕と顔以外は分身体のため、魔力を込めれば再構成することができると前に言っていた。

			「あの水鬼、これまでの魔将とは格が違うな。腐っても、元勇者のパーティというわけか」

			「……全力で戦わないと、勝てる相手じゃない」

			　エルフィが『偽装の腕輪』を外し、俺が抱えているこの少女をどうにかしなければ勝機はない。

			　だが……。それを読み取ったのか、耳障りな声が響く。

			「ねぇ、アマツ。その子を見捨てたらどうかな。庇(かば)いながらじゃ、まともに戦えないでしょ？」

			「……必要ないな。お前程度、この状態でも十分に戦える」

			　強がりだ。全力を出せない状況で勝てる相手ではない。

			「あのさ」

			　自身の青髪を指でクルクルと弄(いじ)りながら、ディオニスが溜息を吐く。

			　眉根を寄せ、呆れたように言った。

			「君って、一体どこまで馬鹿なのかな」

			「……何だと？」

			「あれだけ手酷く裏切られたのに、まだ人助けかい？　三十年も経ったのに、まるで成長していないじゃないか」

			「……違う」

			　違う。断じて違う。

			　俺は人助けをしているわけじゃない。

			　そんな甘い考えはもう捨てた。復(ふく)讐(しゆう)のためだったら、何でも利用すると決めたんだ。

			「じゃあ、どうしてその子供を見捨てないのさ？」

			「……それ、は」

			　そうだ。

			　どうして俺は、この期に及んでこの少女を見捨てていない？

			　足手まといになるだけだと、理解しているというのに。

			「伊織、耳を傾けるな」

			　思考が中断される。

			　エルフィの手が、俺の肩を叩いていた。

			「裏切り者の戯(たわ)言(ごと)など、聞く価値はないぞ。何を真面目に取り合っているのだ、馬鹿者」

			「……あ、ああ」

			「冷静さを失うな。敵を見据えろ。前を向け」

			　頭を振り、余計な考えを捨てる。戦場での逡(しゆん)巡(じゆん)など、自殺行為そのものだ。

			「お前はその子供を抱えたままで、できる限りの対処をしろ。私があいつの攻撃を凌(しの)ぐ。その隙に――」

			「あ、ごめんね。そ・れ・は、無理！」

			　話に割り込みながら、ディオニスが手を振り下ろした。

			　再び放たれる大量の水弾。

			「――――ッ」

			　エルフィの魔眼で撃ち落とし、魔毀封殺(イル・アタラクシア)で防御する。

			　だが、ディオニスは攻撃の手を緩めない。

			　こちらが逃げられないのを知って、少女を抱えた俺を重点的に狙ってきている。

			　強制的に、防戦一方に追い込まれてしまっていた。

			　ポーションを飲む暇すらなく、ただ魔力と体力を削られていく。

			　エルフィも、『偽装の腕輪』を外すことができていない。

			　やがて。

			「――がッ」

			「くっ」

			　防御を破り、眼前で水弾が炸裂した。

			　衝撃に吹き飛ばされて地面を転がる。

			　エルフィも膝をつき、荒い息を吐いている。

			「うっそでしょ？　ねえねえ、仮にも元勇者と元魔王がこんなに弱いって、一体全体何の冗談？　困るなあ。色々準備してきてるんだからさぁ」

			　ディオニスが腕を持ち上げる。

			「まだ殺さないよ。とりあえず、その子を君達の前で殺してから、散々、甚(いた)振(ぶ)ってあげるね」

			　そして、水弾が放たれた。

			「――――」

			　もう、幾ばくの猶予もない。

			　この少女を見捨てる。いや、いっそ、盾にしてでも、この場を切り抜けて――。

			　――たくさんの……を見たんだ。

			「……ッ」

			　視界にノイズが走る。

			　砂嵐の中、ディオニスに向かって、誰かが手を伸ばして――。

			　

			　直後、

			　

			「――間に合った……！」

			　

			　俺達を囲むように、結界が生じた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　金髪を振り乱し、荒い息を吐きながら肩を揺らす女性を見た。

			　その後ろには武装した複数の兵士が控えている。

			　結界を張り、俺達の命を救ったのは――――。

			「……カレン、さん」

			「来るのが遅くなりました。すいません」

			　いつかの時のことを思い出す。かつて、窮地に陥った俺達を助けてくれた男がいた。

			　金髪の心優しい男が。

			　あの時のことを、思い出した。

			「……はぁ」

			　不快げに眉を顰(しか)めたディオニスが水弾を放つ。

			　目の前に展開された結界にぶつかり、連続して爆発が起きた。結界が軋(きし)み、やがてヒビが広がっていく。

			　だが。

			「――――」

			　破壊が広がるよりも早く、カレンが新たに結界を展開した。

			　ヒビの入った結界の上からもう一層の結界が現れ、水弾を弾いていく。

			　荒い息を吐きながら、何度も何度も繰り返しカレンは結界を張り直していった。

			　その応酬が数分続き、やがてディオニスが攻撃の手を止めた。

			「……あぁ、君知ってるよ。ガッシュの娘でしょ？　君の父親とは面識があってね。そのよしみだ。結界を解いて、今すぐ目の前から消えるんなら、見逃してあげるけど？」

			　結界越しにも伝わってくるディオニスの殺気。

			　カレンの背後に控えている兵士達に震えが走る。

			　そして、直接その殺気を向けられているカレンも、ガクガクと体を震わせた。

			「……断ります」

			　だが、カレンは震え声で、そう答えた。

			「……はぁ？」

			「私はレイフォード家当主――カレン・レイフォード。領地を、領民を、そして大切な客人を傷付けることは、絶対に許しません」

			　その背中に、はっきりとガッシュの姿が重なって見えた。

			「どうせあれでしょ？　両親が残したものを守る、それが私の使命だからーみたいなさ。あーあ、惨めだよね。死人が残したモノに縋(すが)っちゃってさ。僕は君みたいな、分をわきまえない人間が一番嫌いなんだ。だから、早く、どけよ人間」

			「どきません。貴方がなんと言おうと、私はこの領地を守ります」

			　目を瞑(つぶ)り、ディオニスが黙る。それから、「ああそうだ」と手を打った。

			「この領地と領民を守りたいんだったよね？」

			　ディオニスの表情が醜悪に歪(ゆが)む。

			　その凶相にカレンが息を飲んだ。

			「だったら、こうしようか」

			　浮遊していたディオニスが民家の屋根に着地したかと思うと、大きく跳躍した。

			　跳んだのは迷宮方面。

			　その先に、大きな台座が設置されていた。

			「……まさか」

			　その台座の上に置かれている、人の頭ほどの橙(だいだい)色の石。

			　ディオニスは台座を破壊し、その上の石を手に取った。

			「――これ、『要(かなめ)石(いし)』っていうんだってね。迷宮を封印するために必要な、魔力付与品(マジツクアイテム)なんでしょ？　これは僕が没収しよう。まあ、こんな石、あってもなくても、僕なら簡単に結界を破壊できたけどさ」

			　ポンポンと石を手玉のようにして弄(もてあそ)びながら、

			「知ってるかな。死沼迷宮には大量の毒沼が内包されてるんだよ。生物が死に絶え、植物が枯れ死に、すべてを殺す毒の沼が」

			　芝居がかった仕草で髪を掻きあげ、酷く楽しげに、優しく微笑みながらディオニスは宣言した。

			「――その毒沼をこの領地に垂れ流してあげるよ」

			「な……にを」

			　絶句するカレンに、ディオニスはより笑みを深める。

			「それが嫌なら、僕を止めに迷宮に来るといい。ちょうど、そこの二人なんかが適任なんじゃないかなぁ？」

			　そう言い残すと、ディオニスは哄(こう)笑(しよう)を響かせて姿を消した。

			　残ったのは獣に食い荒らされたかのように醜い傷跡の残る大地と、呆然と立ち尽くす人々。

			「……そん、な」

			　視界に広がっていた結界が、スッと消滅した。

			　それと同時に、震えながらも一歩も引かなかったカレンが膝から崩れ落ちる。

			　兵士が駆け寄るが、カレンはそれを手で制す。だが、その顔は蒼白で玉のような汗が浮かんでいる。

			「……住民の救助と避難を行いましょう」

			　よろよろと立ち上がり、蒼白な表情のままで、カレンはテキパキと指示を出してみせた。

			　それに従い、兵士達が動き出す。

			　その後すぐに、俺達は治癒魔術による治療を受けた。その際に、事情を説明して抱えていた少女を兵士に手渡す。

			　足早に去っていく兵士。その背を見ながら、考えた。

			　たった数時間で、家族を失ってしまった少女。父親の死を目の当たりにし、その骸が蹂(じゆう)躙(りん)されるところを見せ付けられた。少女の精神状態は、どうなってしまうのか。

			「――おい、伊織」

			　そこで、軽く頭を叩かれて我に返った。振り向けば、険しい表情のエルフィが立っている。

			「私も全力を出せなかったが、お前は浮つきすぎだぞ」

			「……ああ、悪い」

			「父親を殺された、娘のことを考えていたのか？」

			　言い当てられ、言葉がない。

			「戦いが起これば、ああした犠牲は出てしまう。お前はそれをよく知っているはずだろう」

			「……分かってる。そうじゃないんだ。俺はあの時……」

			　どうしてあの子を見捨てなかったのか。

			「……いや、なんでもない。それより、カレンさんのところに行こう。今後の話をしたい」

			　エルフィは追求してこず、「分かった」と頷いて俺に付いてきた。

			　周囲を見回すが、カレンの姿はない。

			　しばらく探し、半壊した民家の裏に一人佇(たたず)んでいるのを見つけた。

			　その背に、声を掛ける。

			「カレンさんのお陰で、助かりました。ありがとうございます」

			　振り返り、「ご無事で良かったです」とカレンが頷く。

			　だがその顔は蒼白だ。虚(うつ)ろな目をしている。

			「……大丈夫ですか？　顔色が悪いですよ」

			「……え？　ああ」

			　空を見上げたまま、上の空という風だった。

			「……カレンさん？」

			「私の家は」

			　か細い声で、カレンが滔(とう)々(とう)と喋り出した。

			「これまで、迷宮の封印をずっと続けてきました。お父様はそれを誇りに思い、お母様がそれを支えて……。私も、そんな風になりたいと思っていました」

			「…………」

			「だから……お父様とお母様がいなくなって……私がきちんと迷宮を封印しなければいけなかったんです」

			　カレンが、頭を押さえる。

			「なのに、迷宮封印の命を解かれて、要石を奪われて……！　わ、私が！　私がちゃんとしなければいけなかったのに！」

			　ヒステリックに叫びながら、ガリガリとカレンが頭を掻き毟る。

			「カレン、さん……」

			　残された自分が領地を守らなければならない。

			　その重責に、カレンは押し潰されそうになっていた。

			「私が領地を守らないといけないのに……」

			　両親を殺され、迷宮封印の命を解かれ、領主になった。

			　その上、水魔将に襲撃されて。

			　普通の精神状態でいられるわけがない。

			「私が……迷宮を封印しないと、いけないのに……！」

			　感情を抑えられなくなってしまったのか、カレンの瞳からポロポロと涙が溢れ出す。

			「――――」

			　――たくさんの……顔を見たんだ。

			　頭を掻きむしり、嗚(お)咽(えつ)を漏らしながら泣く彼女の姿。

			　気付けば俺は、頭を掻くカレンの手を掴んでいた。

			「……伊織、様？」

			　もう片方の手を、カレンの肩に乗せる。

			　驚きを浮かべたカレンを正面から見据え、俺は言った。

			「もう、迷宮を封印する必要はありませんよ」

			「え……？」
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			　何かを考えていたわけではないのに、言葉は勝手に出てきた。

			「ディオニスは――水魔将は俺達が倒します」

			「――――」

			「だから……もう大丈夫です」

			　安心させるような口調で、俺は言い切った。

			「で、でも……そんな、危険すぎます」

			「俺達は冒険者です。前に、知り合いの冒険者が言ってたんです。『ここで冒険しないでどうするんだ』ってね」

			「伊織様……」

			「迷宮は俺達に任せて、カレンさんは自分にできることをしてください」

			「どうして……」

			　震え声で、カレンに尋ねられた。

			「どうして……そこまでしてくれるんですか？」

			　答えは出ない。

			　問題解決の報酬に迷宮に入れろと、一言言うだけで良かったのだ。

			　なのに、なぜ俺はこんな余計なことを口にしたのだろう。

			「……。俺はガッシュと……それに、カレンさんにも助けられたから。その恩を返したい……ってことにしておいてください」

			　そう言い残し、俺はカレンに背を向けた。

			　振り向かず、目的地へ向かって進む。向かうのは、死沼迷宮だ。

			「……随分と張り切っているな？」

			　隣を歩くエルフィが、茶化すように言ってきた。

			「当たり前だ。なんせ、復(ふく)讐(しゆう)相手がすぐ先にいるんだからな」

			　言わなくてもいいことまで口にしたが、目的は変わらない。

			　復讐だ。

			　待ってろ、ディオニス。すぐに殺しに行く。

		

	
		
			　

			第五話　『死沼の先へ』

			　

			「ディオニスの戦い方、お前から見てどう思った？」

			「相手に隙を与えない連続攻撃。厄(やつ)介(かい)だが、あれだけならやりようはある」

			　迷宮へ向かう道中での会話。

			「だが、あれだけではないのだろう？」

			「ああ」

			　ディオニスの戦い方はよく知っている。

			　あいつは水属性の魔術、体術、剣術など、基本的な戦闘スタイルをそれぞれ高い水準で修めていた。そのため、状況によって前衛と後衛のどちらもこなすことができる。

			「あのふざけた性格とは違って、堅実な戦い方というわけか」

			「そういうことだ。とはいえ、あいつは致命的な短所がない代わりに、ずば抜けた長所がない」

			　戦い方に隙がないため、実力で勝る相手には絶大な力を発揮する。裏を返せば、格上に対して逆転の一手を打つ力がないということだ。仲間だった頃も、ディオニスは格上相手には時間稼ぎしかできていなかった。

			　また、総合力で勝っていても、相手が突出した切り札を持っていた場合にもあいつは敗北している。

			　格下には強いが、格上、もしくはあいつの総合力を上回る一撃には弱い。

			　それがあいつだ。

			「三十年前のあいつになら、今の俺達でも正面から戦えば勝てる」

			　エルフィ一人でも、距離を取って最大火力の魔眼を撃ち込めれば勝機はあるだろう。

			「だが……」

			「問題は、三十年前とは違うということだな」

			　先ほどの戦いでの水弾の連発からは、あいつの実力の変化は読み取れなかった。ただ破壊を撒き散らすあの戦法は、相変わらず格下にしか通じないものだからだ。

			　だが、一度だけ見せた、無(む)手(て)の状態からエルフィの足に剣を突き刺したあの魔術。何をしたのか、パッと見ただけでは理解できなかった。

			「数年一緒に戦ったが、あんな魔術をディオニスが使っているところは見たことがない」

			「……となれば、この三十年の間に身に付けた芸当ということか」

			「エルフィはあれが何か分からないか？」

			「……何もない空間から剣を出すだけなら、いくつか心当たりがある。ありすぎて、逆に特定できないくらいだ」

			　それは俺も同じだ。

			　隠(いん)蔽(ぺい)の魔術で剣を隠していた、収納魔術から取り出した。いくつかの手段は思いつくが、そのどれかまでは分からない。

			「さっきは水弾に気を取られて喰らっただけだ。特定できずとも、魔眼を使えば対処できる」

			　黄金の瞳を指して、エルフィが自信満々にそう言い切った。

			　どういう攻撃か分からないのはやや不安ではあるが、最初から警戒していれば躱(かわ)せるだろう。

			　

			　戦い方はいつもと変わらない。

			　俺が前衛で、エルフィが後衛だ。

			　あの水弾を潜り抜ける術は、用意してある。

			　残る不安は、あいつのフィールドで戦わなければならないことだが、これ以上考えても埒(らち)があかない。

			　ここの兵士では俺達に付いてこれないだろうし、外からの応援を待っている時間もない。

			　迷宮の情報は手にしているし、できる限りの装備も揃えている。

			　後は戦うしかないだろう。

			　破壊された『要石』の台座の横を通り、迷宮の入り口の前までやってくる。

			　中は暗く、外からでは様子が窺(うかが)えない。

			「――行くぞ」

			　俺達は、死沼迷宮へと足を踏み入れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　死沼迷宮の様子は様変わりしているということだったが、入り口は以前と大した違いはなかった。

			　入り口には魔素が来ていないようで、暗闇が続いていた。

			「お前、暗いのが苦手だったよな。大丈夫か？」

			「暗いが、音はある。伊織もいるし、今は大丈夫だ」

			「なら良かった」

			　魔術で周囲を照らし、洞(どう)窟(くつ)のような迷宮を、俺達は進んでいく。

			　迷宮に入ってすぐに、エルフィは『偽装の腕輪』を外した。

			　封じ込められていた魔力が一気に溢れ出してくる。隣にいるだけで、その凄まじい魔力量が伝わってくるほどだ。

			　腕を取り戻したことで、魔力量が更に増えているな。

			「……毒沼か」

			　しばらく進むと、前方に紫色の沼が見えてきた。それほど深くはないが、周囲には紫色の煙が充満している。

			　触れれば肉が腐り、骨が溶ける。沼が放つ煙を吸っても助からない。厄(やつ)介(かい)な毒沼だ。

			　だが、事前に毒対策はしてきている。

			　複数の解毒ポーション、そして装着しているだけで自身の毒を無効化する小さな結界を張ってくれる『無毒のネックレス』を購入しておいた。

			　すでに『無毒のネックレス』は嵌(は)めており、煙を吸っても何も起こらない。

			　足元に気を付けながら、泥沼へと足を踏み入れた。

			　冷たく滑った感触が伝わってくる。

			　毒の影響はないため、ただ動きにくいだけだ。

			「……ヌチャヌチャして気持ち悪いな。分身体解除して、首と腕だけで移動したくなる」

			「絶対にやめてくれ」

			　生首と腕だけで隣を浮遊されたら、戦闘中に間違って斬りかねん。

			　それに何かあった時、分身体なしだと反応しきれないだろう。

			　それに、この迷宮の魔将はディオニスだ。魔力付与品(マジツクアイテム)を嵌めただけで無効化される沼を良しとするはずがない。

			「エルフィ。そろそろ罠(わな)がある頃だと思うんだが、どうだ？」

			「……左右の壁に薄っすらと魔力がある。罠だな」

			　目を凝らすも、壁には何も感じられない。

			　エルフィの言われた場所を魔力で念入りに調べて、ようやく存在に気付けるレベルだ。

			　上級の魔術師でなければ、あの罠(わな)を見抜くことはできないだろうな。

			　慎重に進み、罠の部分に到達した時だ。左右の壁から、無音で細いレーザーが発射された。

			「ふッ」

			「ふん」

			　それ自体は大した威力はなく、翡(ひ)翠(すい)の太刀で弾くことができる。

			　エルフィなど、素手で防いでいるくらいだ。

			　嫌らしいことに、レーザーは『無毒のネックレス』を狙って放たれた。破壊されてしまえば、毒沼で死ぬことになる。

			　更に、レーザーは様々な角度から異なるタイミングで発射される。初撃に気付いて躱(かわ)せば、その先に向かって別の場所からレーザーが放たれる仕組みだ。

			　躱せたと安(あん)堵(ど)したところで、魔力付与品を破壊されてお終い、ということだろう。

			「なるほどな。この暗闇でこの罠は確かに効果的だ」

			　エルフィが感心したように呟いた。

			　読んだ書物にも、ここのことは記載されていた。だが、ここは初見殺しなだけで、仕掛けが分かっていればそれほど危険ではない。

			　その後も、執拗にネックレスを狙うレーザーを回避し、先へ進んだ。

			　しばらくして、空中に魔素が漂い始めた。

			　魔素のお陰で迷宮内が照らされ、灯りが不要になる。

			「この先から、毒沼の性質が変わるらしい」

			「魔力付与品(マジツクアイテム)を腐食させる効果、だったか」

			　人体へ猛毒なのはもちろん、この先の毒は魔力にも作用する。

			　長時間、毒沼もしくはその瘴気に触れていると、魔力付与品(マジツクアイテム)が働かなくなるのだ。

			『無毒のネックレス』に効果はないが、他の魔力付与品には影響が出る。

			「五時間程度が限界だ。それよりも早く、この毒沼地帯を越えるぞ」

			　視界の先にあるのは緑色の沼だ。それに加え、道幅が狭くなっている。

			　それに比例するように、沼は深くなっていく。

			　迷宮にやってきた帝国軍は、この狭い道に手こずり、魔力付与品を腐蝕させてしまったせいで毒にやられたことがあるそうだ。

			　緑色の沼へ足を踏み入れる。

			「魔物だ、伊織」

			「ああ」

			　前方の沼から、スライムの群れが飛び出してきた。

			　それに続くようにして、天井からバラバラと〝歯蟲〟が落下してくる。

			　魔物に構っている余裕はない。

			　俺が先行し、魔物へと斬りかかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　鬼族は過去に魔王軍に付いていた。

			　だが、その残虐さに付いていけず、魔王軍から離反。それ以降は常に中立という立場を取っていた。

			　魔王軍からは『裏切り者』、人間からは『過去の敵』と嫌われ、鬼族は住む場所を追われ、数も減った。

			　そんな状況を打破するため、鬼族は人間側に付くことにしたのだ。

			　その鬼族の代表がディオニス・ハーベルクだった。

			　穏やかな口調と、優しげな風貌。

			　鬼族達からは『努力で最強になった男』として、彼は慕われていた。

			「僕はこの戦いを終わらせ、仲間が傷付かない世界を作ってみせる……！」

			　ディオニスは仲間を思う、強い気持ちを持っていた。

			　その実力を買われ、俺達のパーティに入った時も、よくそんな願いを口にしていた。

			「覚悟が足りないんだよ。僕からすれば、君が死ぬ未来しか視えない」

			　足を引っ張ってしまった俺に対して、苛立ちながらこんなことを言った時もあった。

			　部下であるベルトガがそれに賛成し、険悪な雰囲気になったのを覚えている。

			　それでも戦いの中で、徐々にディオニスは俺を認めてくれた――。

			「君は強い。確かに最強の勇者だ。アマツになら、世界を平和にできると僕は信じているよ」

			「俺だけじゃ、無理だよ。……だからディオニス。俺に協力してくれないか……？」

			「まったく……そういうのはいちいち口にするものじゃないだろ、アマツ。当たり前だ。君はもう、僕の大切な仲間なんだから」

			　――そう信じていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　押し寄せる魔物を斬り伏せ、迷宮の奥へと進む。

			　この迷宮には階層はなく、ただ横へ横へと広がっている。

			　迷宮に入ってから一時間半が経過した。魔素の濃さから、三分の一程度には進んできたはずだ。

			　ここに来るまでの間、何度も罠(わな)が仕掛けられていた。

			　入り口でのレーザーから始まり、奈落の底へと通じる落とし穴、底なし沼、どこへ通じているか分からない、隠(いん)蔽(ぺい)された転移陣など、色々な罠(わな)があった。

			　落とし穴や底なし沼には魔力がないため、エルフィでは見抜けない。

			　何度も迷宮に潜った経験を活かし、魔力のない罠は俺が発見している。

			「エルフィ。あの場所、さっきから魔物が避けて通ってる。多分罠だ」

			「了解した」

			　そうして二人で協力し、先へ進んでいく。

			　道幅は更に狭くなり、俺と小柄なエルフィがやっと並んで歩ける程度だ。

			　しかし、前方から魔物は続々とやってくる。大勢で来ていれば、後衛が上手く機能せず、前衛が真っ先にやられていただろうな。

			　俺達が難なく進めているのは、個の力が高いからだ。

			　しばらく歩くと、ふと魔物が出なくなった。前方には大きく開けた部屋が見えている。

			　部屋にはドーナツ型の陸地があり、中央には緑色の巨大な沼があった。

			「帝国軍が到達できたのは、この先までだ。この部屋に、龍種複数体クラスの強大な魔物が出る」

			　ここまで来るのに時間を食ってしまった帝国軍は、この先にいる魔物を討伐しきれなかった。

			　過半数が魔物に殺され、撤退。その過程で更に半数が死に、迷宮から出ることができたのはほんの数人。優秀な人材の多くを失い、帝国は大きな打撃を受けてしまったようだ。

			「魔物を無視して通ることはできないのか？」

			「部屋に入ると、その魔物が出入り口に水の結界を張るみたいだ。破ろうとしている間に、攻撃されるだろうな」

			　出てくる魔物は、かなりの巨体を誇ると記述されている。

			　無視しようにも、逃げきれるかどうか分からない。

			「できる限り、俺が魔石で対応する。倒せたらそれで良し。駄目だった時に備えて、エルフィは魔眼の準備を頼む。無視できそうなら、無視してもいい」

			「うむ、了解した。伊織、無茶はするなよ」

			「分かってる」

			　エルフィとともに、開けた部屋へ足を踏み入れた。

			　何も起こらない。

			　反対側に奥へ続く通路が見える。

			　何も起きなければそれでいいと、ドーナツ型の地面を少し進んだタイミングだった。

			「……やっぱ、通してはくれないか」

			　部屋中がグラグラと揺れ始めた。パラパラと、天井から砂埃が降り注ぐ。

			　中央の沼地が大きく盛り上がっていく。走って反対側の通路へ向かうが、四分の一まで来たところで、出入り口に水の結界が張られた。

			『――――――』

			　沼から、巨大な頭部が姿を現した。

			　緑色の飛沫が飛び散る。

			「うわっ、口に入った。……苦ッ」

			「馬鹿、口閉じてろ」

			　姿を現したのは、巨大な烏賊(いか)だった。

			　三角形の凧のような胴体に、その下にある紫色の巨大な眼球。

			　建物を一撃で粉砕できるほどの足が複数、頭部の周囲から生えてくる。

			「……見たことのない魔物だ。エルフィ知ってるか？」

			「〝覇王烏賊(クラーケン)〟だ。人間の攻撃によって、その大半が滅ぼされてしまった希少種だな。昔食べたが、最悪に不(ま)味(ず)いぞ」

			　希少種食べてんじゃねえよ。

			『――――――!!』

			　不味いという言葉に反応したわけではないだろうが、覇王烏賊が攻撃を仕掛けてきた。

			　多方向から、見上げるほどの足が落ちてくる。

			「躱(かわ)すぞ！」

			　全速力で落下地点から離脱する。

			　直後、立っているのが困難なほどの振動に襲われる。そこへ追撃のように足が振り下ろされた。

			「……〝壊魔(ブレイク・マジツク)〟！」

			　投(とう)擲(てき)した魔石が、ビッシリと吸盤のついた薄緑の足を粉々に吹き飛ばした。

			『――――!!』

			　覇王烏賊が体を震わせる。

			　だが、それからすぐに、吹き飛ばした足が盛り上がり、再生を始めていく。

			「なるほど、帝国軍が倒せないわけだ……！」

			「伊織、眼球を狙え！　足はいくら攻撃しても、すぐに再生するぞ！」

			「……ああ！」

			　魔石の残数は残り二十個。

			　この化物相手に、どれだけ節約できるか。

			　覇王烏賊の巨大な双(そう)眸(ぼう)を睨み付け、次の魔石を握りこんだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　最終決戦の前夜。

			　俺、ルシフィナ、ディオニス、リューザスの四人は一つの部屋に集まっていた。

			「なぁ、アマツ。何持ってんだ？　ポーションか、そりゃ？」

			「鬼族に伝わるポーションらしい。ベルトガにもらったんだ」

			「ああ。僕も何度か飲んだことがあるよ。効き目はバッチリだから、早めに飲むと良い」

			　明日に備え、ベルトガからもらったポーションを、ディオニスに勧められて飲み始めた。

			　通常のポーションとは違い、妙に甘ったるい味がした。

			　だが、仲間にもらった物だからと、最後まで飲み干した。その正体が猛毒だとは思いもせずに。

			「……効き目はどうですか？」

			「ん？　ああ……何というか、変わった味だった」

			「そういうものさ。これで明日への備えは万全だね」

			「ええ」

			「ああ、ちげぇねえ」

			　ディオニスが、ニッコリと微笑む。

			　その万全という意味に、満足気に頷くルシフィナとリューザスに、俺は気付けない。

			「いや……万全と言っても、届くはずだったいくつかの装備が届いてないらしいぞ」

			　最終決戦のために、いくつかの装備が届くはずだったが、途中で何者かの妨害にあって届いていない。その中には、大昔に発掘された致命傷を肩代わりしてくれる魔力付与品(マジツクアイテム)など、有用な物も含まれていた。

			「は、どうせ魔王軍の仕業だろうさ。あいつらも焦ってんだろ」

			「……だろうな」

			　それ以外にも、届くはずの情報が届かなかったり、到着しているはずの軍がまだ来ていなかったりと、色々なトラブルが重なっている。

			　不吉に思いながらも、当時の俺は『魔王軍の妨害工作だろう』としか考えていなかった。

			「そろそろ、明日に備えて眠った方が良いと思います」

			　作戦や装備の見直しが終わったところで、ルシフィナのその言葉で全員が立ち上がろうとする。

			　それを止め、俺は彼らにこんなことを聞いたのだ。

			「戦いが終わって平和になったら、その後に何か夢はあるか」と。

			　それに対して、

			「あぁ？　特にねぇな。全部終わったら……まあ、妹に会いに行くくらいか。……長いこと、一人にしてたからな」

			　リューザスはぶっきらぼうにそう答えた。

			「……私はしばらく休養がしたいですね。興味のある娯楽ができたので」

			　ルシフィナはおっとりとそう答えた。

			「僕は鬼族の皆に伝えたいことがあるから一度戻って、それから差別がなくなるように各地を旅したいな」

			　ディオニスはそう答えた。

			　どうして聞いたのかというと、特に意味はない。

			　ただ、ふと聞いてみたくなっただけだ。

			「俺は――――」

			　俺の言葉に、三人は口裏を合わせたように答えた。

			「叶えられたらいいね」と。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――さぁ、焼きイカになるがいい！」

			　俺が両目を潰したことで身動きが取れなくなった覇王烏賊(クラーケン)に、エルフィの魔眼が炸裂した。

			　頭部が爆ぜ、肉片が飛び散る。複数の足がビチビチと暴れ回り、水しぶきが部屋全体に飛び散った。

			　巨体は勢い良く倒れ込み、しばらく痙(けい)攣(れん)していたが、やがて動かなくなった。

			「……ふう」

			　何とか、エルフィの魔眼使用は一度に収められた。

			　その代わり、魔石の残数は十四個にまで減少してしまっている。

			　順当な結果と言ったところか。

			「伊織、結界が解けたようだぞ」

			「ああ」

			　出入り口の結界は消え、自由に通れるようになった。

			　迷宮に入って三時間程度経過した。

			　残り時間は二時間だが、魔素の濃さからいって残りは少ない。

			　覇王烏賊の死骸から転がった極大の魔核だけ回収し、先を急いだ。

			　魔物を蹴散らし、合間合間にポーションを飲んで魔力と体力を回復する。

			　しばらく進むと、小さな部屋があった。

			「恐らく罠(わな)がある。気を付けろ」

			「うむ」

			　警戒し、中に入った瞬間、出入り口が塞がった。

			　ぐらりと部屋が揺れたかと思うと、勢い良く天井が落下してくる。

			「任せろ！」

			　エルフィがグッと身を屈め、勢い良く飛び上がった。

			「――魔王パンチ！」

			　握りしめた拳が天井へ突き刺さる。ヒビが入り、次の瞬間には粉々に砕け散った。
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			「……何だその技」

			「ん？　魔王が繰り出すパンチだぞ。それより、行くぞ伊織」

			「……ああ」

			　天井を破壊すると、閉じていた出入り口が開いた。

			　そこから見える風景は、それまでの洞(どう)窟(くつ)のようなものとは一変していた。

			　床は大理石の石畳、壁には彫刻が施され、天井にはシャンデリアのような灯りが設置されている。

			「……魔王城を思い出すな」

			　迷宮というよりは、城といった方が似合う外見だ。だが、外見に反して漂う魔素の量は更に増加している。

			　その通路には、何の仕掛けもなかった。魔物すら出てこない。

			　しばらく進むと、巨大な扉があった。赤色の扉で、縁には金で装飾が施されている。

			「……ここだな」

			　見るまでもなく、分かる。

			　この先に、奴がいると。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　いつか、ディオニスがこんなことを言っていたのを、思い出した。

			「――後悔せず、満ちたりた死を迎えたいな」

			「なんだよ、それ。なんか死亡フラグっぽいぞ」

			　何の脈絡もなく、ディオニスが呟いた言葉に、思わず突っ込みをいれる。

			「死亡フラ……？　……ほら、僕は死んだら冥界に行きたいんだよ」

			　言葉の意味を理解できずに首を傾げた後、ディオニスはそう言った。

			「冥界、か」

			　それは、死後の世界のことだ。

			　この世界には死後の世界、冥界があるとされている。

			　そこには後悔のない、満ち足りた死を迎えた者のみが行けるらしい。地球で言うところの天国のような場所だろう。

			「どうして冥界に行きたいんだ？」

			「そりゃ、消えたくないからさ。僕という存在が消えるなんて、耐えられないからな」

			「……ふーん。そういうものか」

			　言い伝えによると、冥界には楽園が広がっており、幸せに暮らせるらしい。

			「じゃあ、冥界に行けないとどうなるんだろうな？」

			「うーん、前に聞いた話だと、死んだ後、魂は全部冥界に行くみたい。でも、資格がない魂は、冥界の空気に耐えられず、溶けて魔力になっちゃうんだってさ」

			　だから、とディオニスは言った。

			「僕は誰にも見下されない世界を作って、満ち足りた死を迎えるんだ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ギィィと重苦しい音を響かせて、扉が開く。

			　先にある部屋から、ひんやりとした空気が漂ってきた。

			　それまでと同じく、装飾の施された城のような内装。

			　部屋は円形で、周囲をぐるりと綺麗な水が囲み、その中央に足場が存在している。

			　部屋の最奥へ続く、赤いカーペット。その先にあるのは、悪趣味なまでに装飾の施された玉座。

			　その上に座る人物を見て、思った。

			　裏切られてから、心に誓ったことがある。絶対に、お前に満ち足りた死は迎えさせない。

			　お前は後悔と絶望の中で、殺してやると。

			「――やぁ、待っていたよ」

			　玉座の上で、悠々とディオニスがそう言った。

		

	
		
			　

			第六話　『君のすべてを踏み躙(にじ)る』

			　

			　広い円形の一室。

			　その最奥部には赤を基調とし、黄金や宝石で過剰なまでに装飾された玉座が置かれている。

			　ただ無造作に高価な物で作り上げたとしか思えない、その悪趣味な玉座の上に座すのはディオニス・ハーベルク。

			「意外と早かったね。戦った感じから、途中の覇王烏賊(クラーケン)に勝てるかどうか、怪しいところだと思ってたんだけど」

			　敵が最深部にまで侵入してきているというのに、ディオニスは悠々自適に足を組み、肘をつきながら余裕の態度を崩さない。

			　部屋全体に注意を配るが、ディオニス以外の気配はない。

			　エルフィが横目を向けながら首を振っていることから、罠(わな)もないようだ。

			「警戒するのは勝手だけど、この部屋には何もないよ？　魔物も罠もいない。魔物なんて入れたら汚いし、気持ち悪いでしょ？　自分の部屋に罠があるってのも、気が休まらないしね」

			「最奥部にまで侵入されてるのに、随分と余裕だな」

			「当たり前だろ。だって、僕がいること以上の警備なんてないんだから」

			　ディオニスは未だに席を立とうともせず、見下すように顎を上げながら唇を歪(ゆが)める。

			　外での戦いでこちらを圧倒できたことで、よほど自信を付けたらしいな。

			　侮(あなど)ってくれるのは好都合だ。こちらの策は、あいつの油断と隙を狙うものなのだから。

			「伊織」

			「ああ。手はず通りに」

			　これ以上会話する意味もないと、戦闘に入ろうとした時だ。

			「おいおい、せっかくゆっくり話せる機会なんだからさぁ。そんなに急ぐことないんじゃない？」

			「……黙れ。てめぇと話すことなんてねぇよ」

			「そう言わずにさ。アマツ、君に見せたいものがあるんだよね」

			　ディオニスが指を鳴らす。

			　乾いた音が部屋に響き渡ると同時、玉座の周囲に複数の結晶が現れた。

			　人ひとり分ほどの大きさの、透明なひし形の結晶。

			「――――」

			　絶句した。

			　二十は優に越えるであろうその結晶の一つ一つの内部に人が閉じ込められていたからだ。

			　人間、亜人、魔族、様々な種族がいる。

			　そのすべてが女性で、誰一人として衣服を身に纏(まと)っていない。素肌を晒(さら)した女性達は大きく手足を広げた状態になっており、意識はない。手のひら、足首には深々と剣が突き刺さっており、まるで虫の標本のように結晶の中に貼り付けられていた。

			　その痛みを表現するように、すべての女性の顔には絶望が張り付いていた。

			「どうかな？　これ、ここ三十年で僕がコレクションした標本なんだ。君に見せたくて、わざわざ持ってきたんだよ」

			「ふん……悪趣味、ここに極まれりだな」

			「ああ、反(へ)吐(ど)が出る」

			　眉を顰(しか)め、嫌悪感を剥き出しにするエルフィに同意する。

			「つれないねぇ」とディオニスが苦笑し、小さく指を動かした。

			　浮遊していた結晶のいくつかが、前に出てくる。

			「つれないねえ。この中には、知った顔もいるだろうに」

			「……何？」

			「見覚え、ないかな？」

			　前に出てきた結晶の中の一つに視線を向ける。

			　その中で貼り付けにされていたのは、ディオニスと同じ鬼族だった。

			　茶色の髪に、浅黒い肌、額に見えるへし折られた痛々しい二本の角の残骸。この鬼族を俺は知っている。

			「シャーレイ……？」

			　シャーレイ。

			　ディオニスやベルトガと、ともに戦っていた鬼族の魔術師。世話焼きで、勝ち気な女性だった。

			　会うたびにディオニスに小言を言っていた、あいつの幼馴染。

			「正解！　流石アマツ、覚えてたみたいだね」

			「仲間じゃ、なかったのかよ」

			「えっ、違う違う。嫌だなぁ、やめてよね。こんな雑(ざ)魚(こ)は仲間じゃないって」

			　ディオニスが指を鳴らす。

			　シャーレイの入っている結晶が後ろに下がった。

			　代わりに複数の結晶が前に出てくる。

			　その中に入っていたのはすべてが鬼族で、全員に見覚えがあった。

			「この子達は、人間なのに普通に接してくれるアマツに憧れてたらしいよ？　良かったね、感動の再会だ」

			　……何だ、これは。

			　ディオニスが指を鳴らす。別の結晶が現れた。

			「この子達は……ちょっと難しいかな？」

			「――――」

			　年端もいかない少女と、少女によく似た顔立ちの女性。

			　十代くらいの少女、その少女をそのまま大きくしたような女性。

			　少女。女性。少女。女性。少女、女性少女少女少女。

			　彼女達の顔立ちに、薄っすらと覚えがあった。

			「お前――これ……」

			「覚えてる？　帝国を旅してる時に、立ち寄ったじゃないか。――ラームの村にさ」

			　カレンの屋敷で、使用人とした会話が脳裏を過る。

			　――この辺りに、ラームの村ってありますよね？　今、どうなっていますか？

			　――もう三十年近く前に、魔族によって滅ぼされてしまいました。

			「じゃあ……お前、が」

			　ディオニスが指を鳴らす。別の結晶が前に出てくる。

			「シーナ村」

			　聞き覚えがあった。

			「レオス領」

			　聞き覚えが、ある。

			「グルスの村、パルト山の亜人の集落、アルレーヌ領、クルス山の亜人の集落、ペテロス山で君が見逃した魔族達、ブギエル村、セルル傭兵団」

			　旅の途中で行った場所。そこで、出会った人々。助けた人達。

			「――ねぇ、覚えてるでしょ？」

			　ディオニスが嗤(わら)う。

			「全部、僕達の旅で出会った人達だよ。懐かしいね」

			　覚えている。

			　魔族に襲われていた村や領地。ともに戦った傭兵団。

			「魔王城の一件の後にね、僕とルシフィナで暇を見つけて旅をしたんだ。君やリューザスと一緒に旅した土地にね。そこにいた人達にアマツの死と、僕達の裏切りを伝えてから、皆殺しにしてあげたよ。まあ、僕も暇じゃないし、全部は回り切れなかったけどね。途中で飽きたしさ」

			　彼女達との出会いで、俺はより強く、救いたいと思うようになったのだ。

			「あ、皆殺しって言っても、殺したのは男と死に損ないのババアやブスだけだよ。僕の目に適った女性は、こうして標本にしてあるんだ」

			　浮遊する結晶の表面を愛おしそうに撫でて、ディオニスがうっとりとした口調で言った。

			「君を殺した時に気付いたんだ。信じていた人に裏切られて死ぬ奴の顔は、見ていて最高に楽しいってさ」

			「――――」

			「信じていた英雄の死に、英雄の仲間による裏切り。それを知った彼らの死に顔は、たまんなかったよ。アマツ、君にも見せてあげたかった」

			「――――」

			　ディオニスの意図は、嫌でも分かった。

			　単純に、一言で言ってしまえば、嫌がらせ。

			「君が『助けたい～！　救いたい～！』って言いながら、借り物の力で救ってきた人達の末路をさ」

			「――――」

			「皆、みぃんな、絶望の中で死んでいったんだよ。君が正義感を振りかざして、助けたばっかりに、僕達に目を付けられてね」

			　これは、英雄として俺がやってきたことすべてへの否定だ。

			「どうしたの？　何か言いなよ。感動の再会に感極まっちゃったかなぁ？」

			　お前があんな考えを持たなければ死ななかったのだと。

			「ねぇ、どんな気分だい！　ねぇ、アマツ！」

			『お前のせいで死んだんだよ』とディオニスは言っている。

			「あはははははッ！　教えてよ!!　今どんな気分だい!?　君がやりたかったこと、君がやってきたこと!!　それが全部全部全部全部ぜぇえええええええんぶッ!!　君の仲間である、僕とルシフィナによって、踏み躙(にじ)られた気分はさぁ!?」

			　裏切られて、嘲(あざ)笑(わら)われて、殺された。

			　これ以上ないぐらいに、ディオニスを憎んでいるつもりだった。

			「ねぇねぇねぇ！　教えてよ、この僕に!!　自分がしてきたことが全部無意味だったって知って、今どんな気分なのさ!?」

			　だが、考えを改めよう。

			　憎しみってのに際限はないのだと。

			「あっははははは!!　ねぇねぇねぇねぇッ！　今、どんな気分なんだぁい!?」

			「ディオニスゥウウウウウ――ッ!!」

			　地を駆ける。

			　強化し、加速した状態で、玉座に座ったままのディオニスへ肉薄する。

			　今の状態で出せる最速の一撃を、ディオニスへ振り下ろした。

			「……ッ」

			　ヌルリと、刃を受け流される手応え。

			　ディオニスが手元に置いていた剣を抜き、こちらの刃を流していた。

			「人が話してる最中に攻撃するとか、常識がないんじゃないかなぁ？」

			「てめぇの常識なんて知らねぇよ」

			「それは、躾(しつけ)が必要みたいだ……ねぇッ！」

			「……ッ」

			　刃の競り合いで、あっさりと力負けした。

			　押し飛ばされたところに、追撃がくる。刃鳴りと同時に、連続して火花が散った。

			　強化の魔術を使っても、今の俺では流石に押し負けるか。

			「……ッ」

			「太刀筋がさぁ、腑抜けてるんだよ！」

			　押し負け、バランスを崩すと同時。

			　凶相に顔を歪(ゆが)め、ディオニスが剣を振り下ろしてくる。

			「――――！」

			　そこに、エルフィの魔眼が炸裂した。

			　紅(ぐ)蓮(れん)の閃(せん)光(こう)が瞬き、爆発する。部屋をぐるりと囲む水が揺れ、激しく飛沫をあげている。

			　俺はその直前、倒れ込む振りをして横へ大きく飛び退いて爆発を躱(かわ)している。

			「……エルフィスザークッ」

			　爆煙が斬り裂かれ、ディオニスが姿を現した。

			　服が汚れているだけで、ほぼ無傷だ。

			　魔眼を喰らう直前、ディオニスが魔力を受け流すのが見えた。

			　俺が扱う剣術〝柔剣〟はディオニスから教わったものだ。三十年経っても、ディオニスの腕は衰えていないらしい。

			「下らんことを言って悦に入るのは良いがな。私を忘れるなよ」

			「はっ……部下の仇討ちだっけ？　あとはどうせ、自分の体を取り戻しに来たんだろう？　力を失ったアマツを利用するなんて、君も案外ちっちゃいよねぇ！」

			　ディオニスが指を鳴らすと、浮遊していた結晶が消えた。

			「ねぇ、アマツ。君は本当に成長しないよね。人間と亜人に裏切られたからって、今度は魔族かい？　あれだけ手酷く裏切られたのに、どうして仲間なんて作ることができるのかなぁ？　相手は魔族、それも元魔王なんだよ？　なんでそんな相手の言葉を信じられるのか、僕にはとてもじゃないけど理解できないよ。君の利用価値がなくなったら、また裏切られて殺されるとは考えられないわけ？」

			　ペラペラと流暢に舌を回し、ディオニスがまくしたててくる。

			　また裏切られて殺される？

			　その可能性を考えてないわけねぇだろうが。

			「俺は決めたんだよ」

			　俺一人では、復(ふく)讐(しゆう)の完遂は難しいから。

			　裏切られるリスクを容認して、エルフィと手を組んで――。

			「絶対にてめぇらに復讐するって」

			「ああ、そう」

			　呆れたように、ディオニスが大きく溜息を吐いた。

			「君、目の前にいるのが誰か理解できてないようだね」

			　刃をこちらへ向け、ディオニスが嗤(わら)う。

			「魔王軍〝水魔将〟にして、鬼族最強の〝水鬼〟」

			　無数の水弾が、展開される。

			「数分後に、もう一度聞いてあげるよ。一体、誰に復讐するの？　ってさぁ!!」

		

	
		
			　

			第七話　『嘲(ちよう)笑(しよう)を斬り裂く』

			　

			　――戦いが始まった。

			　玉座の周囲に展開された水弾が、ディオニスの合図によって一斉に掃射される。

			　エルフィと視線で意思疎通を行った直後、加速(アクセル)と強化を同時に使用し、回避する。

			　水弾が地面に着弾して爆ぜた。

			「――〝魔眼・灰(かい)燼(じん)爆(ばく)〟」

			　超人的な身体能力で水弾を軽々と躱(かわ)しながら、エルフィが魔眼を連発した。

			　小規模な爆発が、連続してディオニスへ襲い掛かる。

			「前にも言ったけど、こんな子供のお遊びみたいな攻撃で僕を殺せると思ってるの？」

			「ッ」

			　灰燼爆はエルフィが向けた視線の先に爆発が起こる。

			　ほぼノータイムで起こる攻撃を、ディオニスは鼻で笑いながら受け流していた。

			　エルフィが向けた視線がどこにあるかを目視で確認してから、行動しているのだ。

			　ああ、お前がそれぐらいできることは分かってる。

			　だからこそ、ディオニスが躱す先。そこへ向けて、俺はすでに雷の魔術を放っていた。

			「こんな程度で――」

			　迫る雷に鼻を鳴らし、ディオニスが水弾で対処する。

			　その瞬間、動きを止めたディオニスに対して、エルフィが魔眼を撃ち込んだ。

			　それまでよりも威力と規模の大きな爆発が起こるが――。

			「……なるほど。やはり、簡単にはいかないか」

			　その爆発が斬り裂かれ、消し飛んだ。

			　手にした剣の刃に水を纏(まと)わせたディオニスが、剣を振り下ろした状態でこちらを睨んでいる。

			「陳腐な攻撃、見え透いた連携。はーあ。まったく、がっかりさせてくれるよね。何か策があってここに来たんだと思ったけど、期待外れも甚(はなは)だしいよ」

			　片手で髪をかき上げながらの、ディオニスの呟き。

			　大袈裟に溜息を吐き、わざとらしく落胆した風な表情を浮かべる。

			「弱い者いじめをするようで僕も心苦しいけど、これなら無事、水魔将としての役目を果たせそうだねぇ」

			「……来るぞ！」

			　ディオニスが跳んだ。

			　剣を構えながら、俺の方へ突っ込んでくる。

			「弱い方から叩くのって、定石だろ？」

			「チッ」

			　威力を高めた雷の魔術を放つ。

			　紫色の雷が蛇のように地面を滑りながら、向かい来るディオニスへ絡み付こうとするが、

			「あの頃とは違うんだよ、アマツ」

			「……！」

			　直前に、その体を透明な水が覆う。

			　たったそれだけで、ディオニスの体に直撃した紫(し)電(でん)が霧散した。

			「純水か……！」

			　不純物を含まない純水は雷を通さない。

			　元の世界の理科の授業で習った内容、それはこの世界でも同じだった。

			　練度の高い魔術師が使用する水属性魔術は純水を生み出し、苦手なはずの雷属性魔術を弾(はじ)くことが可能となる。

			「三十年間、君が何してたのか知らないけど、僕は成長してたんだよ。頭スカスカのまま、ただ劣化した君とは違ってねぇ！」

			「……ぐぅッ！」

			　ディオニスの放つ、水を纏(まと)った剣閃を辛うじて受け止める。

			　何重にも強化した体だが、たった一撃受け止めただけで、後退させられた。

			　何の魔術も使わずに、鬼族は人間の数倍の膂(りよ)力(りよく)を発揮する。

			　ディオニスは鬼族では筋力の低い方だが、それでも今の俺には受け止めきれない。

			　流石に、厄(やつ)介(かい)だな。

			　柔剣を使って、ディオニスの刃を辛うじて受け流す。

			「柔剣の使い方が下手なんだよねぇ！　本当の使い方を見せてあげようかぁ？」

			「――させんッ！」

			　体勢を崩した俺へ迫るディオニスの追撃。そこへ、後ろで魔力を溜めていたエルフィが割って入ってきた。

			　魔力を纏(まと)った腕でディオニスの刃を受け止め、開いた片手でカウンターを放つ。

			「……そういえば、君は肉弾戦もできたんだったね」

			　後ろへ飛び退き、拳を回避するディオニス。

			　逃さず、エルフィが連続して拳を撃ち込んでいく。

			　その隙に俺も体勢を立て直す。

			「はァあああッ!!」

			「――柔剣」

			　軽々と天井を砕いた元魔王の拳。

			　そのすべてを、ディオニスは剣で受け流していく。

			　カウンター気味にエルフィの胴を、剣で薙(な)ごうとするディオニス。

			「――ッ!!」

			　そこへ、今度は俺が割り込んだ。

			　横薙(な)ぎの一撃を、翡(ひ)翠(すい)の太刀の刃が辛うじて受け止める。動きの止まったディオニスへ、エルフィの魔王パンチが叩きこまれた。

			　その時になって、ディオニスが剣を握っていなかった片手を使った。

			　柔剣を体術に応用し、ディオニスがエルフィの拳を片方の手で受け止める。

			「危ない危ない」

			　受け止めた拳の勢いを利用し、ディオニスが後方へ飛び退く。

			「逃がさん！」

			　間髪入れず、エルフィが魔眼を撃ち込もうとするが――。

			「おおっと」

			　阻むように、水の壁が目の前に生み出された。

			　それまでディオニスが生み出していた透明な純水ではない、濁った水の壁だ。

			「エルフィスザーク。君の魔眼を相手に当てるには、対象に視線を向ける必要がある。だったらその視線を遮(さえぎ)っちゃえば、まともに狙いを定められないよねぇ？」

			　壁の先から聞こえる、ディオニスのせせら笑い。

			「余計な知恵が回る……！」

			「エルフィ、助かった。だが、あまり前に出すぎるな」

			「……ああ」

			「焦るな。順調だ」

			　順調に、あいつは俺を侮(あなど)ってくれている。

			　先ほどからディオニスの視線は、ほとんどエルフィに向けられていた。

			　最初の段階で、エルフィよりも俺の方が弱いことをあいつは理解している。

			　あいつは軽く俺を攻撃しながら、エルフィが隙を見せるのを待っているのだ。

			　好都合だ。

			　あいつがエルフィを警戒すれば警戒するほど、俺が動きやすくなるのだから。

			　目の前を塞いでいた壁が消えると、ディオニスは少し離れたところに立っていた。

			　剣を片手に、相変わらずこちらを侮った視線を向けてきている。

			　ああ、認めよう。

			　今の俺達にとって、お前はかなり厄(やつ)介(かい)な敵だ。だが、それ故にその弱点が浮き彫りになる。

			　格下に対しての油断、侮(ぶ)蔑(べつ)、傲慢。

			　自分が勝てると理解した相手で、あいつは遊ぶ癖がある。

			　旅の途中、何度もルシフィナに注意されていたお前の欠点だ。

			　三十年経っても、幸いなことに治っていないようだな。

			「エルフィスザークの方はまあ、及第点だよ。けどさ、アマツ、君ちょっと弱すぎじゃない？」

			　貴様に及第点をもらっても嬉しくなんかないわ、とエルフィが吐き捨てる。

			「まあ、旅していた時から思ってたよ？　君は大したことないただのカスだってさ。勇者？　英雄？　世界を救う？　人間ごときが偉そうにさぁ。リューザスとかいう無能野郎も人間の分際で最強の魔術師だとかほざくし、人間ってのはつくづく己の分をわきまえないよね」

			　ディオニスが腕を持ち上げ、詠(えい)唱(しよう)する。

			「――〝激流蛇(トレント・デルジエ)〟――」

			　それまでの水弾とは違う。

			　巨大な水の塊が生成され、それが大蛇のような形を成した。

			「――ッ！」

			「下がるぞ、伊織！」

			　うねりながら、大蛇が勢い良く向かってくる。

			　あれに取り込まれれば、間違いなく溺死させられるだろう。

			「そういえば、まだ聞いてなかったね。ねぇ、誰に復(ふく)讐(しゆう)するんだって？」

			　高笑いするディオニスを無視し、大蛇から逃れるために走り出す。

			　エルフィは跳躍し、壁を蹴って部屋を移動。軽く回避している。

			　だが、俺にはあんな動きはできない。

			　水の勢いは早く、ただ走っているだけでは逃れられないだろう。水弾を潜り抜けるために用意していた手を、ここで使うか。

			「……二重加速(アクセル・ダブル)」

			　それまで使っていた加速(アクセル)に、更に〝加速〟を重ね掛けする。

			　更に倍になった敏捷性で、迫る大蛇を回避した。

			「ぐッ」

			　全身が軋(きし)み、体が弾けそうになる。ブチブチと筋繊維が切れる感覚がある。

			『強魔の腕輪』で通常よりもかなり敏捷性が上がっているが、その分負担も大きくなってしまう。

			　腕輪のデメリットだな。

			「……だが」

			　動くたびに痛みが走るが、すぐにそれが癒えていく感覚がある。

			　ここに入る前に飲んでおいた、持続式ポーションのお陰だ。

			　持続的に回復するお陰で、二重加速の負担を軽減することができている。

			「あっははは！　無理をするねぇ、アマツ！　必死さが伝わってくるよ!!」

			　大蛇を置き去りにし、玉座のすぐ前に立っているディオニスへ肉薄した。

			　ほんの数秒で間合いを詰め、ノータイムで斬り付ける。

			　が――。

			「君の太刀はもう見切ってるのさ」

			　二重加速から繰り出した一撃も、受け止められた。

			　それも、片手で握った剣でだ。

			「懐かしいなぁ。君に柔剣を教えたのは僕だったよねぇ。ま、見込みはないと思ってたけど、さァ!!」

			「ぐっ」

			　序盤の焼き直し。体勢こそ崩さなかったが、俺は後ろへ弾かれる。

			　笑いながら、ディオニスが追ってくる。

			「……伊織！」

			「おおっと！」

			　援護しようとするエルフィだが、そこへディオニスの大蛇が襲い掛かる。

			　剣術と魔術の同時行使。

			　エルフィは大蛇で足止めされ、俺は剣で追いつめられていく。

			　……エルフィ、まだか。

			「あはははは！　ほら、アマツ！　頑張らないと死んじゃうよぉ!?」

			「ッ」

			　ただひたすらに、ディオニスの猛攻に耐える。

			　ディオニスの言う通り、俺はこいつに柔剣を教わった。だからこそ、分かる。

			　こいつは高い技術を持っているが、今こちらに使っているのは舐めきった力押しの攻撃だと。

			　十合近く打ち合い、俺の息が切れ始めたタイミングだった。

			「ちぃ――最大火力の魔眼で吹き飛ばしてやるぞッ！」

			　遠方で、エルフィの痺(しび)れを切らした叫びが聞こえてきた。

			　その言葉通り、彼女が高い魔力を纏(まと)うのが感じられる。

			「――――」

			　ディオニスの注意が、エルフィに逸れる。

			　魔眼を防ぐために、片手で防御魔術を展開しようとしている。

			「――はああァッ!!」

			　隙を突いて斬りかかるが、それでもディオニスはこちらの一撃を軽く防いでみせた。

			　そこで終わらず、間合いを詰め、全力の一撃を振り下ろす。

			「君程度、余所見しながらでも対処できるんだけど？」

			　嘲(あざ)笑(わら)いながら、ディオニスがこちらのタイミングに合わせて剣を構える。

			　そう。寸分違わず、完全にこちらのタイミングを捉えている。

			　――このタイミングを待っていた。

			「三重加速(アクセル・トリプル)――ッ!!」

			　振り下ろしている最中の剣。その剣速が、〝三重加速〟によって跳ね上がる。

			　こちらのタイミングを完全に捉えていたからこそ、ディオニスはこの一閃に対処できなかった。

			「は!?」

			　刃がディオニスの肩口から脇腹にかけてを斬り裂いた。

			　鮮血が吹き出し、ディオニスが後ろへ仰け反る。

			「ぐ……ふッ」

			　三重加速の影響でバラバラになりそうなほどの負荷が体に掛かってくる。

			　持続式ポーションでもカバーしきれないダメージだ。

			「ああぁあ!?」

			　傷口を押さえ、悲鳴を上げるディオニスに向け、更に一閃叩き込む。

			「そ、んな剣でェ！」

			　だが、今度は対処された。

			　三重加速の剣速にも、ディオニスは付いてきている。

			「アマァアアツ!!　手加減してやれば、調子に乗りやがって！」

			　血を滴(したた)らせながらの、ディオニスの猛攻。これまでとは違う、〝技〟の乗った一撃に攻撃が弾かれる。

			　三重加速(アクセル・トリプル)によって速度ではこちらが勝っているのに、だ。

			　だが、それも今だけだ。

			「なぁ、ディオニス。傷口をよく見てみろよ。気付かないのか？」

			「……は？」

			　肩口から脇腹に掛けての傷口。

			　いつの間にか、その周囲の肉がどす黒く染まっていた。

			「な……なんッ」

			「……沼の毒だよ。水魔将なんだから知ってるだろ？」

			　入ってすぐにあった、あの紫色の毒沼。その毒を採取し、翡(ひ)翠(すい)の太刀の刀身に塗りつけておいた。

			　軽い傷だけでも、沼の毒は十分に効果を発揮する。魔族だろうが、鬼族だろうが、この毒は有効に働く。

			「……僕が何の対処策を持ってないとでも思ってるのか!?　こんな毒、すぐに解毒してッ！」

			「――させねえよ！」

			　三重加速に加えて、更に強化を二重にかける。

			　後ろへ下がろうとしたディオニスへ、渾(こん)身(しん)の一撃を叩き込んだ。

			「チィイイッ」

			　骨が砕けるのも構わずに放った一閃を受け止めきれず、ディオニスは大きく後ろへ吹き飛んだ。

			「馬鹿が！」

			　距離を取ったのを良いことに、解毒を行おうとするディオニス。

			　体への負担もあって、すぐに間合いは詰められない。

			　だが、計画通り。

			　これで俺も、十分に距離を取れた。

			「――言っただろう？　私を忘れるなと」

			　大蛇を身体能力だけでやり過ごしていたエルフィの紅色の視線が、完全にディオニスを捉えていた。

			「チェックメイトだ、ディオニス」

			「まさか……ッ」

			　ギョッとして、ディオニスがエルフィへ視線を向ける。

			　すでにエルフィは魔力を溜め、準備を整えていた。

			「視野が狭えんだよ」

			「ま、待――」

			　その必死の叫びも虚しく。

			「――〝魔眼・灰(かい)燼(じん)爆(ばく)〟――」

			　激しい爆発が、ディオニスを飲み込んだ。

		

	
		
			　

			第八話　『――私は絶対に』

			　

			　地獄のような紅(ぐ)蓮(れん)の光が、視界を覆う。轟(ごう)音(おん)が迷宮を揺らし、熱風が吹き荒れる。

			　爆発が収まった後、爆煙とともに焦げた臭いが部屋に充満した。

			「……何とか、上手くいったか」

			　爆心地から離れた場所で、俺は荒い息を吐きながら作戦の結果に呟いた。

			　ディオニスと油断と過信を利用した策――かなりの負担を強いられたが、無事に成功した。

			　あいつはコケにされるのを極端に嫌う。俺が一撃加えれば、逆上して視野が狭くなることは容易に想像できた。

			　あの魔眼を躱(かわ)すようならば、もう一つ、策を使わなくてはならなかったが、幸いにも上手くいったな。

			「……っ」

			　無理な身体強化で骨の折れた右腕に顔を顰(しか)め、ポーションを嚥(えん)下(か)する。

			　飲んで数秒の間を置き、右腕や戦いの中で痛めた全身の筋の痛みが少しずつ和らいでいく。「大丈夫か、伊織！」

			　ディオニスを魔眼で吹き飛ばしたことで、水の大蛇は消えていた。

			　遮(さえぎ)る物がなくなったことで、エルフィがトテトテとこちらに駆け寄ってくる。

			「ああ。何とかな」

			　迷宮に入る前に、ディオニスを倒すための策は考えてあった。

			　エルフィが『大声で魔眼の発動を宣言』、その隙をついて俺がディオニスにダメージを与え、エルフィの魔眼で止めを刺す。

			　エルフィの宣言に若干のわざとらしさがあったが、ディオニスが何も気付かなくて良かった。

			「強化魔術の重ね掛け……かなりの負担が掛かったようだな」

			「全力で剣を振ったら、同時に骨が砕けたよ。ポーションを飲んだから、すぐに治るけどな」

			　あの状態で無理をしたら、流石に死ぬな。

			　三重加速(アクセル・トリプル)の上に、もう一度重ね掛けをすることが可能だが、絶対にやらないでおこう。

			「……仕留めたのか？」

			　爆煙を指差し、エルフィに問う。それにエルフィは首を振り、答えた。

			「魔眼で確認したが、魔眼は直撃していた。鬼族の生命力なら、即死にはならないだろう。手足の数本は吹き飛んでいるかもしれないがな」

			「ああ、安心した」

			　あの爆発で死なれていては、俺の気が収まらないからな。

			　すぐに死んでしまわないようにポーションで軽く回復させて、じっくりと復(ふく)讐(しゆう)させてもらおうか。

			　ポーションのお陰で、体のダメージが癒えていくのを感じる。最上位のポーションを揃えておいて良かったな。

			「さて」

			　ちょうど、前方の爆煙も収まりつつある。

			　ディオニスがどの程度のダメージを負っているのか確認するか。カレンのために、『要(かなめ)石(いし)』も回収しておこう。

			　腕の骨が回復したのを確認し、立ち上がった瞬間だった。

			「伊――ッ」

			　爆煙へ視線を向けたエルフィが血相を変え、何かを叫ぼうとした。

			　だが口を開いた直後、すぐ隣にいたエルフィの姿が消えた。

			「エルフィッ！」

			　いや、違う。

			　それまで立っていた場所より少し後ろで、エルフィは膝をついていた。腹部には、複数の剣が突き刺さっている。

			「何が……！」

			　攻撃された。

			　その事実を理解し、飛び退(の)こうとした瞬間だった。

			「……ッ!?」

			　爆煙の中から飛来した剣に、左足の肉をごっそり削り取られた。バランスを崩し、地面に倒れ込む。

			「が……」

			　最初に訪れたのは熱だ。

			　熱い。火で炙(あぶ)られるのとはまた別の熱さ。

			「ぐ……うぅッ」

			　パックリと開いた傷口を目視した瞬間、熱が激痛に変わった。

			　抉(えぐ)られた肉の間から、体内を走る神経や、骨が覗(のぞ)いている。あまりの激痛に、視界が何度も白く点滅する。

			　欠けるほどに歯を食い縛り、手持ちのポーションへ手を伸ばそうとして――――

			「は……がァああ……!?」

			　ヒュンと風切り音。

			　続いて、ポーチへ手を伸ばした右手が、飛来した剣によって地面に縫い付けられていた。

			　手の甲を刃が貫通しているのが見える。

			　手に突き刺さっていた剣が、一瞬光ったかと思うと、跡形もなく消滅した。

			　残ったのは、穴の開いた右手だけだ。

			「なん……だ、これはッ」

			「……僕としたことが失念していたよ。小細工を弄するのは雑(ざ)魚(こ)の専売特許だもんね」

			　爆煙から、ディオニスが姿を現した。

			「お前……」

			　エルフィの魔眼は直撃したはずだ。

			　だというのに、その体には爆発によるダメージが一切なかった。

			　俺が斬り裂いた傷口も、すでに塞がっている。

			　馬鹿な。あれを喰らって無傷など、ありえるわけが……。

			「……これを付けておいて良かったよ」

			　こちらの疑問に答えるようにディオニスが懐から取り出したのは、一枚の札だった。

			　次の瞬間、その札が黒く燃え上がり、ボロボロと灰になっていく。

			「『身代わりの護符』。覚えてるかな。魔王城へ乗り込む前に、君に渡されるはずだった魔力付与品(マジツクアイテム)だよ。念のためにポケットに手を突っ込んでおいて良かった」

			「装備品は、お前が持っていたのか……！」

			「君が嫌われ者なのがいけないのさ。君の人望のなさのお陰で、命拾いしたよ」

			　ディオニスが手を振る。

			　直後、唐突にその背後に一本の剣が現れた。

			　それがひとりでに、俺に向かって銃弾のように放たれた。

			「……ッ」

			　使える左手と右足で体を動かし、回避動作を取る。躱(かわ)し切れず、左肩を刃に抉(えぐ)られる。

			「は……づッ」

			　刃に抉られた激痛に、酩(めい)酊(てい)しているかのように視界が歪(ゆが)む。

			　あいつは一体、何をしてやがる……!?

			「アマツの小細工には特に言うことはないが……うん、エルフィスザーク。君はいいね」

			　ディオニスの視線がエルフィへ向けられる。

			　腹部を複数の刃に貫かれたはずのエルフィだったが、いつの間にか剣が消えていた。

			　貫かれたのが分身体だったお陰で、それほどダメージは受けていないようだ。

			「あの魔眼、素晴らしい威力だ。全盛期の君には遥かに劣るが……それでもここ三十年間手付かずだった保険を僕に使わせた。驚いたよ。ごめんね、君を舐めていた」

			「……黙れ」

			「――だから、君には僕の全力を見せよう」

			　ディオニスの纏(まと)っていた雰囲気が変わる。

			　密封されているはずの部屋に、風が吹いている。

			「まず、一つ目。僕が鬼族最強であることの証明だ」

			　ディオニスの額――前髪に覆われて見えなかった角に変化が現れた。

			　バキバキと何かが軋(きし)む音が響く。

			　直後、ディオニスの角がナイフの刀身ほどの長さに伸びた。

			「――〝鬼化〟。身体能力と魔力量を一時的に極限まで高める、鬼族の奥秘だ。大昔、鬼族がまだ魔王軍に所属していた頃に伝わっていた技術。今の腑抜けた鬼族には誰一人使える者がいなかったが――僕はこの境地に達した!!」

			　ディオニスから漏れていた魔力の量が激増する。

			　細かった図体が、一回り大きくなったのが見えた。
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			「……かつての四天王〝金剛〟が使っていたという秘術か」

			　心当たりがあるのか、エルフィが険しい表情で呟いた。

			「そうそう。凄いで、しょッ!!」

			「!?」

			　瞬間、ディオニスの姿が掻き消えた。

			　まるで瞬間移動のような速度で、エルフィとの距離を詰めている。

			　ディオニスは、上段から剣を振り下ろしていた。エルフィは、腕で剣を受け止めようとしている。

			「そいつの攻撃を受けるな!!」

			　ディオニスの構えを見て、俺は思わず叫んでいた。

			　しかし、エルフィよりも、ディオニスの方が速かった。

			「第五鬼剣――〝砕(さい)衝(しよう)〟」

			「!?」

			　刃がエルフィに触れた瞬間、ガギンッと鈍い音が響く。

			　直後、攻撃を受け止めたはずのエルフィの体が遥か後方にまで吹き飛ばされていた。

			「ぐ、う……」

			　床に爪を立て、エルフィは勢いを殺す。

			　大きなダメージはなさそうだが、剣を受け止めた右手は、ぶらりと垂れ下がっていた。

			「アマツならよく知ってるよね、僕のこの技」

			「……鬼剣」

			　柔剣を攻撃の型に転じさせた、ディオニス独自の剣術。

			　鬼族の持つ圧倒的な膂(りよ)力(りよく)があって、初めて使用することができる技だ。

			「理解したかい？　鬼化を使った僕は、君達程度、容(た)易(やす)く殺せるんだ」

			　見せつけるように剣を振り、ディオニスは上機嫌に語る。

			　だが、その姿にこれまでのような隙はない。

			「だけど、まだ終わらないよ」

			　尊大に顔を持ち上げ、ディオニスはどこか憎らしげな表情を浮かべる。

			「僕はずっと気に食わなかったんだよ。あのパーティで、僕だけが魔術の極地に達していなかったことがね」

			「……なんだと？」

			「君には『勇者の証』を利用した固有魔術があった。リューザスは喪失魔術(ロストマジツク)が使えた。ルシフィナは心象魔術の使い手だった。何も持っていなかったのは、僕だけだ」

			　けどそれは三十年前の話だと、ディオニスは猫撫で声で言った。

			「研究に研究を重ね、大勢の人間を実験体にして、僕が使えるようにアレンジを加えて!!　……僕は辿り着いたんだ。魔術の極地の先にね」

			　ディオニスの周囲に魔力が集まっていく。

			　そして、誇るように、ディオニスはその魔術の名を口にした。

			　

			「――〝喪失魔術(ロストマジツク)・壊刃装填(ブレード・トリガー)〟――」

			　

			　

			　その瞬間。

			　三十を越える数の剣が、ディオニスの周囲に現れた。

			　間近で見たことで、唐突に現れた剣の正体にようやく気付いた。

			　剣をどこかに隠していたのではない。ディオニスは自身の魔術で、瞬時に剣を創り出しているのだ。

			「喪失魔術……だと」

			　喪失魔術。心象魔術と並び、魔術の到達点とされる大魔術。

			　魔術師の多くが目指す魔術の極地だ。

			　それを身に付けたディオニスが叫ぶ。

			「今の僕は、かつてのお前らを凌駕する!!」

			　叫びと同時に、浮遊している剣が俺へと向けられる。

			　ディオニスが腕を振り下ろすと同時、すべての剣が弾丸のように射出された。

			「……ッ」

			「――お前は傷を癒やせ！」

			　無数の刀身が煌(きら)めいた直後、叫びとともに、エルフィが俺の前に飛び込んできた。

			「――魔腕・壊(かい)裂(れつ)断(だん)」

			　魔力の爪を使い、エルフィは剣の嵐へぶつかっていく。

			　エルフィの腕が振るわれるたび、複数の剣が弾き飛ばされ魔力の粒子となって消滅していく。

			　その猛攻に、剣の一本すら俺に届かない。

			「ふん。水弾を連発するのと、何も変わらないな」

			「……そうかな？」

			　新たに剣を追加で生み出し、ディオニスが発射する。

			　剣の嵐の先にあるディオニスの悪意に歪(ゆが)んだ表情を見て、俺は理解した。

			　――アレはやばい。

			「躱(かわ)せ、エルフィィイイイッ!!」

			「!!」

			「遅いんだよ、のろまァ!!」

			　飛来した無数の剣。それをエルフィが爪で弾く直前だった。

			　そのすべてが一斉に禍(まが)々(まが)しい光を放ちだす。

			「――壊魔(ブレイク・マジツク)」

			　愉悦の篭(こも)った、ディオニスの詠(えい)唱(しよう)が耳に届いた。

			　直後、すべての剣が爆発し、視界が白く染まった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「エル……フィ……！」

			　爆風に吹き飛ばされ、地面を転がりながら、俺は何が起こったのかを理解した。

			　ディオニスが生み出しているあの剣。そのすべてが魔力付与品(マジツクアイテム)なのだ。

			　内部に魔力を内包した剣――だから当然、壊魔を利用して爆発させることができる。

			　自身の魔力だけで魔力付与品(マジツクアイテム)を創りだすなど、規格外にも程がある。

			　剣自体は魔力を維持できずに数秒で消えていくが、それでも壊魔の威力を考えると、十分すぎるほどに凶悪だ。

			「う……ぐ」

			　視界の先で、全身に大きな火傷(やけど)を負ったエルフィの姿が見えた。

			　膝をつき、今にも倒れそうになっている。

			「今のを喰らって死なないなんて、流石元魔王！　……それに比べ、元勇者の無様さったらないね」

			「て……めぇ」

			　ディオニスが、こちらを指差しながら笑う。

			「あは、アマツ。まだ戦うつもりかい？」

			「あたり……前だッ」

			「諦めない心は大切だけど、時には現実を見ることも大切だよぉ？」

			　言われるまでもなく、状況は最悪だった。

			　俺はまだ、剣で抉(えぐ)られた傷を癒やせていない。エルフィも爆発をモロに喰らい、かなりのダメージを受けていた。

			　……どうする。

			　どうしたらこの状況をひっくり返せる。

			　まず何をしようにも、手足の傷を治さなければ動けない。

			　ディオニスがそれを待ってくれるか？

			　……ありえない。

			　無事な方の手で〝魔毀封殺(イル・アタラクシア)〟を展開すれば。

			　……無理だ。

			　喪失魔術(ロストマジツク)を防げるほどの強度はない。

			　ならエルフィに……。

			　いや、不可能だ。

			　あの爆発をモロに喰らって、エルフィは動けない。

			「……ッ」

			「分かったかな、アマツ。君たちの負けだ」

			「ディオニスッ……！」

			「あはははははははははッ!!」

			　持続式ポーションの効果で、少しずつ傷が癒えている。

			　この効力でせめて足が癒えるまで、時間稼ぎをすれば……！

			「アッマッツゥ！　良い提案があるんだけど、聞くかい？」

			「……何だ？」

			「地面に這いつくばって、上目遣いで床を舐めながら、『自分は英雄の器じゃありませんでした。借り物の力がなければ何もできない無能のカスです』って謝罪したら、命だけは助けてあげるよ？」

			「ふざけ……ッ」

			　いや……待て。

			　これは、チャンスだ。

			　あいつを悦に入らせて、その間に傷を癒やせば――。

			「うっそー」

			「が……ああッ!?」

			　瞬間、右足に剣が突き刺さった。衝撃に、血を撒(ま)き散らしながら地面を転がる。

			「あはははははッ」

			　俺を指差し、腹を抱えながらディオニスが大声で笑う。

			「――助けるわけないだろぉ!?　なんで他人の言うことを無条件で信じられるかなぁ？　僕には理解できないよ」

			「……ッ」

			「君に生きる価値なんてない。けど……」

			　君は別だよ、とディオニスがエルフィに視線を向けた。

			「――元魔王の君なら別だ」

			「……な、にを」

			「僕が君を魔王にしてやる。アマツを切り捨てて、僕と組むんだ」

			　その提案に、エルフィが怒鳴り返した。

			「ふざ……けるな！」

			「僕は圧倒的な力を手に入れたけど、これだけじゃ足りなくてね。この戦いで理解したよ。君なら、僕と手を組むに値する」

			「誰が……貴様なんぞと……！」

			「いいや、組むんだよ。君はね」

			　やれやれ、と聞き分けのない子供を諭すような口調の後。

			　エルフィの胸に、剣が突き刺さった。

			「が……ふッ」

			「僕とアマツ。どちらと組むのが利口なのか、君に教え込んであげるよ」

			　倒れこんだエルフィにディオニスが近寄っていく。

			　そこから行われたのは、戦いにすらならない、一方的な暴力だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「君はオルテギアに復(ふく)讐(しゆう)したいんだろう？　実は僕もオルテギアを殺したいと思っててさ」

			　最初にエルフィの両目が真一文字に斬られた。魔眼を封じられ、エルフィが呻(うめ)く。

			「弱ってるくせに偉そうにしてさぁ。気に食わないんだよね」

			　それから何回も何回も、ディオニスはエルフィの体を剣で斬り付けた。

			「魔王軍の連中も、陰で僕を『鬼族風情が』と笑っている。それは許せないんだ。だから魔王を殺して、僕の力を見せ付けてやる。後悔させてやる。……けど別に魔王になりたいわけじゃないんだ。面倒くさいしさ」

			　小さなナイフほどの剣が、エルフィの腹部をかき混ぜる。

			「だから協力してくれれば、魔王の座は君に譲ろう。エルフィスザーク。エルフィスザーク・ヴァン・ギルデガルド」

			　ヴァン。それは、魔王にのみ与えられる称号だ。

			　ザクザクと剣でエルフィを抉(えぐ)りながら、ディオニスが繰り返し囁(ささや)く。

			　僕の仲間になれと。

			「組んでくれるのなら、君に負わせた怪我はすぐに治療しよう。僕が殺した君の部下についても謝罪する。それに、君の部下に関してある情報を持っているんだ、それを教えてあげても良い」

			　ふざけてやがる。

			　だが、エルフィを助けようと、俺が動こうとすると、ノータイムで剣が飛んでくる。

			　致命傷を避けるのが精一杯だった。

			　どうすることも、できない。

			　今は傷を癒やすしか……。

			「凄いね。斬り裂いた眼球がもう治ってる。これが最上位の魔族の力なんだね。殺しても蘇るっていうのも、嘘じゃなさそうだ」

			　そう言ってディオニスは、再びエルフィの両目を斬り裂いた。

			「……ッ」

			　エルフィは悲鳴をあげず、くぐもった声を漏らすだけだ。

			「ここ三十年、奴(ど)隷(れい)を作る過程で学んだよ。どんなに強い意志があったって、痛みには勝てない。死の恐怖には抗えない。誰だって、自分の身が一番大事なのさ」

			　甚(いた)振(ぶ)りながら、一方で優しくディオニスがエルフィに囁(ささや)く。

			「恥じることはない。誰だってそうなんだ。アマツを裏切っても、誰も君を責めたりしない」

			「…………」

			「痛いのは嫌だ。誰だってそれは同じさ。だから、ね？」

			「…………」

			「ここで僕に延々と甚振られるのと、僕について再び魔王の座につく。君ならどちらが利口な選択か分かるはずだ。エルフィスザーク・ヴァン・ギルデガルド。もう一度この名前を名乗りたくはないかい？」

			　――だから僕と手を組め。

			　何度、ディオニスがエルフィにそう囁(ささや)いただろうか。

			　両目を抉(えぐ)られ、全身を剣で突き刺され、内臓を刃で掻き混ぜられ。

			　やがて、エルフィが口を開いた。

			「……本当に」

			「……ん？」

			「本当に……私を魔王にしてくれるのか？」

			　か細い声で、エルフィがそういうのが聞こえた。

			「――――」

			　思考が止まる。

			「あぁ、もちろんさ。君の手でそこに転がっているアマツを殺してくれれば、僕の仲間だと認めよう」

			　エルフィが解放された。

			　全身に傷を負い、息を荒くしながら、エルフィがこちらへ視線を向けた。

			　斬り裂かれた瞳が、ほとんど治りかけている。
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			「……エル、フィ」

			「――――」

			「エルフィ……ッ！」

			　呼び掛ける。

			　だが、返事はない。

			「あはははは！　僕達に裏切られたってのに、ほんっと進歩がないよね！　三十年経って、まだ理解してないなんてさぁ！　なんで分からないの!?　君みたいなクズ、利用価値がなくなったら捨てられるだけだってさぁ!!」

			「……あ……」

			　エルフィが立ち上がる。

			　俺を見ている。瞳を紅にして、魔眼を発動して。

			　殺される。

			「…………ッ」

			　リスクは容認していた。

			　こうなる可能性も、十分に理解していた。

			　けれど、こんな。

			　だが……エルフィは助かる、のか？

			　あいつの口ぶりからして、エルフィを利用しようとしているのが本当だとすれば。あいつが助かるのなら……。

			　馬鹿な。

			　仮にこの場は生き延びられたとしても、あいつに待っているのは使い潰されて殺される未来だけだ。

			　クソ、俺は何を考えている。こんなところで死ぬわけにはいかない。

			　まだ復(ふく)讐(しゆう)を果たしていない。

			「――――」

			　俺は……俺は、また裏切られて死ぬのか。

			「復讐者同士だってのに慣れ合うのがそもそもおかしいのさ。アマツ、君は傷を舐める相手が欲しかったんだろう？　だから、まぁた信じてしまったんだろう？　残念！　その結果、君はまた裏切られることになるのでしたぁ！」

			　嘲(ちよう)笑(しよう)が響く。

			「伊織」

			「――――」

			「私はこんなところで終わるわけにはいかない」

			　死ぬ。

			　そう思った瞬間だった。

			「――だが、仲間を裏切るくらいなら、死んだ方がマシだ」

			「は……？」

			　ぐるりとエルフィが勢い良く振り返った。

			　その視線の先には、呆けた表情のディオニスがいる。

			　紅(ぐ)蓮(れん)の光が、ディオニスを吹き飛ばした。

			　唖然とする俺へ、エルフィが近寄ってきた。

			「酷い顔だな、伊織」

			「……エルフィ」

			「言っただろう？」

			　優しい声音だった。

			　薄く微笑んで、

			　

			「――私は絶対にお前を裏切らないと」

			　

			　そう、エルフィは言った。

			「……ぁ」

			　思い出した。

			　奈落迷宮で交わしたエルフィとの言葉。

			　――お前が私の仲間である限り、私はお前を裏切らない。

			　確かに彼女は、そう言っていた。

			「ふざけ……やがってェ！　エルフィスザーク！　僕が差し伸べた手に唾を吐きやがったなァ!!」

			　吹き飛ばされたディオニスの憤(ふん)怒(ぬ)の叫びが響き渡る。

			「殺す……！　殺してやる！」

			　ディオニスの魔力が吹き出した。

			　これまで、いかにあいつが遊んでいたのかが分かるほどの魔力量。俺達が万全の状態であったとしても、あれに勝てるか分からない。

			「やはり、あの一撃では倒しきれなかったか」

			　だというのに、エルフィの声音は妙に落ち着いていた。

			　一度だけ俺を振り返り、ディオニスの方へ視線を戻す。

			　そして、小さく息を吐き、こう言った。

			　

			「ここから逃げろ、伊織」

		

	
		
			　

			第九話　『忘れていた想いを』

			　

			　――ここから逃げろ。

			　エルフィの言葉に固まる。

			　今、俺達に残された手は撤退だけだ。

			　それは理解している。

			　だが、そう言った本人に、逃げるつもりがないのが分かった。

			「……お前はどうするんだ、エルフィ」

			「逃げればあいつは追ってくる。だから、どちらかが残って時間稼ぎをする必要がある」

			「……だから、お前が残るってのか？」

			　力の入らない体に鞭(むち)を入れ、抗議しようとエルフィへ手を伸ばす。

			　それが届くよりも早く、エルフィが一歩前に踏み出した。

			「……！」

			　直後、無数の剣がこちらへ飛来した。

			　手前で、魔眼の重力によって地面に叩き落とされる。

			「はっ！　この期に及んで相談かい!?　悠長なことだねぇ！」

			　エルフィに騙し討ちを喰らったことで、ディオニスはかなり冷静さを失っていた。

			　こちらを睨みつけながら、周囲に無数の剣を展開し始めている。

			「伊織。早く逃げろ。あまり長くは持たない」

			「……残ればどうなるかくらい分かっているだろ？」

			「ああ、承知の上だ」

			　素っ気なく、当然だとエルフィは頷いた。

			「だが、忘れていないか？　私は元魔王だ。殺されたとしても、時間を掛ければ蘇ることができる。だから心配ない。私は大丈夫だ」

			　膨(ぼう)大(だい)な魔力を内包した魔族は、殺されても蘇ることができる。だからこそ、エルフィは結界に封印されていたのだ。

			　だが……。

			「蘇るって……どれくらい掛かるんだよ」

			「そうだな。今の状態なら、六百年もあれば蘇られるだろう。封印を破ろうと思ったら、千年といったところか」

			　なんてことはないと、エルフィは普段通りの口調でそう言った。

			「なに、魔族は元々長寿だ。数百年くらいなんともない。だが伊織、お前は私とは違う。お前は死んだら、終わりだ」

			　死んだら終わり。確かに、そうだ。

			　だけど、封印されるのは、お前にとって死ぬよりも怖いんじゃないのか。

			　迷宮の外に出た時に、エルフィは言っていた。

			　――封印の中は世界と隔離されているから、真っ暗でな。光も音も何もないところだった。

			　素っ気ない口調で、大して気にもしていない風に。

			　だが、それは違った。カレンの屋敷で、エルフィは言っていた。

			　――……一人に、しないでくれ。

			　これが、エルフィの本音だったのだろう。

			　長い間、光も音もない世界にただ一人で閉じ込められていたのだ。

			　それがどれだけ苦しいのか、俺には想像もつかない。

			「――――」

			　それを隠して、エルフィは俺に逃げろと言っている。

			　怖くないはずがないのに。

			　エルフィの声の震えに、俺は気付いていた。

			「……ふざけるな。お前一人を置いていけるか。一緒に来い！」

			「馬鹿なことを……！　長くは持たないと言っているだろう！　早く行け！」

			「――アマァツ。エルフィスザークの意を汲んであげなよぉ」

			　やり取りに、粘ついた口調でディオニスが割り込んできた。

			「逃げないんじゃない。エルフィスザークは逃げられないのさ」

			　ニタニタと笑いながら、ディオニスが生み出した剣の一本を手に取る。

			　そして何かを斬るようなジェスチャーをしながら、

			「僕が散々甚(いた)振(ぶ)って上げたからさぁ、そいつはもう逃げる体力すら残ってないんだよ!!」

			「……ッ」

			　分身体とはいえ、痛覚はある。

			　それに傷を修復するたびに、魔力を消費するとも言っていた。

			　あれだけの間、ディオニスの責めを受けたのだ。立っているだけでも、やっとだろうに……！

			　クソ……ッ！

			　よく考えれば分かったことだろうが！

			「僕の温情を裏切ったエルフィスザークは、散々甚振ってボロ布のようにしてから殺してやる」

			「……伊織ッ！　頼む、早く逃げてくれ……！」

			　ディオニスが指を鳴らす。

			　瞬間、入り口に水の結界が発生した。

			「はい、残念でしたぁ！」

			「……ッ！」

			　エルフィが魔眼を撃ちこむ。

			　僅(わず)かに結界に亀裂が入ったが、次の瞬間には完全に修復されていた。

			「意外と便利だよね、この石。人間には勿体ないくらいだ」

			「『要(かなめ)石(いし)』……か」

			　ディオニスが手の中で『要石』を弄ぶ。

			　あれは、結界の効力を強化し、維持してくれる魔力付与品(マジツクアイテム)だ。

			　完全に退路は絶たれた。

			「馬鹿者……！　だから早く逃げろと言ったのだ！」

			「最初から、逃げるつもりなんてねぇよ……！」

			「へぇ、優しいねっ！　でもさぁ、こっちも最初から逃がすつもりなんてないんだよ!!」

			　持続式ポーションのお陰で、足の傷は癒えた。

			　立ち上がることくらいはできる。

			　魔石を使って、どうにか反撃を――。

			「ッ」

			　ディオニスの魔剣が掃射される。

			　数は優に五十を越え、そのすべてが禍(まが)々(まが)しい光を放っている。

			　エルフィの魔眼を突破し、正面で一斉に爆発を起こした。

			「〝魔毀封殺(イル・アタラクシア)〟……！」

			　咄嗟に張った盾も砕かれ、視界が光に染まる。

			　音が消えた。体が宙に浮かぶ。

			「く……ぁ」

			　地面に勢い良く叩き付けられ、呼吸が止まる。

			　それでも起き上がろうと、地面に手をつくと同時だった。

			　ズッ、と体に衝撃が走った。

			「が……ああッ!?」

			　両手両足。四肢に四本の剣が突き刺さっていた。

			　刃が地面に貫通しており、俺は地面に貼り付けられている。

			「ぁ、が」

			　声が出ない。

			　体内を貫いている鉄の冷たい感覚と傷口が放つ熱が同時に襲う。

			　冷たい。熱い。息ができない。

			「たっぷりと魔力を込めた特別製の剣だ。すぐには消えないよ」

			　視界の端に倒れたエルフィが見える。

			　砕け散りそうな意識を保てたのは、エルフィの存在を確認できたからだった。

			「……エル、フィ」

			　突き刺さった剣を引き抜こうと、体に力を入れる。だが、四本の剣は微動だにもしなかった。

			　流れだした血は生暖かくぬめっている。

			「まだ他人の心配ができるとは驚きだよ。そんなにあの売女が心配かい？」

			「……ッ」

			「だったら、早くその剣を抜きなよ。君が立ち上がれたら、エルフィスザークは見逃してあげてもいいよぉ？」

			「……ッ！　……ッ!!」

			「はい、時間切れ！　残念だけど、エルフィスザークを甚振るとするねぇ!!」

			　倒れたままのエルフィへ、ディオニスが水を放った。放たれた水がエルフィを部屋の壁に叩き付ける。

			　次の瞬間、

			「はい、右手ェ!!」

			　浮かんでいたエルフィの右手に、剣が突き刺さった。

			　手のひらと壁を貫通し、剣がエルフィを縫い付ける。

			「ほら、どんどん行くよぉ!?　右足ィ！」

			「……っ」

			「どうしたの、アマツゥ！　愛しのエルフィスザークが苦しんでるよっ！　頑張らないと！」

			「て……めぇええッ!!」

			　肉が千切れるのも構わず、剣を抜こうと全身に力を込める。

			　歯を食いしばり、叫び、魔力で体を強化しても、剣は動かない。

			「エルフィスザーク。アマツは君を助けたくないみたいだよ？　薄情な奴だよねぇ。君が無駄に命を掛けて庇(かば)ったってのにさぁ！　じゃあ、次は左足ッ！」

			「か……ッ」

			「ほら、左手ェ!!　あっはははは！　元魔王の標本の完成だねぇ！」

			　エルフィが四肢を壁に縫い付けられている。

			　分身体ではない腕からはだくだくと夥(おびただ)しい血が流れていた。

			「やめ……ろ」

			「止めたければ、その剣を抜けばいいじゃないか！　どうして抜かないのぉ？」

			「……ッ」

			「んー？　助ける気がないのかなぁ？　じゃあ仕方ない。続行するね」

			　剣が生み出され、エルフィの全身を串刺しにする。

			　エルフィは悲鳴を上げず、くぐもった声を上げるだけだ。

			「ただ剣を刺すだけじゃ芸がないね」

			　ディオニスの周囲に、ナイフ程度の小さな剣が現れた。

			　それが射出され、エルフィの腹部に突き刺さる。

			「はい、ドカンッ！」

			「か……ッ」

			　突き刺さったナイフが小さな爆発を起こした。

			　エルフィの腹部が弾け飛ぶ。腹部は分身体だが、痛覚はある。

			　腹を吹き飛ばされた苦痛を、エルフィは味わわされている。

			「あああァあああッ!!」

			　剣が抜けない。

			　力が足りない。

			「あっははははははははッ!!」

			　ディオニスの嘲(ちよう)笑(しよう)が聞こえる。

			「ほら爆発するよ!?　ドカンッ！」

			「………っ」

			「君が！　僕の言うこと！　聞かないのが！　悪いんだよォ!?」

			　剣が爆発する。

			　エルフィの頬を刃が裂く。

			　分身体ではない、両腕を小さな剣で何回も何回も、ディオニスは執拗に突き刺していく。

			「結局さ、アマツ。君は勇者としての借り物の力がなければ、何もできないんだよ」

			　否定しようと藻(も)掻(が)くが、依然として剣は動かない。

			「君は努力したわけでも、特別なことをしたわけでもない。ただ、たまたま偶然勇者として召喚されて、反則級の力を手に入れただけ。それは君の力でも何でもないんだよ。だから、それがなくなれば君はただの雑(ざ)魚(こ)に成り下がる」

			　剣がエルフィを傷付ける。

			「傑作だよね。他人からもらった力で格好つけちゃってさ。それがなくなれば、こうして醜態を晒(さら)すことしかできないのに」

			　剣は抜けない。

			「君、前に言ってたよね。今まで流されてばかりの人生を送ってきたから、この世界でそんな自分を変えたいってさ。ばぁああああかじゃないのぉ？　君は何も変わっていないよ。成り行きでもらった借り物の力に酔って、振り回されていただけなんだよ」

			　エルフィがまた、剣で傷付けられていく。

			　分身体が維持できず、ノイズが走りだしていた。それでも容(よう)赦(しや)なく、剣はエルフィを抉(えぐ)っていく。

			　俺は、ただ地面に縫い付けられたまま、見ていることしかできなかった。

			「大体、『戦争を終わらせて、世界を平和にしたい』っていう夢だって、ルシフィナが言っていたのに影響されただけだろ？　君自身は、そんな大層なことは考えてないのにさ」

			　反論できなかった。すでに自覚している。

			　俺はただ、尊敬するルシフィナの言葉に憧れただけだった。

			「君はただ、自分は選ばれた勇者だからって陶酔して、安っぽい偽善を掲げていただけなんだよ。だから僕達に裏切られる。君は何も見えていなかったからねぇ！　世界を救う？　平和ァ？　ねぇ、もう一度言ってみてよ！　君の夢なんだろぉ？」

			　それが正しいのだと思ったから。

			　流されてばかりの自分でも、何かを成したいと思ったから。

			　俺は――。

			　ディオニスの嘲(ちよう)笑(しよう)が響く。

			「……言えないよねぇ！　あははははははッ!!　自分の無様さを、自分の矮(わい)小(しよう)さを知った君には！　そんな分不相応なことは言えないよねぇ！」

			「…………」

			「ずっと！　君のそういう甘くて甘くて反(へ)吐(ど)の出る考え方が嫌いだった!!　自分の力でもないのに、自分で得た理想でもないのに!!　我が物顔でそれを掲げて、それで世界を救うなんておこがましいにも程があるんだよッ！」

			「………」

			「君は言ったねぇ？　仲間である僕も傷付かないようにしたいってさぁ。その言い方がムカつくんだよねぇ。まるで僕が君に劣るみたいな言い方しやがってさぁ……！」

			　だから、と。

			「――僕は君のすべてを踏み躙(にじ)る。そのまま無様に地を這いながら、エルフィスザークが陵辱されるところを見ていると良いさ。服を剥いで、裸を晒(さら)して、君の前で犯してあげるよ。愛しのエルフィが酷い目にあうんだ、辛いだろう、悔しいだろう？　でも残念ッ！　何の力もない君には、何もできないのでしたァ!!」

			　……そうだ。

			　俺には何の力もない。

			　エルフィを助け出す力も、もう。

			「それから、散々甚振って殺してあげる。これが君の、流されるだけの人生の結末だよ」

			　ディオニスの言う通りだった。

			　力も理想も、他人からの借り物だ。

			　流されるだけで、自分で手に入れたわけじゃない。

			「あ……あぁ」

			　血が流れすぎたのか、体から力が抜けていく。

			　いや、違う。ディオニスの言葉に、気力が折れていた。

			「俺は結局……流されてただけで……ッ」

			　ディオニスが満面の笑みを浮かべるのが見えた。

			　けれど、何も言い返せない。

			　俺には、何もできない。

			　剣を抜くことを、諦めようとした時だった。

			　

			「――本当に、そうか？」

			　

			　小さな声が聞こえた。

			　それは、ガッシュの書庫で聞いたのと同じ言葉だった。

			「お前は本当に……流されていただけなのか？」

			「……黙れよ」

			　口を開いたエルフィに、剣が突き刺さる。

			　かふ……と小さく息を吐いてから、それでもエルフィは言葉を続けた。

			「三十年前……お前が戦っていたのは、本当に流されたからだけだったのか？」

			「黙れってば！」

			　剣がエルフィを傷付ける。だが、エルフィは止めない。

			「あの時――奈落迷宮でお前は、私を見捨てなかったな」

			　土魔将と戦っている時のことだろう。

			　俺は一度、エルフィを見捨てて逃げようとしたのだ。

			「あの時逃げていれば、自分だけは助かったかもしれないのに」

			「うるさいんだけど!?」

			　苛立ったディオニスの攻撃が、エルフィを襲う。

			「お前が本当に……ッ！　流されているだけなら、私を見捨てていたんじゃないのか……ッ！」

			　それは――――。

			「お前が何年も魔王軍と戦ったのを、私は知っている……！」

			「――――」

			「流された、だけでッ！　戦い続けられるわけが、ないだろうッ!!」

			「――――」

			　エルフィの頭を刃がかする。

			　血が吹き出し、エルフィの顔に垂れる。

			「黙れって言ってるでしょッ!?」

			　雑音を無視し、エルフィは最後にもう一度だけ、俺に問うた。

			「――本当に、お前は流されただけだったのか？」

			　

			　俺は。

			　

			　俺は――――。

			　―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――。

			　

			　

			　

			「……俺は、助けたかったんだ」

			　そう、小さく答えた。

			　――勇者さえ生き延びてくれれば、まだ希望はある。

			　そう言って、俺を庇(かば)って死んだ人がいた。俺を庇って、傷付いた人がいた。ともに戦った仲間が、傷付いていくのを何度も見た。

			　思ったんだ。

			　ともに戦う仲間を。

			　傷付いて、苦しむ仲間を。

			　リューザスを、ディオニスを、ルシフィナを、助けたいって。

			　きっかけは、ただそれだけのことだったんだ。

			　それから、たくさんの人を見た。

			　人間、亜人、魔族。たくさんの人が戦争で傷付くのを見てきた。

			　世界を救うとか、平和にするとか、戦争を終わらせるとか。

			　本当はすべての人を救いたいなんて、そんな大層な気持ちはなかったけれど。

			　それらの理想は、全部後付けの借り物だったけれど。

			　――たくさんの泣き顔を見たんだ。

			　傷付き、死に、大切な人を失って。

			　嘆き、悲しみ、苦しむ人達の泣き顔を。

			　彼らを見て、思ったんだ。

			　その泣き顔を笑顔に変えられたら、どれだけ良いだろうと。

			「世界平和なんて……確かに後付けだった。だけど、目の前で悲しむ人を見て、助けたいと思ったのは、本当なんだ」

			「まぁだ、そんな甘いことを言ってるわけ？　本当に、救えないよね」

			　目の前で傷付く仲間を。

			　目の前で悲しむ人々を。

			　笑顔にするために、戦争を終わらせるしかないと思ったから。

			　――英雄になるしか、ないと思ったから。

			「いい加減気付けよ、アマツ。その薄っぺらい偽善も、情にほだされただけのくだらないゴミなんだよ」

			　すでに、雑音は耳に入らなかった。

			　

			　力は借り物。

			　理想は後付け。

			　今はどちらも失って、英雄なんてくだらないと笑ってしまうけれど。

			　

			　借り物じゃなくて、後付けでもなくて。

			　誰かに流されることなく。

			　あの時、俺は確かに。

			　

			「――英雄になるって、自分で決めたんだ」

			　

			　鉄の砕ける音がした。

			　四肢を地面に縫い付けていた剣が、気付けば粉々に砕け散っている。

			　いつの間にか全身の傷は塞がり、痛みは消えていた。自由になった手足を持ち上げる。

			「な……僕の、剣が」

			　驚(きよう)愕(がく)するディオニスへ向かって動こうとして、倒れこみそうになった。

			　ガクガクと足が震えている。全身に力が入らない。

			　もう、魔力も残っていなかった。

			「は……死に体の分際で驚かせやがって。いいよ。だったら、今目の前であの女を殺してやるッ！」

			〝壊刃装填(ブレード・トリガー)〟によって、無数の剣が創造される。

			　それまでのお遊びとは違う、本気の魔力が篭(こも)った剣の嵐。

			　それがエルフィへと射出される。諦めたように、エルフィが目を瞑(つぶ)るのが見えた。

			　今の俺には、どうすることもできない。

			　ふざけるな、と体に力を込める。

			　エルフィを殺すわけにはいかない。あいつに、死んで欲しくないんだ。

			　――助けたい。

			「――――」

			　視界にノイズが走った。

			　世界が灰色に染まり、視界に入る動きが緩(かん)慢(まん)としたものへ変わっていく。

			　エルフィへ放たれた剣が、止まって見えるほどに。

			　その刹(せつ)那(な)、灰色の視界に男の背が浮かび上がった。

			　それを見て、俺は思わず呟いてしまう。

			「あぁ……そうか」

			　二度目の召喚を受けてから、何度か見たその背中。

			　ただ前だけを見据える灰髪の青年。

			　それは一番近いようで、最も遠くにあった存在。

			　ただ漫然とした怒りに駆られ、自分と向き合うことを避けていたから、今まで分からなかったのだろう。

			　しかし、今。

			　その男の正体に、俺はようやく気が付いた。

			　――英雄アマツ。

			　あれは、昔に生きていた頃の俺だ。

			　くだらない理想を掲げ、借り物の力を振りかざし。

			　それでも真っ直ぐに、誰かを助けようとする俺の姿だ。

			　

			　――俺(アマツ)の背に手を伸ばす。

			　力は失った。

			　理想も失った。

			　それでも、俺はエルフィを助けたい。

			　

			「だから――」

			　

			　再現しろ。

			　かつての、俺の力を。

			　

			　寸分違わず、一ミリの狂いもなく。

			　そうすれば、俺の力はあいつに届く。

			　エルフィを、助けることができるから。

			　

			　勇者の証が、焼け付くような光を放つ。

			　胸の内の熱い衝動が形になっていく。

			　魔力の導きのまま、俺はその心象(ことば)を口にした。

			　

			　

			「――【英雄再現(ザ・レイズ)】」

		

	
		
			　

			第十話　『英雄再現』

			　

			「は……死に体の分際で驚かせやがって。いいよ。だったら、今目の前であの女を殺してやるッ！」

			　憤(ふん)怒(ぬ)したディオニスが、エルフィスザークを甚(いた)振(ぶ)るために抑えていた魔力を解放した。

			　まるで水面のように空間が揺らめくと、禍(まが)々(まが)しい魔力を内包した無数の剣が現れる。

			「さようなら、エルフィスザーク！　安心しなよ、アマツもすぐにキミの後を追わせるからさぁ！」

			　甲高く耳障りな嘲(ちよう)笑(しよう)を響かせながら、ディオニスが腕を振り下ろした。

			　それを合図として、無数の刃が弾丸となって磔(はりつけ)になっているエルフィスザークへ発射される。

			　――ここまでか。

			　回避することのできない死が迫る。

			　死んだエルフィスザークを待つのは、音も光もない闇だ。

			　体が震え、息が乱れる。

			　あの暗闇を思い出すだけで、身が竦(すく)む。

			　磔にされた自分は、もうどうあっても助からない。

			　だから。

			　――だから、せめて、伊織には生き延びて欲しい。

			　最後にそう願い、エルフィスザークは諦めた。

			　一秒先の死に怯え、その目を閉じた。

			「――――」

			　しかし、衝撃はなかった。

			　ただ、風を感じた。次いで、鉄の砕ける音が連続した。

			　何が起きたのか。

			　戸惑い、エルフィスザークは目を開く。

			　自分に迫っていたすべての剣が、粉々に砕け散っていた。

			　ただの一本も残さず、完全に。

			　驚くべき現象。しかしエルフィスザークの意識は別に向けられている。

			　――開いた視界に、炎が揺れていた。

			「――――」

			　穏やかで、温かな炎。

			　それが本物の炎ではないと気付くのに、数秒の間を要した。

			　静かに揺れる炎――その正体はよく知った少年だった。

			「い、おり」

			　だが、伊織の放つ闘気は普段とはまるで異なっていた。

			　元魔王たるエルフィスザークですら、気圧されるほどの重圧。

			　それは、そう。

			　――まるで、いつかの英雄のような。

			「ありがとう、エルフィ」

			『紅(ぐ)蓮(れん)の鎧(よろい)』――装備した者の魔力量によって、紅(ぐ)蓮(れん)に染まる面積の増える魔術服。

			　それが今、余すこと無く紅蓮に染まりきっていた。

			　炎のような外(がい)套(とう)を揺らして、伊織が振り返る。

			　そして、穏やかな口調でこう言った。

			「――もう大丈夫だ」

			　その手に握る翡(ひ)翠(すい)の光を放つ業(わざ)物(もの)の剣が、煌めいた。

			　瞬間、エルフィスザークの四肢を壁に縫い付けていた剣が砕け散る。

			　水に向かって落下した直後、ふわりと体が浮いた。

			　気付けば、エルフィスザークの体は伊織によって抱き抱えられていた。

			　そして一足で部屋の入り口の前にまで跳躍すると、伊織はエルフィスザークを優しく床へ置く。

			「…………」

			　無言のまま、ディオニスが〝壊刃装填(ブレード・トリガー)〟を発動した。

			　生み出された刃が連射され、伊織に飛来する。

			　だが――。

			「第六鬼剣――〝崩刃〟」

			　迎え撃った伊織の一太刀によって、すべての剣が粉々に砕け散った。

			　爆発する猶予すら与えられず、一瞬で。

			「は、はぁ!?」

			　その光景に、ディオニスが目を剥いて叫ぶ。

			「何だよ、それ……！　何で鬼剣が使えるんだ!?　お前、力を失ってたんじゃないのかよッ!?」

			「……何を驚いてる？　お前が教えてくれた技だろ」

			　動揺するディオニスとは逆に、伊織は落ち着き払っていた。

			　その姿に、ディオニスが憤(ふん)怒(ぬ)する。

			「力を隠していたのか……!?　アマツ、僕を騙したな！　この卑怯者めッ!!」

			　伊織が力を隠していたのだと思い、ディオニスが激(げつ)昂(こう)して喚(わめ)き散らす。

			　だが、エルフィスザークは気付いていた。彼が纏(まと)う魔力は、かつてとは少し違う。

			　強大な魔力と、揺らがない心象。

			　その二つを兼ね備えた者のみが到達することの許された領域。

			　喪失魔術(ロストマジツク)と並ぶ、魔術の奥秘。

			　その名は、

			「――〝心象魔術〟」

			　――天月伊織は今、魔術の極地に到達していた。

			「はッ！　今更本気を出したって遅いんだよッ！　僕はッ！　君をッ！　完全に凌(りよう)駕(が)してるんだからさぁ!!」

			　ディオニスが吼(ほ)える。

			　ありったけの魔力を解き放ち、周囲に無数の剣を展開した。

			　それは今までの数の比ではなく、また込められた魔力量も膨(ぼう)大(だい)だった。

			「少しだけ待っててくれ。――すぐに終わらせる」

			　それを前にして、伊織は静かに言った。

			　直後、風が吹いた。

			　同時に、目の前の伊織の姿が掻き消える。

			「終わるのは君だ、アマツゥゥウウ!!」

			　水魔将の放つ、嵐のような喪失魔術。

			　その中を心象魔術を纏(まと)う元英雄が駆ける。

			「――――」

			　伊織にぶつかった刃が、尽(ことごと)く砕け散っていく。

			　一度も足を止めることなく、瞬く間に伊織はディオニスとの距離を縮めていった。

			　その姿に、ディオニスの背中に冷たい物が走る。

			「――ッ、〝壊魔(ブレイク・マジツク)〟」

			　焦り、指を鳴らすディオニス。

			　膨(ぼう)大(だい)な魔力の込められた魔剣達が暴走を起こし、凄まじい爆発を起こしていく。

			　エルフィスザークの魔眼さえ凌駕する威力の爆発を前に、伊織は――。

			「は、はぁああ!?」

			　――爆発すら置き去りにして、ディオニスの目の前に迫っていた。

			「――この程度の速度で、届くと思ったのか？」

			　目を剥くディオニスへ、神速の一撃が叩き込まれた。

			　三重加速(アクセル・トリプル)すら話にならないその一閃に、ディオニスは防御の姿勢を取ることしかできない。

			　翡(ひ)翠(すい)に輝く太刀の一閃を受けた瞬間――。

			「ぶぁああ!?」

			　世界が反転した。

			　どちらが上で、どちらが下なのかの判別がつかなくなる。

			　感じる浮遊感に、ようやく自分が宙を舞っていることを悟った。

			「嘘だ、嘘だ嘘だ！　鬼化した僕が吹き飛ばされるなんてぇ!!」

			　水で体を包み込み、衝撃を殺す。

			　正常になった視界の中で、真っ直ぐにこちらへ走る影を見た。

			「……来るな、来るんじゃないッ!!」

			　鬼化の魔力に物を言わせた、大量の剣での物量攻撃。回避できぬよう、あらゆる方向、タイミングからの掃射。

			　それに加えて、時間差で壊魔を発動して確実に仕留める。

			　ここ数年、ディオニスはこの手法であらゆる敵を殺してきた。これで仕留められない獲物なんて、魔王軍の四天王くらいだ。それほどに、強力な魔術なのだ。

			　だというのに、

			「なんで効かないんだよォおおお!?」

			　あらゆる方向からの掃射は尽く躱(かわ)される。

			　剣が砕かれ、壊魔の爆発すら伊織は斬り裂いてみせた。

			　それまで甚振られていたとは思えない、圧倒的な魔力と膂力。

			　この力をディオニスは知っている。数年の間、ともに戦った忌(いま)々(いま)しい英雄の力だ。

			　魔力で強化された身体は鬼族すら凌駕し、放つ魔術は魔族すら及ばない。

			　装備が届かないように何重もの細工を施し、何体もの強大な魔族と戦わせて疲弊させ、騙して毒を飲ませ、逡巡している不意を突いて、ようやく殺せた化物。

			　非力な人間が、持っていいはずのない力だ。

			「ふざけるなァ！　お前は、お前ら劣等種は、僕に見下されてりゃ良いんだよォ!!」

			　こんな現実は認められない。

			　あのようなゴミが自分を越えるなど、あってはならない。

			　広い部屋の中で何度もバックステップし、ディオニスは必死に伊織から距離を取る。

			「――あぁ、そうだ」

			　剣の嵐を突破し、迫る伊織の位置取りを見て、ディオニスの顔が笑みに歪(ゆが)んだ。

			　そして、新たに無数の剣を創造する。その鋒(ほこ)が向けられたのは、伊織ではない。

			「愛しのエルフィスザークちゃんが、無防備だよォ!?」

			　壁に寄りかかり、戦いを見守るエルフィスザークに向けて、ディオニスは剣を掃射した。

			　消耗し切ったエルフィスザークに、それを躱(かわ)す術はない。

			　そして、反(へ)吐(ど)が出るほどに甘いあの男は身を挺してエルフィスザークを守ろうとするだろう。

			　――そこを串刺しにしてやるよぉ！

			　そのビジョンに、満面の笑みを浮かべたディオニスは、

			「――〝魔技簒奪(スペル・デイバウア)〟――」

			　瞬間、部屋が闇に飲み込まれたかのような錯覚を覚えた。

			「え……」

			　エルフィスザークに放ったすべての刃が消滅していた。

			　それだけではない。

			　ディオニスが背後に展開していた剣が、入り口を覆っていた結界が、ありとあらゆる魔術が、瞬く間に消え去っていた。

			「な、な……」

			　この技を、ディオニスは知っている。

			　英雄アマツが使いこなしていた、周囲の魔力を奪い、喰らい尽くす固有魔術。

			「――お前の方が、よっぽど無防備だよ」

			「ひッ」

			　伊織の一閃が迫る。

			「柔剣・第五鬼剣――〝砕(さい)衝(しよう)〟」

			「な、舐めるな――ぁ!?」

			　迫る一刀に、ディオニスが構えた。

			　伊織に鬼剣を教えたのはディオニスなのだ。この程度の攻撃、容易く対処できるはずだ。

			　伊織の攻撃を受け流し、カウンターを叩きこもうとして……。

			「ばッ!?」

			　受け流そうとした瞬間、柄に衝撃が走る。

			　その衝撃に、柄を握っていた左手の指の骨が砕けた。

			「ぎゃあああああああああ!?」

			　かつて、教えを請う伊織に優越感を覚え、気まぐれに教えこんだ剣技。

			　カウンター技の多い柔剣を攻めに転化した、ディオニス固有の剣技――鬼剣。

			　伊織が使うそれは、ディオニス本人のものを、遥かに凌駕していた。

			「嘘だ」

			　吹き飛びながら、ディオニスが魔術を放つ。

			「嘘だ嘘だ嘘だ嘘だッ！　こんなの！　嘘だッ！」

			　剣だけでなく、水弾、水の蛇、己の使えるありとあらゆる攻撃を無作為に連発した。

			「――――」

			　禍(まが)々(まが)しき水球から大蛇を繰り出す。英雄(アマツ)は一刀の下に切り払う。

			　数百もの水圧弾を撃ち放つ。英雄(アマツ)は最小の動きで回避する。

			　最大の魔力で水流を浴びせる。英雄(アマツ)は一言で魔術を消し飛ばす。

			　たとえ全力で牙を剥こうとも。いかなる奸計を使おうとも。

			　英雄(アマツ)は正面から水鬼(デイオニス)を追い詰める。

			　凌駕など不可能。

			　幻想は見させない。

			　否定すら許さない。

			　なぜ救国の英雄と呼ばれたのか。

			　なぜ魔王を最も追いつめられたのか。

			　その武技が、魔術が、すべてを物語っていた。

			「ありえないッ！　こんな、こんなことッ！」

			　否定を口にしようとも、目の前の現実は変わらない。それでも、ディオニスはそう叫ぶしかなかった。

			　その様子に、伊織が皮肉げに口元を歪(ゆが)める。

			「『諦めない心は大切だけど、時には現実を見ることも大切だよ』だったか？」

			「……！」

			「今のお前に、そっくりそのまま返してやるよ」

			「ア……アマァアアアツ!!」

			　魔術を消し飛ばしながら、伊織がディオニスへ迫る。

			　長い鍛錬の末に身に付けた喪失魔術(ロストマジツク)も、水鬼の称号に相応しい水魔術も届かない。

			　ありえない。おかしい。

			　あいつは見下されているべきなのに。

			　地面に無様に這いつくばって、許しを請うべきなのに。

			「どうして、どうしてお前が僕を見下してるんだよおおおお!!」

			　迫る伊織の目は冷めていた。まるで、汚物を見るような目付きだ。

			　見下されている。僕が、この水魔将が。

			「だ、だめだ」

			　ディオニスが拒むように首を横へ振る。

			「駄目だ駄目だ駄目だッ！　人間の分際で、僕を見下すなぁああああ!!」

			　すべての魔力を込めた、渾(こん)身(しん)の〝壊刃装填(ブレード・トリガー)〟。

			　一本の剣にありったけの魔力を込め、更にその上から水魔術で強化した最大の一撃。

			　先ほどまでの伊織達ならば、為す術もなく消し飛ばされていたであろう威力。

			　だが。

			「――なぁ、ディオニス」

			　一振り。

			　それだけで、その一撃は跡形もなく消し飛んだ。

			「ひっ」

			「仲間だったからあまり気付かなかったけど」

			「やめろッ！　言うな！　言うなぁああ!!」

			　それは、最もディオニスが聞きたくなかった言葉だった。

			「――お前って、案外弱いんだな」

			「ああああああああああッ」

			　人間に、あのアマツに見下されている。

			　その現実に、ディオニスが絶叫する。

			「……英雄の頃の俺の力量からすれば、だけどな」

			　自嘲気味な呟きは、耳に入らなかった。

			「こんな、こんなのおかしい！　どう考えたって間違ってる！」

			　問答無用。目の前に、伊織が迫る。

			「待て……待て待て待て待て待ってくれッ！」

			〝魔技簒奪(スペル・デイバウア)〟で奪いとった魔力を剣に乗せ、真っ直ぐに。

			「分かった！　返す！　これ返すからッ！」

			　ポケットに閉まっておいた『要(かなめ)石(いし)』を取り出し、伊織へ見せる。

			　だが、止まらない。

			「あああ、謝る！　悪かった！　僕が悪かったからッ！」

			　しかし、止まらない。

			「そ、そうだ！　こ、こいつらどうなってもいいのかッ！」

			　指を鳴らし、大量の女性を封じ込めた結晶を表に出す。

			　中に入っている女性は絶望と苦しみの中ですでに絶命しているが、それでも伊織は止まるはずだ。

			　脅(おど)そうと手を持ち上げて、ディオニスはすでに目の前に剣を振りかぶった伊織がいることに気が付いた。

			「ひっ。まって、待って待って待って待って待てってばぁ！」

			「――――」

			「なかまっ！　ぼ、僕達仲間だろ!?　何年も一緒に旅しただろ！　そんな仲間を、君は殺すのかッ!?　ほ、ほらアマツ、昔はよく――」

			　早口で並べ立てられる戯言。

			「――お前はもう、黙ってろ」

			　それを断ち切り、圧倒的な魔力を纏(まと)った剣が振り下ろされた。

			「ひぃああああああああッ!?」

			　空間が歪(ゆが)む感覚。

			　それだけを感じ、ディオニスの意識は刈り取られた。

		

	
		
			　

			第十一話　『ディオニス・ハーベルク』

			　

			　――見下されるのが、我慢ならなかった。

			　

			　魔王軍からは裏切り者だと罵(ののし)られ、人間や亜人からは信用ならないと疎(うと)まれる。

			　そんな運命を背負わされた鬼族に僕、ディオニス・ハーベルクは生を受けた。

			　鬼族には皆、生まれつき二本の角が生えている。二本の角で、魔力を制御するのだ。

			　しかし、僕の額には一本の角しか生えていなかった。

			　魔術を使うのにも、他の鬼族よりもかなりの手間がかかった。

			　体も弱く、年下にすら力負けしてしまう。ふざけた体だ。

			『角が一本でも、お前は立派な俺の息子だ』

			　図体のデカさしか取り柄がないくせに、ゴミの父親は僕にそう言った。

			『ディオニス。貴方が健康なだけで、私は嬉しいわ』

			　角が一本ないだけで健康じゃないというのに、そんなことも理解できないクズの母親はそう言って僕に微笑んだ。

			『お兄ちゃん！　私に魔術教えて！』

			　角が二本生えているくせに、僕の特技である水魔術すら奪おうとするカスの妹は、甘えた声でそう言った。

			「ふざけるな」

			　村の連中は誰も彼もが、角が一本しか生えていない僕を憐れんだ。

			　それが気に食わない、酷く苛立つ、吐き気がする。

			　角のない欠落者の自分を、どいつもこいつも馬鹿にしやがって。

			「どいつもこいつも、僕を見下しやがって」

			　見下されるのが、我慢ならない。

			　だから僕はあらゆることに手を付けた。

			　僕には才能があった。剣も魔術も体術も、少し練習しただけで人並み以上に身に付いた。

			　魔術の制御と筋力は、技術で補った。

			　ほんの数年で、僕は村最強になった。

			　角一本分のハンデがあるというのに、村の連中は僕より弱かったのだ。

			　まったく、笑ってしまう。どいつもこいつも、能なしのゴミだったんだから。

			　むしろ、僕が憐れんでしまうよ。

			『ディオニスは凄いね。いつも努力してて……凄く、かっこいいよ』
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			　そんな自分のことを何も知らないくせに、知った風に近づいてくる幼馴染の淫売、シャーレイが気に食わなかった。

			　それからしばらくして、僕は最強の水使い――〝水鬼〟と呼ばれるようになった。

			　掃き溜めのゴミどもに崇(あが)められるのは、それなりに気分が良かったな。

			　それから僕の視線は、鬼族の外へ向いた。

			　いつまでも鬼族(ぼく)を見下す劣等種どもが鬱(うつ)陶(とう)しい。

			　その時から、僕は決めていた。自分以外のすべてを見下してやると。

			　踏みにじり、辱めて、嘲(あざ)笑(わら)ってやると。

			　だから、人間の分際で偉そうにしているアマツを裏切った。ルシフィナの誘いに乗って、魔王軍に付くことにした。

			　力がなければ何もできないゴミの分際で、偉そうに借り物の理想を語るアマツが気持ち悪い。

			　人間のくせに僕より強いなんて、あってはならない。あいつも村の連中と同じように、僕を憐れみ、見下している。

			　だからこそ、裏切られた時の、あの泣きそうな顔を見た時、絶頂するかと思うほど気持ち良かった。

			　自分は利用する側だと考えているリューザスを切り捨てた時も、爽快だった。

			　過去にアマツが助けた人間や亜人どもを虐殺したのは、癖になるほどの快感だった。

			　他種族だけでなく、自分に服従しなかった鬼族は皆殺しにしてやった。両親も、妹も、泣き喚く姿を嘲(ちよう)笑(しよう)し、ぐちゃぐちゃの肉塊にしてやった。

			　容姿だけは良かったシャーレイは絶望と激痛の中で殺し、標本にしてやった。

			　地に這いつくばり、靴を舐めたベルトガだけは生かしておいてやった。

			〝炎鬼〟なんて分不相応な称号を持っていたのは気に食わなかったけど。

			　いつか殺してやろうと思っていたから、煉獄迷宮で死んだと聞いた時は落胆したな。

			　アマツを殺したことで、魔王軍の拠点地、迷宮を任されるまでになった。

			　だが、こんなところで終わるつもりはない。魔王城でふんぞり返っている魔王を殺し、自分を見下すすべての種族を踏み躙(にじ)ってやる。

			〝鬼化〟が使えるようになった。

			　喪失魔術(ロストマジツク)も習得した。

			　今の僕は誰にも負けない、最強の存在だ。

			　これまでたくさん見下されてきたんだから、これからは僕が見下してやる。

			　人間も、亜人も、魔族も、すべてを奴(ど)隷(れい)にしてやる。

			　すべてを踏み躙り、絶望の中で殺してやる。

			　そしてすべてに満たされて、僕は安らかに死ぬんだ。

			　魔力になるなんて、耐えられない。満ち足りた死を迎えて、冥界で個を保ち続けるんだ。

			　僕は、ディオニス・ハーベルクという存在で在り続けるんだ。

			　だからこそ、僕は絶対に幸せな死を迎えてやる。

			　それが、それこそが――――。

			　

			「――――ぁ？」

			　

			　体の揺れで、目を覚ました。

			　なぜか、全身が痛んでいる。

			　どういうわけか、魔力が欠乏している。

			「僕は、何を……」

			　記憶が曖(あい)昧(まい)だ。

			　ゆっくりと目を覚ます。

			「――おはよう、ディオニス」

			　そして視界に入ってきたのは――。

			　悪魔のように優しく微笑む、アマツの姿だった。
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			◆　◆　◆

			　

			「ひっ」

			　俺の顔を見て、ディオニスが小さく悲鳴を上げる。

			　後(あと)退(ずさ)りしようとして、足を縛り付けている鎖に阻まれた。

			　鎖に引っ張られ、地面に倒れ込む。

			「な、なんだよ、これ」

			「鎖だよ、見れば分かるだろ？」

			　逃げられないよう、呑気に寝ている間に付けさせてもらった。

			「……ッ！　こ、壊れない!?」

			　ディオニスが破壊しようと力を込めるが、鎖はジャラリと音を立てるだけだ。

			「……ッ！　アマツ、僕をどうするつもりだ!?　い、一体何を……」

			「落ち着けよ。とりあえず、自分の額を確かめて見たらどうだ？」

			「額……？」

			　疑問を浮かべ、ディオニスが額に手を伸ばす。

			　そして、そこにあるべきモノがないことに気が付いたようだった。

			「あ……あぁああ!?」

			「お前の角、案外脆(もろ)いんだな。エルフィが軽く握っただけでへし折れたよ」

			「僕の角がああああッ!?」

			　鬼にとって、角はかなり重要な器官だ。

			　鬼族は魔力の調整を角で行っている。

			　だから角がなくなれば、今までのように魔術は使えなくなってしまう。

			「な、なんでこんな……！」

			「起きてから攻撃されたら困るからだよ」

			「だからって、酷すぎるッ！　こ、これじゃあもう魔術が使えないんだぞ!?」

			　髪を振り乱し、ディオニスが泣き喚く。

			　寝起きだからか知らないが、面白いことを言うな。

			「安心しろよ、ディオニス。すぐに魔術が使えなくても、困らないようになるから」

			「へ……？」

			「エルフィ」

			　合図を出した瞬間、ディオニスの体が宙に浮いた。

			　空中に吊り上げられたディオニスが悲鳴を上げた。

			「ひぃ……！」

			「ふむ。便利だな、この鎖」

			　鎖の先は空中に浮遊しており、魔力に応じて反応する。

			　それを今、エルフィが制御しているのだ。

			「お前にどうやって復(ふく)讐(しゆう)してやるか、結構悩んだんだ」

			「ふ、復(ふく)讐(しゆう)……？」

			　宙吊りになったままのディオニスに、ゆっくりと語り掛ける。

			「純粋に痛めつけるか、持続式ポーションで延々と苦しめ続ける。あるいは、沼の毒を飲ませる……」

			「そ、そんなことを僕にするつもりなのかッ!?　どうかしてる!!」

			「……あぁ。だからそんな酷い手段は取らないよ。お前に相応しいのは、『水』だ」

			　合図を出す。

			　瞬間、エルフィが制御する鎖が動き、宙吊りになっているディオニスを水の中に叩き落とした。

			「せっかくこの部屋には大量の水があるんだし、それを使わない手はないからな」

			「が、ぼッ」

			　水に叩き込まれたディオニスが水の中で藻掻く。

			　足を縛られているせいで、ディオニスは手をバタバタと動かすことしかできない。

			　やがて息が切れ、思わず水を飲み込んでしまった辺りで、自身の体の変化に気付いたらしい。

			「が……ぼッ。ご、ごぼぉ!?　ごぉおおお!!」

			　自由になる手で腹を押さえ、必死の形相で絶叫する。

			　その間にも、大量の水を飲み込んでしまっているようだ。

			「ごおぉ……ぉ」

			「ふん」

			　白目を剥き出した辺りで、エルフィが引き上げた。

			　地面に叩き付けられたディオニスが、ありえないほどの量の水を口から吐き出す。

			「……伊織。見るに耐えないのだが」

			「我慢してくれ」

			　眉を顰(しか)めるエルフィに苦笑して、ゲボゲボと水を吐き出すディオニスに視線を向ける。

			　水を吐きながら、腹を押さえて藻掻き苦しんでいる。

			　普通に水を飲んだ程度では、ここまで苦しむことはないだろう。だが、今のディオニスには少し特別な仕掛けを施してある。

			「なんっ……なんだよ、これぇ!?」

			「寝てる間に、お前の胃に仕掛けをさせてもらった」

			　胃には食べ物を消化するという役割があるが、備えている機能はそれだけではない。

			　機能の中には、食べ物を調整して十二指腸に送るというモノがある。

			　胃の末端にある『幽(ゆう)門(もん)』という部位の機能だが……その辺りの機能を、治癒魔術で意図的に働かないようにした。

			　つまり今のディオニスは、水を飲んだら、そのまま水が十二指腸の方にダイレクトに流れていってしまうってわけだ。

			　腸に、勢い良く水が入り込むんだ。それがどれだけ苦しいかは、想像に難くない。

			「幽門……？　ぼ、僕の胃……？」

			　詳しく説明してやったが、ディオニスはよく理解できてないようだった。

			「要するに、好きなだけ水が飲めるってことだよ」

			「……ね、ねぇ、アマツ。さっきから、何を言ってるのか分からないんだけど。ぼ、僕を一体どうするつもりなのさ……？」

			「決まってるだろう？」

			　状況を理解していないディオニスに、俺は丁寧に説明してあげた。

			「――地獄の苦しみを味わわせてから、無様に殺してやるんだよ」

			　ディオニスが絶望の表情を貼り付けたのを確認してから、エルフィが再び水の中へ叩き落とした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「がっ……ごっ」

			　ディオニスがジタバタと水の中で悶(もだ)えている。

			　鎖で足を縛られているため、空いている腕を振り回すことしかできない。角が折られたせいで鎖は破壊できず、また魔術も使えない。

			「アッ……アマヅ！　助け……！」

			　頑張って顔を上げ、必死に息を吸っている。

			　その合間に助けを請うてくるのがどうしようもなく可笑しい。

			　さっきまでの威勢の良さはどこに行ったんだ。

			「お前は〝水魔将〟で〝水鬼〟だったよな。称号に水、水って付いてるんだ。水が好きなんだろ？」

			「あばぁ！　が、ごぼぼッ」

			「これは俺達からの贈り物だよ。存分に水を飲むといい」

			「……ッ！　……ッ！」

			　どうやら、気に入ってくれたらしいな。

			「やめ……ッ！　別に、水が好きなわけじゃッ!?」

			「ふむ、水鬼よ。遠慮することはないぞ？」

			　顔を上げたディオニスに、エルフィが魔眼を使う。

			　加減した〝重(じゆう)圧(あつ)潰(かい)〟で、呼吸しようと上げた顔を水の中に落とす。

			　ガボガボと水の中で藻掻くディオニスを、エルフィは酷く冷めた表情で見ている。

			　水を飲み込むまいと口を閉じるが、息が苦しくなったことでディオニスは口を開いてしまう。

			　そのたびに大量の水を飲み込み、悶え苦しむ。

			　その繰り返しだ。

			　エルフィも慣れたもので、ディオニスが力尽きる少し前に魔眼を解除している。

			　気絶することもできず、ディオニスは水責めに苦しんでいた。

			「ぃ、がああ」

			　ディオニスが重力に抗って、必死に顔を上げようとしている。

			「どうした？　頑張って顔を上げろよ」

			「ひっ……ひっ……」

			「『お前ら劣等種は僕に見下されてればいい』んだろ？　だったらほら、顔を上げないと見下せないぜ？」

			「……ッ！」

			　俺の言葉に、まだ苛立つ気力が残っていたらしい。

			　歯を食いしばって顔を上げながら、こちらを睨んでくる。

			「ああ、悪い。それじゃどうあっても、俺を『見上げる』ことしかできないな？」

			「アマヅ！　ふざけボッ……ガブ」

			　言葉の途中でディオニスが水の中に沈められる。

			「ばっ……ひゅっ……はぁはぁ……」

			　それから、十五分ほど経っただろうか。

			　ディオニスはすでに、嗚(お)咽(えつ)を漏らして俺達に助けを求めている。

			　髪はグシャグシャに乱れ、顔は水と涙と鼻水と唾液でベチャベチャになっていた。

			　このまま延々と続けるのも芸がない。

			　だから、エルフィに合図して、ディオニスの拘束を少しだけ緩くしてもらった。

			　それによってディオニスは、手を伸ばせばギリギリ足場に手が届くようになる。

			「良かったな。手を伸ばせば、水から顔を上げていられるぞ？」

			「っ……！」

			　もう言葉を発する余裕もないらしい。

			　泣き顔のまま、ディオニスが手を伸ばしてくる。

			　必死に顔を水面にあげながら、どうにか足場に手が届いたタイミングで――。

			「ぎゃっ!?」

			　足場を掴んだ手を、ナイフで軽く刺す。

			　痛みに手を引っ込め、再び水の中で藻掻くことになる。

			「ど、どぼして……？」

			「助かりたいんだろ？　だったら、頑張れよ」

			「――――」

			　俺の意図に、ディオニスは気付いたらしい。

			　最初から、足場を掴ませるつもりなんてない。

			「～～～～～～!!」

			　それを理解していても、ディオニスは手を伸ばさざるを得ない。

			　時折、エルフィが魔眼を使って水面に沈めるからだ。

			　苦しみから逃れるために、掴めない足場へ手を伸ばす。

			「俺の世界だと今のお前みたいな奴を指して、〝溺れる者は藁(わら)をも掴む〟って言うんだったっけな」

			　足場を掴む。ナイフで刺す。

			　足場を掴む。ナイフで刺す。

			「やべて……手がぁ！　いだい痛いッ！」

			「両腕両足を剣で突き刺した相手を前にして、よく、ナイフで刺されたくらいで泣き言が言えるな」

			「ガボッ……ばっ」

			　ディオニスの両手は刺し傷でボロボロになり、水面が赤く染まっている。

			「じぬッ！　じぬじぬじぬじぬ死ぬ……ッ」

			　やがて、足場を掴む握力もなくなったらしい。

			　手を伸ばすこともできず、ディオニスはまた水の中で藻掻くことしかできなくなる。

			　さて。そろそろ、次の段階か。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「うばっ……げほッ……おぇえええッ」

			　再び、ディオニスが水から引き上げられる。

			　嘔吐するようにして、口から大量の水を吐き出している。

			「流石、水魔将。魔術も使わず口から水を出せるなんてな」

			「助けて……助けてくれ……！」

			　こちらの言葉が耳に入らないという様子で、必死の命乞いが始まった。

			「盗んだ石は返す！　め、迷宮核も、エルフィスザークの体の一部も渡す！　他の裏切り者についても教える！　アマツ！　あ、いや、アマツ様ッ！　許して……！　許してください!!」

			「……ふむ。伊織、こう言っているが？」

			「じゃあ、まずはその裏切り者の話とやらを聞かせてもらおうか」

			　ペラペラと、ディオニスは早口で仲間の情報を売っていく。

			　その大半が、すでにリューザスの記憶から抜き取っていたモノだった。

			　だが、収穫はあった。あの場にいた面子以外にも、ルシフィナとディオニスに協力した奴がいたらしい。

			　その名前は、しっかり記憶に留めておいた。

			「それで、他に何か情報はないのか？」

			「あ、ある！　あります！　エルフィスザーク様の仲間の話なんですが……！」

			「……ほう」

			　エルフィの仲間は、確かにオルテギア達によって虐殺された。

			　だが、それは全員ではなかったようだ。人数は分からないが、虐殺の場から逃げおおせた者がいるらしい。

			「…………」

			　エルフィは目を瞑(つぶ)って、考えるように黙り込んでしまった。

			「ほら……たくさん話したから！　助けてください！」

			「……そうだな。じゃあディオニス。良い提案があるが、聞くか？」

			「聞く！　聞く聞く聞かせてっ！」

			　ブンブンと首を振るディオニス。

			　仕方ないので、提案してやった。

			「地面に這いつくばって、上目遣いで床を舐めながら、『自分は格下を甚(いた)振(ぶ)ることしかできない無能のクズです。裏切って申しわけありませんでした』って謝罪すれば、命だけは助けてやるよ」

			「な……っ」

			　その提案に、真っ青だったディオニスの顔が僅(わず)かに赤らむ。

			　まあ、内心では激怒してるんだろうな。

			　格下、格下、と見下していた相手にそんなことを言われるんだから。

			　どう出るか、と見ていると。

			「――――ッ」

			　ディオニスが、地面に這いつくばった。

			　そしてプルプルと震えながら、床に舌を伸ばす。

			　涙を零(こぼ)しながら、床をべろべろと舐め回し、

			「ぼ……僕は格下を甚振ることしか……できない……む、無能のクズ……です。うら……裏切って、裏切って……申しわけ、あ、ありませんでした……ッ！」

			　本当に、こちらの言う通りの謝罪をしてきた。

			　少し、驚いたな。

			　こいつのプライドの高さから、「そんなことできるか」と怒り出すことも考えていたのだが。

			　ここまでしても、死にたくないらしい。

			「ア、アマツ、様……。言われた通りにしたから……た、助けて、くれるよね？」

			「あぁ」

			　卑屈な笑みを浮かべ、ディオニスが手を伸ばしてくる。

			「――嘘だよ」

			　翡(ひ)翠(すい)の太刀で、伸ばしてきた腕を斬り落とした。

			「ぱっ……？」

			「助けるわけないだろ。さっきお前、言ってたじゃないか。『なんで他人の言うことを無条件で信じられるんだ？　僕には理解できないよ』って」

			「はぇ……いいぃいいい!?」

			「俺にも理解できないな。この期に及んで、まだ自分が助かるって信じてるお前の神経がさ」

			「腕、腕がぁあああああ!?」

			　腕を押さえ、ディオニスが泣き喚く。

			「あの時、俺を裏切らなければこんなことにはならなかったのにな。それに」

			「あぁあああああああ」

			　続いて、ボンッと音がなった。

			　ぼたぼたと赤い塊が雨のように周囲に落ちる。

			「はえ？」

			　ディオニスのもう片方の腕も、手首からなくなっていた。

			「――私の部下を殺さなければ、こうならなかっただろうにな？」

			　エルフィが、目を紅くしてそう言った。

			「ば……ぶ、ぶ……ぶ」

			　赤い泡を吹いて、ディオニスが痙(けい)攣(れん)を始める。

			　情報も聞けたし、かなり甚振ることができた。

			　あともう二段階踏んで、終わりにしよう。

			　ポーチから魔石を取り出す。

			　魔石で魔力を肩代わりしてもらいながら、俺はディオニスの頭に手を伸ばした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ぁ」

			　仕掛けが終わった頃に、ディオニスが目を覚ました。

			　それと同時に、斬り落とされた腕の痛みに呻き出す。

			　ディオニスは今、大の字の状態で宙吊りになっている。

			　こいつがそれまで散々作ってきた標本のように。

			「そろそろ終わりにしようか、ディオニス」

			「うぅ……！　待って……殺さないで……！　僕達、仲間だろ……？」

			「……あんまり笑わせないでくれよ。仲間なわけねぇだろ」

			　小さく悲鳴を上げ、ディオニスがエルフィスザークに視線を向ける。

			「僕が悪かった。……！　め、命令されたんだ！　君の仲間を殺すよう、オルテギアに……！　全部あいつが悪いんだよ！」

			「……伊織。リューザスという男もそうだが、お前の知り合いというのはどうしてこうも往生際が悪いんだ？」

			　俺が知りたいよ。

			「死にたくない、死にたくない」とディオニスが泣き喚く。

			「お前らはいつもそうだよな。他人を踏み躙(にじ)り、傷付けている時はゲラゲラ笑ってるくせに、いざ自分がその立場になると泣いて助けを請い始める。なぁ、お前はそうやって助けを求めてきた奴を助けたことがあるのか？」

			　ワナワナと体を震わせ、ディオニスが叫んだ。

			「……ッ！　僕はなァ、天才なんだよ！　人間とか他の亜人とか、劣等種とは違うんだ！　ゴミを掃除することの何が悪いんだよッ！」

			「……最後の部分には同感だな。お前というゴミを掃除することに、俺は何の罪悪感も覚えないよ」

			「ひっ……！」

			　最後の仕上げだ。

			　身動きの取れないディオニスに向けて、翡(ひ)翠(すい)の太刀を向ける。

			「三十年前、俺は魔王城でお前に胸を貫かれたな。その借りをここで返させてもらう」

			「ひっ!?　嫌だッ！　嫌だ嫌だ嫌だァ！　そんなことしたら死んじゃう！」

			「ああ、死ぬんだよ、お前は。このまま胸を貫かれて、水の底に沈んでな」

			「死んじゃう!!　死にたくない、死にたくない死にたくない！　僕は満ち足りた死を迎えるんだ！　幸せに死にたいんだ！　僕は冥界に行くんだよぉお!!　死にたくない、やめろおおおおおおおおッ!!」

			　ズプリ、と剣が胸を貫いた。

			「ひゃ、ふ」

			　息を吐き、ディオニスの体が力を失う。

			　鎖を足に縛り付けたまま、ディオニスは水の中へ落ちた。

			　水面を赤く染めながら、水底へ消えていく。

			「あれで良かったのか？」

			　尋ねてくるエルフィに、頷く。

			「ああ。勿体ないが、必要なことだからな」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す殺す！

			　

			　水底へ沈みながら、奥歯に仕組んであったポーションを噛み砕く。

			　念のために取っておいた、最後の保険。

			　胸に開いた致命傷の傷が僅かに塞がり、少しだけ魔力が回復する。

			　殺す殺す殺す殺す、アマツもエルフィスザークも全員殺してやる絶対に許さない殺す殺す殺す殺す。

			　手首を前に向けて、水の中を進む。

			　角がなくても、ほんの少し魔術が使えれば、それでこと足りる。

			　手首を向けた方向に魔術を使い、少しずつ前に進んでいく。

			　僕は〝水魔将〟で〝水鬼〟なんだ。

			　この程度の窮地、簡単に潜(くぐ)り抜けてやる。

			　部屋にあった水の奥には、外へ通じる隠し通路がある。

			　そこまで泳いでいければ、僕の勝ちだ。

			　傷を癒やして、あの二人を殺してやる。

			　僕が味わった数千倍の苦しみを与えてやる。

			　何が復(ふく)讐(しゆう)だ、仇討ちだ、馬鹿どもめ。止めを刺さないからこうなるんだ、無能どもが。

			　僕は絶対に満ち足りた死を迎えるんだ。

			　こんなところで死んでたまるか。冥界に、僕は冥界に行くんだ。

			　隠し通路が見えてきた。

			　あそこから脱出して、僕は――。

			「――――」

			　何だ？

			　視界が一瞬、白く染まって……

			「――ッ!?」

			　視界一面に、目が広がっていた。

			 

			　目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目。

			 

			　どれもこれも、僕を見ている。

			　僕を見下している。嘲(あざ)笑(わら)っている、馬鹿にしている。

			　やめろ、やめろやめろやめろッ！

			「ひっ」

			　振り回した手。そこに、ビッシリと目がくっついていた。

			　いや、それだけじゃない。

			　服、肌、すべてに目がある。全部、僕を見下している。

			「あああばおあがぼッ」

			　呼吸が乱れ、水が口の中に入ってくる。

			　息ができない。

			「ぼがああああッ!!」

			　水が胃の奥に入ってくる。

			　冷たい痛い痛い痛い痛い冷たい痛い痛い！

			「んごおおおおおお!?」

			　一面に広がる目のせいで、隠し通路が見えない。

			　どこが前で後ろで上で下なのかも分からない。

			　水が入ってくる。

			　目が僕を見下している。

			　やめろやめろやめろやめろやめてくれ!!

			「んんんんッ！」

			　口を閉じても、酸素を求めてすぐに開いてしまう。

			　そのたびに、水が入ってくる。意識が薄れかかってきた。

			「ぼ……がああああ」

			　なのに、目が消えない。

			　目だけが鮮明に残り続ける。

			　嫌だ。

			　嘘だなんだこれありえない。

			　嫌だ嫌だ死にたくない死にたくない死にたくない！

			「んおお……おお……ッ」

			　僕は満ち足りた死を送るんだ！

			　僕は〝水鬼〟ディオニス・ハーベルクなんだぞ!?

			　こんな無様に死にたくない。

			　嫌だ、怖い怖い助けて、誰か助けて、僕を助けて！

			　ルシフィナ、リューザス、アマツ、エルフィスザーク、誰でもいい誰か！

			　暗い暗い暗い暗い怖い怖い怖い怖い！

			「ぼ、おぉおおおお!!」

			　僕が悪かった、裏切った僕が悪かったからぁ！

			　頼む、お願いします、アマツ様エルフィスザーク様助けてください、お願いします！

			　ルシフィナのせいだ、あいつの口車に乗せられたから、ああああああ、嫌だ嫌だ嘘だ、あの時、裏切らなければ、こんなの嫌だ嫌だ誰か僕を助け――。

			「ぉ」

			　死にた――――。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――洗脳魔術。

			　オリヴィアから盗んだ技術を、ディオニスに使わせてもらった。

			　ディオニスの脳内に、強いイメージを植え付けてやったのだ。

			　あいつは見下されたくないようだったから、『見下す眼球』のイメージをたっぷりと。

			　そのせいで、手持ちの魔石を大量に使うことになってしまった。時間もかなり掛かったしな。

			　胸を刺す時、あえて急所を外した。死なないように、治癒魔術も少しかけた。

			　どうしてそうしたかというと、あいつを恐怖と絶望の中で殺したかったからだ。

			「……っ」

			　魔力の欠乏と、極度の疲労。

			　そのせいで、意識が遠のきかけている。

			　これは、意識を保っていられるのもそう長くないだろうな。

			「終わったな」

			「……ああ」

			　頷き、水面に視線を向ける。

			　

			　ディオニス。

			　お前は確か、満ち足りた死を送りたかったんだよな。

			　死後の世界――冥界に行くために。

			　冥界へ行く条件は、後悔のない満ち足りた死だ。

			「なぁ、ディオニス」

			　静かになった水面に、俺は問うた。

			「満ち足りた死を、迎えられたか？」

			　

			　聞くまでも、ないだろうけど。

		

	
		
			　

			第十二話　『決定の結果を信じて』

			　

			　目を開くと、金髪の女性が俺の顔を覗(のぞ)き込んでいた。

			「ッ!?」

			「きゃっ！」

			　思わず体を起こしてしまい、お互いの額がぶつかり悶絶する。

			　その痛みで意識がハッキリし、自分がカレンの屋敷にいることに気付いた。

			「うぅ……」

			　……涙目で頭を押さえているのが、カレンだということにも。

			　

			　あれから、俺は迷宮核を、エルフィは己の体を回収した。

			　手持ちのポーションをすべて使い切り、無理やり体を動かしていたが、そこで限界が来た。

			　俺はその場で気絶してしまったのだ。

			「お二人が生きていて、本当に良かったです……！」

			　金髪を揺らしながら、カレンが震え声でそう言った。

			　カレンの話によると、カレンの率いていた兵士が、俺達をここまで運んできてくれたらしい。

			　迷宮が停止してすぐに、恐慌状態になった魔物が迷宮の外へ逃げ出した。

			　それを待ち構えていたカレン達が全滅させ、その後迷宮の中へ踏み込んだようだ。

			　内部の毒沼は迷宮核がなくなったことで、無害になっていたらしい。

			　他の罠(わな)も、動いていなかった。迷宮が停止してから半日程度で、俺達は救出されたようだ。

			　それから二日以上、俺は眠っていたらしい。

			「……そうだ。エルフィは……？」

			　部屋の中にエルフィの姿はない。

			　あいつは俺以上に、ディオニスに甚(いた)振(ぶ)られていた。

			　ポーションを飲んだ後は、俺と一緒にディオニスに復(ふく)讐(しゆう)していたが……。

			　まさか、とは思うが。

			「エルフィさんは、伊織様に重なるように倒れていました」

			「……それで、今は？」

			「半日ほど前に目を覚まして、今はお食事中です」

			　……ああ、元気らしいな。

			「村の方は、大丈夫ですか？」

			「はい。今は落ち着いています」

			　だが、やはりディオニスの襲撃で何人かの犠牲者が出てしまっているようだ。

			　二つの領地が荒らされており、今は復興作業を行っているとカレンは言った。

			「……そうですか」

			「そんな顔しないでください。この程度の被害で済んだのは、伊織様とエルフィさんのお陰なんですから」

			　そう言うカレンの顔からは、疲れはあっても、前のような絶望は感じられなかった。

			「お二人のお陰で、私の領地……いえ、たくさんの人々が救われました。それに帝国を脅かしていた迷宮も取り除いてくれて……本当に、ありがとうございました」

			　頭を下げるカレンに、言葉に詰まる。

			　俺はただ、復(ふく)讐(しゆう)のために動いただけだ。ここまで礼を言われる資格なんて、ない。

			「……そうだ。これ、水魔将から取り返しておきました」

			「『要(かなめ)石(いし)』……！」

			　ディオニスを殺す前に、しっかりと回収しておいた。

			　カレンが受け取った『要石』を手に取り、目を伏せる。

			「迷宮がなくなったから、今さら渡しても意味がないかもしれませんが……」

			「いいえ」

			　カレンは首を振り、言った。

			「この石は、『民を守りたい』という私達レイフォード家の人間の意志の結晶です。取り返していただき、ありがとうございました」

			「そう、ですか」

			「でも……そっか」

			　カレンが『要石』を抱きしめながら、ふと呟いた。

			「もう、迷宮を封印しなくても良いんですね」

			　気が抜けたようにカレンが膝をつく。

			「そっか……そっかぁ……」

			　ポロポロと、彼女の瞳から涙が零(こぼ)れ落ちる。

			　両親が死に、不安定な中で、迷宮に対処しなければならない。

			　その重荷から解放された一人の女性の嗚(お)咽(えつ)を、しばらくの間俺は聞いていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　炎が放たれる。

			　並べられた犠牲者の亡骸が、瞬く間に燃えていく。

			　黒い煙が、空へと立ち昇っていくのが見えた。

			　ディオニスと配下の魔物によって亡くなった人々。そして、ディオニスによって標本にされていた女性達が弔(とむら)われている。

			「…………」

			　結晶に閉じ込められていた人々は、すでに絶命していた。

			　俺やエルフィでも、彼女達を助ける方法は思いつかなかった。

			　彼女達が閉じ込められてから何年も時が経過しているだろう。

			　ディオニスの口ぶりから、家族や友人、住んでいた村はもうない。

			　助けられたところで、彼女達を余計に苦しめるだけなのではないだろうか。

			「……いや」

			　それは身勝手な生者の理屈だ。

			　誰も、死にたくなかった。助けて欲しかったはずだ。

			　俺が救ったから、皆殺しにしたとディオニスは言った。

			　殺された人々は、俺を恨んでいるだろうか。

			　分からない。

			　俺にはただ、彼女達の安らかな眠りを祈ることしかできなかった。

			「……すいません」

			　不意に、背後から声を掛けられた。

			　立っていたのは、見知らぬ女性と少女だ。

			「貴方が、水魔将から母を解放してくれたんですよね」

			「………」

			　標本にされた女性の一人が、この村に住んでいた人の母親だったらしい。

			　目の前の二人は、魔王軍の襲撃に遭う前に、村から離れていたらしい。

			「母を解放してくださり……ありがとうございました」

			　女性に頭を下げられる。

			「…………」

			　女性の隣にいた少女が、俺の服の裾を掴みながら言った。

			「お祖母ちゃんを助けてくれてありがと！」

			　青い空に、黒い煙が立ち昇っていた。

			　遠く、高くまで。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　カレンの屋敷で目を覚ましてから、三日が経った。

			　その間、カレンにはディオニスから得た情報を元に、復(ふく)讐(しゆう)対象の所在を聞いていた。

			「その方でしたら、今は教国で孤児院を運営しているそうです」

			「……孤児院、ですか」

			「はい。地図だと……この辺りですね」

			　カレンの指差した場所に、次の復(ふく)讐(しゆう)対象がいる。

			　それも、二人。

			　夫婦として、そこで暮らしているらしい。

			「お二人とも、昔はかなり優秀な錬金術師(アルケミスト)だったそうですね。今は身寄りのない子供を育てている、聖父母のような方だと聞いています。伊織様達のお知り合いですか？」

			　聖父母、ね。

			「……ええ。そんなところです」

			　ああ、三十年来の知り合いだよ。

			「なるほど。……ですが、この辺りは妙な噂がある場所なので、気を付けてくださいね」

			「妙な噂……？」

			　あくまでただの噂ですが、と念を押して、カレンは言った。

			「この辺りで何度か――〝英雄アマツ〟が目撃されているらしいんです」

			　それは、まったくの予想外の言葉だった。

			「…………」

			「……ほう」

			　お二人なら何が起きても大丈夫でしょうが、とカレンが苦笑した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　レイフォード領を離れ、俺達は東に向かって歩いていた。

			「帝都に呼ばれていたが、行かなくても良かったのか？」

			　数日前、レイフォード領に皇帝からの使いがやってきた。

			　迷宮を討伐した俺達に、ひと目会いたいとのことだった。

			「お礼とは名ばかりで、どうせあれこれ聞かれるだけだ。行くだけ無駄だろうさ」

			　だから、俺達はそれを丁重にお断りした。

			　皇帝側の物分りが良かったお陰で、強引に引き止められることもなく、こうして次の目的地へ進めている。

			「はむ……はむ」

			　隣から、エルフィの咀(そ)嚼(しやく)音が聞こえる。

			　ハグハグと食べているのは、焼いたイカだかタコだか貝だかにタレを塗って串に刺したものだ。

			　それをさっきから何本も食べており、手や口がタレでベトベトになっていた。

			　……汚ねぇ。

			「……そうだ。迷宮じゃ、どのパーツが戻ってきたんだ？」

			「両足だ」

			　ポンポンと膝を叩きながら、エルフィが答えた。

			「じゃあ、これで頭、両腕、両足が戻ってきたことになるのか」

			「うむ。残りは胴体と心臓だけだな。そういう伊織は、どうなんだ？」

			　エルフィが聞いているのは、俺の魔力のことだろう。

			　俺は三つ目の迷宮核を吸収した。

			「……正直まだ、本調子からは程遠いな」

			　以前よりも、更に使える魔力は増えた。

			　大体、全盛期の四割程度だろうか。

			　まったく魔力が使えなかった頃に比べれば、かなりマシにはなった。

			「……ふむ。あ、そうだ。じゃあ、あの心象魔術は何だったんだ？」

			「……あれか」

			【英雄再現(ザ・レイズ)】

			　あの時、頭の中に自然に浮かんできた心象(フレーズ)だ。

			　咄嗟だったから、細かいことはあまり覚えていないが……。

			「多分……英雄時代(ぜんせいき)の頃の俺の力を再現する魔術……だろうな」

			　俺はただ、流されて行動しているだけだと思っていた。

			　けれど、エルフィの言葉のお陰で、そうではないと知った。

			　俺には『助けたい』という気持ちがあって、行動していたのだと。

			　……その結果で得た心象魔術が、あの英雄を再現する技っていうのも少し複雑なんだけどな。

			　俺はもう、勇者にも英雄にもなりたくないんだから。

			「今も使えるのか？」

			「……微妙だな。使えないことはないだろうが、あの時と同じようにできるとは思えない」

			「そうか。まあ……何はともあれ、お前の心象魔術のお陰で助かった。礼を言うぞ、伊織」

			　足を止め、エルフィが俺を見据えてくる。

			　それを正面から受け止め、俺も口を開いた。

			「……礼を言うのは、俺の方だ」

			　エルフィがディオニスに勧誘された時、俺は裏切られるのかと思った。

			　また、仲間に裏切られて殺されるのだと。

			　だけどエルフィは言ってくれた。仲間を裏切るくらいなら、死んだ方がマシだと。

			　それに、心象魔術を使えたのだって、エルフィがいてくれたからだ。

			　あの言葉がなければ、俺はあのまま絶望して、すべてを諦めていた。

			　だから、礼を言うのは俺の方だ。

			「エルフィがいてくれたお陰で、俺は諦めずに済んだ。流されていただけじゃないって、思うことができた。だから、ありがとう」

			「……ふふん。当然だな」

			　少しだけ頬を赤く染めながら、エルフィは尊大に頷いた。

			「以前、俺に言ったよな。信用できるかは、自分で決めろって」

			「……うむ」

			　ディオニスは言っていた。

			　復(ふく)讐(しゆう)者同士で慣れ合うのはおかしいと。

			　俺も、そう思う。

			　目的は同じでも、所詮は裏切られた者同士で、慣れ合うなど単なる傷の舐め合いだと。

			　それでも。

			「お前となら、最後まで復讐(もくてき)を果たせると、思った」

			　だから。

			「――俺はお前を信用するよ。エルフィスザーク」

			　遅いわ、とエルフィが笑う。

			　その顔が海鮮串のタレで汚れていて、色々台無しだけれど。

			　それでも俺は、ディオニスに復讐することで、また一歩先へ進めたと思う。

			　

			　マーウィン、ベルトガ、オリヴィア、ディオニス。

			　これで、四人に復(ふく)讐(しゆう)できた。

			　だが、まだ復讐対象は何人もいる。

			　手に入れた心象魔術を使えば、リューザスの〝因果返葬〟を突破できるだろう。

			　次に向かう国には、復讐対象が三人いる。

			　カレンから聞いた二人と、もう一人が。

			「――行くか」

			「うむ」

			　こうして、俺達は次の目的地へ向けて、歩き出した。

		

	
		
			　

			幕間　『四天王会議』

			　

			　――魔王城。

			　大陸中央に位置する、魔王軍の本拠地。

			　人間、亜人、多くの種族を相手にしながら陥落することない堅牢な城だ。

			　その魔王城に、ある報せが届いていた。

			　それは大陸各地に設置された魔王軍拠点地〝五将迷宮〟、その一角の死沼迷宮が陥落したという情報だ。

			　奈落迷宮、煉獄迷宮に続く三つ目の迷宮の陥落。

			　魔王軍の中でも、上位の実力を持っていた〝水魔将〟ディオニスの敗北。

			　この事態に、魔王軍四天王の一人にして、魔王代行を任されているレフィーゼは、他の四天王に招集を掛けた。

			〝雨〟

			〝歪(わい)曲(きよく)〟

			〝消失〟

			〝天(てん)穿(せん)〟

			　現在、魔王軍の最高戦力であるすべての四天王が、魔王城に集結していた。

			　議題は当然、陥落した迷宮のこと。そして、その迷宮を討伐して回っている者達のことだ。

			「奈落迷宮を討伐した人物は、かつての勇者パーティの一人、〝大魔導〟リューザス・ギルバーンとされています。そして、煉獄迷宮、死沼迷宮の討伐には『黒髪の少年』と『銀髪の少女』が関与していたとの情報が入っています。黒髪の少年に関しては調査中ですが、銀髪の少女は……」

			「ああ。間違いなく、エルフィスザークだろうな」

			　レフィーゼの言葉を、その隣の席に座っていた者が引き継いだ。

			　シワひとつない漆黒の軍服を着崩すことなく身に纏(まと)った、二十代後半に見える女性。

			　深緑の長髪、睨み付けるような鋭い双(そう)眸(ぼう)、そして頭から生えるヤギのように捻れた二本の小さな角を持った魔族だ。

			　魔王軍最高戦力である四天王の一人。

			〝消失〟グレイシア・レーヴァテイン。
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			「十中八九、エルフィスザークはすでに『頭』『両腕』『両足』を取り戻しているだろう。『胴体』と『心臓』がまだこちらにあることを考えると、取り戻した力は四割ほどと言ったところか」

			　五つに分割していたうち、すでに三つの身体を取り戻した、元魔王エルフィスザークの存在。

			　迷宮が陥落したことも問題だが、こちらも深刻な問題だ。

			　数十年前に起こった現魔王オルテギアとエルフィスザークの戦いは、魔族の間で未だに語り継がれている。

			　数時間も続いた戦いの末、魔王城は半壊し、オルテギア派だった大量の魔族が死亡、オルテギア本人も大きな消耗を強いられた。

			　その強大な力をエルフィスザークが取り戻せば、現在の魔王軍がどれほどの被害を被るかは計り知れない。

			　それは、何としても防がなくてはならない。

			「エルフィスザークさんの警戒も大切ですが、もう一人の勇者も注意すべきだと思いますよ」

			　そこで、それまで黙っていた四天王の一人――〝天(てん)穿(せん)〟ルシフィナ・エミリオールが口を開いた。

			「件の勇者は、あの〝英雄アマツ〟を継ぐ者です。それが元魔王と組んで攻め込んでくれば、大変なことになりますからね。ディオニスさんもやられてしまったようですしね？」

			　仲間の死を口にしながら、ルシフィナはクスクスと笑みを浮かべる。

			　その様子に眉をひそめながらも、レフィーゼは頷いた。

			　元魔王と勇者は、魔王軍を脅かす存在だ。

			　迷宮が討伐されたことで、各国の反魔王軍の動きが活発になってきている。もはや、野放しにはしておけない。

			「エルフィスザークと勇者の足取りは掴めていませんが、おそらく次に向かうのは教国でしょう。そこで確実に、両名を討ち取ります」

			「ふふ、良いと思いますよ」

			「……異論はねぇ」

			〝歪(わい)曲(きよく)〟とルシフィナの二名が頷く。

			「……ふむ」

			　グレイシアは頷きつつも、

			「エルフィスザークの対処は私に任せていただきたい。私はアレをよく知っているからな」

			　碧眼を僅かに笑みの形に歪(ゆが)めながら、そう言った。

			　それにレフィーゼが頷いたことで、会議は終了した。

			　

			　グレイシアが消え、会議室にはレフィーゼ、ルシフィナ、〝歪曲〟の三名が残った。

			　青い顔で「ああでもない、こうでもない」と作戦内容を考え込んでいるレフィーゼの傍(かたわ)ら。

			　ルシフィナを、〝歪曲〟が睨み付けていた。

			「よう、〝天穿〟。ディオニスが死んだってのに、随分と機嫌が良いじゃねえか。てめぇ、あいつとは仲が良かったんじゃなかったのか？」

			「ええ、彼とは三十年以上前からの付き合いでしたよ」

			「ならなんで……そんなに楽しそうなんだ」

			〝歪(わい)曲(きよく)〟から見て、ディオニスは救いようのないクズだったが、それでも一応は同じ軍の仲間だ。

			「馬鹿な野郎だ」とは思うが、それでもその死を正面から笑うようなことはしない。

			　だが、ディオニスの訃報を聞いても、ルシフィナは楽しげに笑うだけだった。

			　それが〝歪曲〟には気に食わなかった。
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			「ディオニスさんは前から『冥府に行きたい、冥府に行きたい』ってずっと言ってたんですよ」

			「……それが、なんだってんだ？」

			「いや、行けたのかなって思いまして。ふふ、ああでも、きっと彼は行けなかったんでしょうねぇ。勇者、なんて存在に殺されてしまったんですから」

			　心底楽しそうなルシフィナの笑いが部屋に響く。

			「ディオニスさんとは長い付き合いですが、前から彼の器は見切っていましたしね。あんな極小の器しかない自尊心の塊(かたまり)さんが死んだって、滑(こつ)稽(けい)なだけじゃありません？」

			「……クズが」

			「ふふふ、酷いですね。でも死んだ者のことなんて、どうでもいいとは思いませんか？　もう、遊べませんからね」

			　ルシフィナの言葉は、死者への冒(ぼう)涜(とく)だ。

			　人間が信仰する女神を思わせるような、美しい容姿を持ったルシフィナだが、その内面はどす黒く腐り切っている。

			　理解できない、したくないと〝歪(わい)曲(きよく)〟は首を振った。

			「……はぁあ。その死んだ者の話なのですが」

			　と、そこで席についていたレフィーゼが溜息を吐いた。

			「どうでもいい、とはいきませんね。あの水魔将が大量に集めていた奴(ど)隷(れい)をどうするかが問題です。戦力になりそうもないですし……」

			　人間、亜人。

			　数えきれないほどの女性を、ディオニスは蒐集していた。

			　奴(ど)隷(れい)にし、性処理や憂さ晴らしをするためにだ。

			「なら、私が処分しましょうか？　剣の腕が鈍らないよう、試し斬りにしましょう。練習道具は生きていた方がいいですからね」

			「…………それは」

			　顔をしかめ、レフィーゼが引いた顔をした時だ。

			「待てよ」

			〝歪(わい)曲(きよく)〟が、ルシフィナを睨み付けた。

			「あの奴(ど)隷(れい)の中には、妖精種(エルフ)やハーフエルフもいただろうが」

			「ええ、それがどうかしましたか？」

			「ルシフィナ。てめぇ、同族を試し斬りに使おうってのか」

			　嫌悪感を隠そうともせず、〝歪曲〟がルシフィナに尋ねる。

			　ルシフィナは妖精種(エルフ)と、人間の間に生まれたハーフエルフだ。

			　同族が奴隷にされているというのに何も感じず、あまつさえ自らの手で処刑しようとしている。

			「同族……？」

			　ルシフィナは理解できないというように首を傾け、数秒後。

			「ああ、そうでしたね。同族、ええ同族です。それがどうかしましたか？」

			「……どうかしましたか、だと？　無意味に同族を殺して、なんとも思わねえかって聞いてんだよ」

			　ルシフィナは口元に手をあて、おかしそうに笑った。

			「――思いませんよ？　ふふ。もう、何を言っているんですか？　ディオニスさん程度に捕まって奴隷にされるような弱い人達なんて、どうでも良いに決まってるじゃないですか」

			「――――」

			　直後、空間が〝歪(わい)曲(きよく)〟した。

			「気に食わねぇ」

			　歪(ゆが)みの発生源は――〝歪曲〟。

			　鋭くルシフィナを睨(にら)み付け、吐き捨てるように呟く。

			「気に食わねえ。ディオニスの時の態度も、今の態度も」

			　生きていれば死ぬ。

			　そんなことは〝歪曲〟にも分かっている。味方も敵も、大勢が死ぬのを見てきたのだから。

			　だが、それを冒涜し、侮(ぶ)蔑(べつ)するルシフィナが気に食わない。

			　同族の生き死にを「どうでも良い」と笑うルシフィナが気に食わない。

			「ふふ。貴方、少しだけアマツさんに似てますね」

			「……なに？」

			「甘くて、優しくて、とっても弱いところがそっくりですよ？」

			　空気が凍った。

			「――そうか。それは、這(は)い蹲(つくば)りたいって意味だな？」

			　歪みが強くなる。

			　空間がねじ曲がり、それがルシフィナを囚えた。

			　彼を〝歪曲〟たらしめる力。空間にすら干渉する強力な魔術を前にして、ルシフィナは笑うだけだ。クスクス、クスクスと。

			　やがて、〝歪(わい)曲(きよく)〟がルシフィナへ攻撃を放とうとして――。

			「――そこまでにしてください」

			　唐突に室内に現れた圧力に、空間の歪(ゆが)みが消失した。

			　それまで椅子に座っていたレフィーゼが、〝歪曲〟とルシフィナを睨み付けている。

			　それだけで、〝歪曲〟は部屋の中が冷え込んだかのような感覚を覚えた。

			「ルシフィナさん！　挑発しないでください。これ以上、仕事を増やさないで！」

			「……ええ、すみません」

			　レフィーゼに注意され、ルシフィナは〝歪曲〟に興味を失ったように部屋から姿を消した。

			　それを見て溜息を吐くと、レフィーゼが席から立ち上がった。

			「ルシフィナさんも大概ですが、すぐに手を出す貴方もありえませんからね！」

			　歪曲を鋭く指差しながら、レフィーゼは青い顔でブツブツと呟く。

			「もう勘弁してください。お仕事増やさないで。ああ、もう……オルテギア様になんと報告したらいいのか」

			　部屋の中にギュルギュルと音がなる。レフィーゼがお腹を押さえ、顔をより一層青くした。

			「お腹痛い……。うぅ、お薬欲しい」

			　ふらふらとした足取りで、レフィーゼは部屋から出て行ってしまう。

			　興を削がれた〝歪(わい)曲(きよく)〟は、振り上げていた腕を下ろすしかない。

			「……チッ」

			　一人取り残された〝歪曲〟の舌打ちは、誰の耳にも入ることはなかった。

		

	
		
			　

			第十三話　『異世界神話体系』

			　

			　グランシルク帝国を出て、俺達は東へ向かって進んでいた。

			　目的地はレイテシア大陸東部に位置する国家――ペテロ教国だ。

			　時には街に泊まり、時には野宿をし、トラブルもなく順調に帝国の東端にまでやってきている。

			　今は帝国と教国の国境線を目指し、山道を歩いていた。

			　俺の隣を歩くのは、前の街で買った果実を美味しそうに頬張る元魔王様だ。

			　こいつ、いつも何か食ってんな。

			「いいか、エルフィ。くれぐれも教国じゃ正体を気取られないようにしろよ」

			　これから向かうペテロ教国では、他の国と比べてかなり宗教が重視されている。

			　教国を作ったペテロという男が、メルトという神を強く信仰していたのが原因だろう。

			　昔は人間至上主義の者が多く、他種族への当たりが一番強い国だった。勇者パーティの一員であるハーフエルフのルシフィナに対してすら、悪感情を隠そうともしなかったからな。

			　だが、ここ三十年で情勢が変わり、教国内にも変化が訪れているようだ。

			　他種族排斥派と、他種族迎合派に分かれ、内部であれこれと争っているらしい。

			　他種族への当たりは多少マシになったようだが、魔族に対しての当たりは流石に変わらないだろう。魔族がいると知られれば、教国を守る騎士――〝聖堂騎士団〟が飛んでくるはずだ。

			「わはっている」

			　モキュモキュと咀嚼しながら、エルフィがコクリと頷く。

			　真面目な表情をしているようだが、口元が果汁でベタベタだ。

			「口元」

			「んっ」

			　溜息を吐き、街で買った布で拭(ぬぐ)ってやる。
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			　目を瞑(つぶ)り、されるがままになるエルフィ。拭(ふ)き終わると、エルフィは偉そうに頷いた。

			「うむ、ご苦労」

			「ご苦労じゃねーよ」

			「あいたぁ!?」

			　デコピンしてやると、エルフィが悲鳴をあげて額を押さえる。

			　上目遣いになって睨んでくるが、無視だ。

			　こいつ、甘やかすと調子に乗るタイプだからな。

			「うぅ。……教国が、他種族に対してどういう姿勢なのかはちゃんと知ってるさ。だから正体がバレるようなヘマはしない。封印される前に、何度か教国の者達と戦っているからな」

			「それなら良い」

			　エルフィはこれで要領がいいから、釘を刺しさえすれば問題ないだろう。

			　こいつは本当に、抜けているのか切れ者なのか分からなくなる。

			「あそこは神を強く信仰しているからな。敵に回すとかなり厄(やつ)介(かい)だ」

			　今はどうか知らないが、罪を犯した亜人や、捕まえた魔族を火炙りとか串刺しとかにしてた国だからな。

			　神敵認定されたら面倒なことになる。

			「神か。知っているぞ。ほら……天に召(め)します我が神っていう」

			「召してどうする、召して」

			　神を勝手に殺すな。

			　確か、天にまします我が神よ、という文言だったはずだ。

			「まあ……召して、でもあながち間違いじゃないんだが」

			　この世界にも、元の世界と同じように神話が存在している。八(や)百(お)万(よろず)の神がいた日本とは違い、こちらの神は二人だけだがな。

			　人間を創造したと言われる〝聖光神〟メルト。

			　魔物、魔族を創造した言われる〝堕光神〟ハーディア。

			　今の世界を創り出したのは、この二柱の神だと言われている。

			　両者を合わせて、〝創世の二神〟と呼ぶ。

			　かつて、メルトとハーディアはともに世界の創造を始めた。

			　最初は協力しあっていた二人だったが、徐々に方針の違いが明らかになっていく。

			　メルトは知性を重視し、ハーディアは力を重視していたのだ。

			　やがて、二人はその行き違いから争いを始めてしまう。

			　激しい戦いは七日七晩続き、その末にメルトはハーディアに勝利した。

			　敗北したハーディアは、メルトによって地の底へ封じ込まれてしまったという。

			　勝者であるメルトもまた、戦いで深刻な傷を負っており、人間達に世界を任せて自身も眠りについたと言われている。

			　今いる亜人種に関しては、二神が共同で生み出したという説や、魔物が進化して生まれたという説があり、ハッキリしていない。

			　俺のこの『勇者の証』は、メルトに与えられたものだと、前に聞いた覚えがある。メルトと会話したことがあるわけじゃないし、本当かは知らないが。

			「そういえば、魔族は〝堕光神〟ハーディアを信仰していたりするのか？」

			　ふと疑問に思い、エルフィに尋ねてみた。

			「『敗北した神など崇(あが)められるか』という者が多くてな。魔族で堕光神を崇めている者はほとんどいない」

			「エルフィはどうなんだ？」

			「神に食べ物を供(そな)えるくらいなら、私が食べたい」

			「なるほど」

			　とても納得した。

			　そうこう話しているうちに、国境線が見えてきた。

			　国境線の先にあるのは大きな山だが、あれを越えれば目的地だ。

			　こうして俺達は、国境線を越え、教国へ足を踏み入れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　帝国と教国の国境線を越えて進んだ先には、大きな山がそびえ立っている。

			　パルム霊山と呼ばれる、自然に魔物が発生する危険な場所だ。

			　そのパルム霊山を越えてしばらく進んだ先に、聖都シュメルツが存在する。

			〝聖光神〟に縁のあるとされる、教国の誇る聖都の一つだ。

			　――その聖都の近隣に存在する小さな村に、復(ふく)讐(しゆう)対象の二人が住まう孤児院がある。

			　俺達はひとまず聖都シュメルツを目的地と定めた。

			　復讐対象がどの面を下げて生活しているのかをすぐに見に行きたかったが、何をするにも前準備は必要だ。

			　装備品の整備や、孤児院に関する情報収集。

			　それに、教国に存在する五将迷宮――忌(き)光(こう)迷宮についての下調べもしなければならない。

			　そんなわけで、俺達はまずシュメルツに向かうため、パルム霊山を登っていた。

			　登山には慣れているが、この山を登るのはそれなりに骨が折れる。

			　足場は悪く、地面はところどころが窪んでいる。霊山から噴き出る天然の魔素のせいか、木々や草花が異様に大きく視界も悪い。

			　それに、

			「……前方から三匹」

			「了解」

			　魔素の影響のせいで、頻繁に魔物に遭(そう)遇(ぐう)しているからだ。

			　出没するのは主に尾が槍のように鋭い尾槍猿、樹木に擬態している怪物樹(トレント)などだ。

			　エルフィの検魔眼で位置を特定し、接近してきた魔物を俺が斬り捨てている。

			「迷宮ほどじゃないにしろ、流石に数が多いな。食事をしている暇もないぞ」

			「夕食まで我慢しろ」

			「むぅ……」

			　血色の悪い木々の隙間から見える太陽は傾いてきている。

			　もうしばらく歩いたら、野宿できる場所を探すとしよう。

			「前方に怪物樹(トレント)だ。ええい、次から次へと！　伊織、蹴散らせ！」

			「……あぁ！」

			　ほんの数歩進んだだけで、魔物が出没する。

			　この山は堕光神に縁のある場所らしく、それが影響しているのかもしれないな。

			「私がまだ魔王ならば、ここの魔物達を服従させてやったものを」

			　倒した魔物の残骸を見て、エルフィはそう忌(いま)々(いま)しげに呟いた。

			　魔王か。そういえば、エルフィは魔王の証である魔王紋を持っていたな。

			「魔物は魔王紋を持つ魔族か、それに認められた者に従うんだったか」

			「ああ。そういう仕組みになっている」

			「どういう原理なんだ？」

			「ふ……さっぱり分からん」

			「偉そうに言うな」

			　……駄目だこいつ。

			「エルフィの体にはまだ魔王紋が残ってるんだろ？　魔王に従っている迷宮の魔物じゃなくて、天然の魔素から生まれた魔物なら従わせられるんじゃないか？」

			「……!?」

			　そんな発想があったのか!?と言わんばかりの表情で見られた。

			　嘘だろこいつ、もしかして試したことなかったのか？

			「ふ……ふっ。その考えに至ったことを褒めてやろう、伊織」

			「…………」

			「そ、そんな目で見るな！」

			　こいつは……。

			「……それで、できるのか？」

			「私を誰だと思っている？」

			　エルフィが不敵に笑う。

			　ちょうどおあつらえ向きに、前方から三匹の尾槍猿が近付いてきている。

			　エルフィは、自信満々に魔物達の前へ出ていった。

			「エルフィスザーク・ギルデガルドの名の下に命じる!!」

			　山中に響き渡るような声と気迫を持って、エルフィが叫んだ。

			　その威容は、後ろから見ている俺にも伝わってくる。

			　これは、いけるかもしれないな。

			「――私に従え!!」

			　堂に入った仕草で、エルフィが尾槍猿へ指示を出した。

			　元魔王と呼ぶに相応しい気迫に、尾槍猿達は――。

			『キアアァアア！』

			「うわああ、伊織！　駄目だった！」

			　エルフィに向かって、一斉に槍を突き出した。

			　血相を変えて、エルフィがアクロバティックにその槍を躱(かわ)していく。

			　先ほどのエルフィの叫びを聞きつけた魔物達が、続々とこちらへやってきていた。

			「…………」

			「そんな目で見るな伊織ッ！」

			「…………」

			　結局、楽はできそうもない。

			　溜息を吐き、エルフィを引っ張って全速力でその場を離脱したのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　木々の隙間から見えていた日はすっかり沈み、代わりに月が夜空に昇った頃。

			　俺達は開けたスペースを見つけ、そこに結界を張って野宿をしていた。

			　街でエルフィが大量に買い込んだ食材を使ってシーフードシチューを作り、それを夕食とした。

			　舌を火傷(やけど)して涙目になりながらもガツガツ食べている様子から、エルフィは気に入ったようだ。

			「ほら」

			「うむ」

			　差し出した水を一気に飲み干すと、エルフィは再び美味しそうにシチューを食べていく。

			　まあ、悪い気はしない。昔もよく、こうして旅の中で料理を振る舞った記憶がある。　

			　……あの時は。

			　――へぇ、アマツ。料理上手なんだね。意外だったよ。

			　――なんだこりゃァ。城で出される料理よりも美味え！

			　――料理までできるなんて、アマツさんは凄いです。

			「――――」

			「どうかしたか、伊織？」

			「……いや、少し嫌なことを思い出してただけだよ」

			「大丈夫か？」

			「ああ」

			　一人で鍋の半分以上を平らげたエルフィが、満足気に腹に手を当てている。

			　……しまったな。

			　くだらないことを思い出していたせいで、エルフィにシチューを持っていかれた。

			　冷めないうちに、自分の分も食べておく。

			「そうだ、伊織。魔物との戦いで思ったが、お前もそれなりに力が戻ってきているんじゃないか？」

			　俺のシチューにもじっと視線を向けてきていたエルフィが、ふとそんなことを聞いてきた。

			　戦いの感覚を思い出し、首を横に振る。

			「……そうでもないさ。魔核を三つも使ったのに、全盛期の半分以下の魔力しか戻ってきてない」

			　魔毀封殺(イル・アタラクシア)や魔技簒奪(スペル・デイバウア)などの魔力を今の自分用に何度も調整を重ねたことで、ひとまず魔石を使わずとも満足に魔力が使えるようにはなった。

			　だが、依然として全盛期からは程遠い。

			　魔核を全部使っても、元の力が戻らない可能性を考えておいた方が良さそうだな。

			「それに、あの心象魔術も満足に扱えていないしな」

			　ディオニスとの戦いで習得した魔術の極地。習得してからそれなりに時間が経過したが、いまだ使いこなせていない。

			　何回か試したが、発動できてもほんの一瞬。それも良い方で、発動すらしないこともある。

			「私は心象魔術を使えないから何とも言えんが……」

			　エルフィは口元に手を当て、考え込むように唸った後、

			「よし、今から手合わせをするぞ」

			　と唐突にそう言った。

			「前に発動したのは、戦闘時だっただろう。戦いながらなら発動するかもしれない」

			「今日も何度か魔物相手に使おうとしたが、一度も成功しなかったぞ。……いや」

			　戦った魔物はどれも、心象魔術を使うまでもない相手だった。

			　ディオニスとは比べ物にならない雑(ざ)魚(こ)ばかりだ。

			　素の力では勝てない相手に対しては、発動するかもしれない。

			「分かった。やろう」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　――吹き荒れる風に、結界が啼(な)いている。

			　無音で迫る風を、辛うじて翡(ひ)翠(すい)の太刀で受け流す。

			　そう――相手にしているのは、まるで風だ。

			　その存在に気付いた時には、すでに通りすぎている。

			「――〝魔脚・無(む)風(ふう)閃(せん)〟」

			　エルフィが取り戻した三つ目の部位、『両足』に宿っていた能力の一つ。

			　吹き荒れる風のような速度で移動する、瞬速の力だ。

			　だが、脅威なのはその速度だけではない。卓越した技量によって、エルフィは『無音』で迫ってくる。

			「……改めて、とんでもないな」

			　魔脚で移動しながら、エルフィが魔腕を叩き込んでくる。

			　それに対応できるのは、英雄時代に身に付けた察知能力のお陰だろう。

			　柔剣を使って、その圧倒的な威力を地面へ受け流す。

			「どうした伊織。あの鬼に使っていた、鬼剣とやらは使わないのか？」

			「あれを使うには、筋力も魔力も足りてないんだよ」

			　追撃を受け流し、エルフィの質問に答えた。

			　鬼剣はディオニスが編み出した剣技だ。

			　あいつの持つ膨(ぼう)大(だい)な魔力量と人間離れした筋力を前提として作られているため、どちらも劣化している今の俺には使うことができないのだ。

			「――魔腕・壊(かい)裂(れつ)断(だん)」

			「ッ」

			　振り下ろされる五爪を、バックステップで回避する。

			　が――。

			「くっ……」

			　エルフィの一撃が、地面を大きく抉(えぐ)った。

			　足場を奪われ、こちらの体勢が大きく崩される。

			「――魔眼」

			「――――！」

			　――背後。

			　気付けば、エルフィは俺の背後を取っていた。

			　闇夜の中に、灼(や)けるような紅(ぐ)蓮(れん)の双(そう)眸(ぼう)が煌めく。

			　この体勢では、躱(かわ)せない。

			　魔技簒奪(スペル・デイバウア)や魔毀封殺(イル・アタラクシア)は間に合わない。

			　エルフィから感じる、肌がひりつくような魔力。こちらの装備では防ぎきれない。

			　エルフィが勝利を確信した風に頬を緩めるのが見えた。

			「――灰(かい)燼(じん)爆(ばく)」

			　紅(ぐ)蓮(れん)が迫る。

			　この馬鹿、加減してねぇぞ。

			　やばいな、流石に直撃すればただでは済まない。

			「――――」

			　視界にノイズが走る。

			　あの後ろ姿が見えた。それはほんの一瞬で、ノイズも後ろ姿もすぐに消えていく。

			　その一瞬で、十分だ。

			『勇者の証』から溢れだした魔力を翡(ひ)翠(すい)の太刀に乗せ、迫る紅(ぐ)蓮(れん)へ真っ向から剣を振りぬいた。

			「第二鬼剣――〝乖(かい)裂(れつ)〟」

			　魔力と威力を込めた剣を上段から振り下ろす。

			　翡翠の太刀が向かってきた紅蓮を両断した。

			　爆風が木々を揺らし、砂埃が舞い上がった。

			　こちらの一撃は灰燼爆を両断しただけでは収まらず、その先に立っていたエルフィへ激突した。

			「うぉぉああ!?」

			　魔腕で受け止めたエルフィが奇声を発し、結界を破って夜の山へと吹き飛んでいった。

			　結界の穴から、中へ風が吹き込んでくる。

			　それ以外の音は聞こえない。

			「…………」

			　あ、戻ってきた。

			　自分が破った結界を修復すると、足早にエルフィがこちらへ近づいてくる。

			「……殺す気か！」

			「俺の台詞だ！」

			　どの口で言う。

			　あの威力の爆撃食らったら、こっちは丸焼けだぞ。

			「私は心象魔術を使える切っ掛けを作ろうと思って、わざと威力を高めにして撃ったんだ！」

			「それにしたってもう少し威力落としとけよ……！」

			　あの時、ほんの一瞬だけ使用することができた。

			　ディオニスの時とは比べ物にならないほど、短時間だったが。

			　やはり、俺の心象魔術は自分よりも強い相手と戦っている時に発動するのだろうか。

			「今ので服が汚れてしまった。汗もかいたし……さっき見つけた泉で体を洗ってくる」

			「この気温でか？」

			　冬というほどではないが、山なだけあって夜はそれなりに冷える。

			　そんな中で冷たい水に入ったら風邪引くぞ。

			「大丈夫だ。泉沸かすから」

			「!?」

			　……こいつ、今とんでもないこといいやがったぞ。

			「伊織、覗(のぞ)くなよ」

			「覗(のぞ)くか、馬鹿」

			「分身体だから裸体を見られても私は気にしないが、泉を沸かす熱で周囲が灼熱地獄になるからな。人間のお前が近づいたら溶けるぞ」

			　入浴のためだけに煉獄迷宮でも作る気かよ、こいつ。

			「分かってるよ。ほら、さっさと行ってこい」

			「うむ、行ってくる」

			　結界を一部解除し、エルフィが再び外へ出ていった。

			「……まったく」

			　俺も戦いで汚れて気持ち悪いな。

			　街についたら、ゆっくり体を洗おう。

			「さて……もう寝るか」

			　購入した寝袋を設置し、その中に潜り込む。

			　流石に前みたいに落ち葉に布を引いただけのベッドではしんどいからな。

			　あくびをし、目を瞑(つぶ)ろうとした時だった。

			　タッタッタッと足音が近づいてくるのが聞こえた。

			　エルフィか。

			「伊織、タオル忘れた！」

			「ったく……」

			　体を起こし、エルフィの方を向く。

			「――――」

			　化物がいた。

			　生首が浮いている。

			　その左右に腕が浮遊し、地面で二本の生足が動いていた。

			　首、腕、足。

			　――完全に化物。

			「あああああああァああッ!?」

			「おおおおおおお!?」

			　俺の叫び声と、それに驚いたエルフィの叫びが響き渡った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日。

			　荷物を整え、出発した。

			　途中、何度か魔物に襲撃されたが、軽く撃退している。

			「生首だけの時でもだいぶホラーだったが、腕と足が追加されると余計に不気味になるな。正直あれは気持ち悪い」

			「きもっ!?　ぶ、無礼な！　伊織に裸を見せると怒るから、胴部分の分身体を消してきたんだぞ！」

			「それでも他にやりようがあるだろ……。化物にしか見えなかったぞ」

			「解せぬ……」

			　次に手に入る部位が心臓じゃないことを祈る。

			　胴体なしだと凄い絵面になりそうだからな。

			　何度か休憩を挟みながら、進むこと数時間。

			　ようやく、俺達は霊山の山頂に到着した。かなり遠くに、小さく街が見えている。

			「おぉ、あれが聖都シュメルツか」

			「ああ。距離的に、明日には到着できそうだな」

			　ここが折り返し地点だ。

			　あとは降りるだけだから、体力的には楽になるだろう。

			　迷ったりトラブルがなければ、そう時間は掛からないはずだ。

			「日が暮れる前に、できるだけ山を下ろう」

			　そう言って、山頂から降りようとした時だった。

			「……伊織！」

			　エルフィが叫んだ。

			　瞬間、周囲の空気が変わった。

			　俺達を囲むように、結界が張られたのだ。周囲の魔力の流れが、極端に分かりづらくなった。

			「――――」

			　結界の作動と連動するように、外が光った。

			　攻撃魔術が結界をすり抜け、俺達へと向かってくる。

			　エルフィが魔腕で弾き、俺は魔毀封殺(イル・アタラクシア)で防御する。

			「伊織、これは……！」

			「……〝妨害結界(マジツク・デイスターバー)〟」

			　内部の魔力の働きを乱し、魔力探知や魔術の行使を妨害する結界だ。

			　この結界のせいで、どこから攻撃されているのかが分からない。

			　だが、この結界以上に気になっていることがあった。

			　それは。

			「この結界は……王国式だ」

			　これを行使できる魔術師は、王国でも限られる。誰が仕掛けてきたのかを、すぐに理解した。

			　王国からの追っ手である、〝選定者〟。

			　そして、恐らくそれを率いているのは――。

			「……リューザスッ！」

			　結界の外から、魔術が降り注いだ。

		

	
		
			　

			第十四話　『大魔導の真価』

			　

			　周囲を覆う〝妨害結界(マジツクデイスターバー)〟の影響で敵の姿は見えない。

			　魔力を探知することもできない。だが、王国式の魔術を使う連中に襲撃されれば、誰を相手にしているかは分かる。

			　あいつを殺せなかった理由――〝因果返葬〟は、心象魔術を上手く使用できれば突破できる。

			　こちらが対処法を手に入れてから、わざわざ出向いてくれるとはな。

			　よほどリューザスは俺に復(ふく)讐(しゆう)して欲しいらしい。

			　飛来する魔術を斬り落とし、結界の外を睨みつける。

			「……何者だ！　姿を現せ！」

			　正体は分かっているが、知らないふりをして襲撃者へ呼び掛ける。

			　こちらの呼びかけには応じず、相手は姿を現さない。

			　だが、結界内に反響するように声が響いた。

			『我々は王国所属――〝選定者〟』

			『王国に不要な存在を選別し、処刑する者なり』

			　想像通り、相手は選定者。

			　騎士団、魔術師団の枠を越えて編成された、王国最強の戦闘集団。

			『天月伊織――魔族を滅する使命を与えられながら、魔族と行動をともにする穢(けが)れた勇者よ』

			『僅かにでも人の心があるのなら、そこの魔族を滅した後、我々とともに王国へ戻れ』

			『これは国王陛下の慈悲である』

			　声は反響し、どこから聞こえているかは分からない。

			「笑わせるなよ、選定者ども。王国の都合なんぞ、俺の知ったことか」

			　微(み)塵(じん)の興味もない。

			「リューザス、いるんだろ？　奈落迷宮の続きをしよう」

			　それに、選定者如(ごと)きに用はない。

			　俺が会いたいのは一人だけだ。

			「――今度こそ、殺してやるよ」

			　返事はない。

			『――――』

			　だが、『声』の向こう側から聞こえた小さな息遣い。

			　それだけで分かった。

			　やはり、リューザスはこの場にいる。

			『愚かだな、穢(けが)れた勇者』

			『国王陛下の慈悲を無下にするとは』

			『貴様の存在は、王国にとってもはや不要となった』

			『この地でその命を散らすが良い』

			　残響が止む。

			　もう声は聞こえない。

			　相手も本気で殺しに掛かってくるだろう。

			「伊織、冷静さを失うなよ。昂揚するのも分かるが――」

			「分かってる」

			　因果返葬に対処できるようになったからと言って、リューザスを容易く殺せるわけじゃない。

			　それどころか、状況はかなり悪いといっていい。

			　襲撃を仕掛けてきたということは、相手は俺達を殺す用意をしてきたということなのだから。

			　再び、選定者からの襲撃が始まった。

			　多方向から、高威力の魔術が連続して飛来する。

			　柔剣で受け流していくが、選定者達はすぐに使用する魔術を切り替えた。

			　剣では受け流せないような、広範囲魔術が放たれる。

			「――邪魔だ！」

			　だがそれも、エルフィの魔眼で一網打尽にされる。

			　重力に押し潰され、呆気なく消滅した。

			　そのままエルフィは、周囲を囲む結界に魔眼を放つ。結界が爆裂し、大きな穴が発生した。

			　だが――。

			「……む」

			　魔眼によって開いた部分は、ほんの数秒で元通りになってしまった。

			　この結界は相当な魔力量で展開されているらしい。

			　ならば、と外にいる連中を探知しようと、エルフィが結界の外を睨む。

			「どうだ？」

			「……駄目だな。視えないこともないが、私に捕捉されないように動き回っている」

			　対象を視認できなければ、エルフィの魔眼は使用できない。

			　どうやら、魔眼の対策は万全らしい。

			　そうしているうちに、襲撃者は次の手に出た。

			　結界内に二メートルを越える岩の人形がドカドカと入り込んでくる。

			　遠隔操作できる人造の〝土巨人(ゴーレム)〟だ。

			　八方からやってきており、俺達はまたしても囲まれる形になる。

			　妨害結界の効果で動きは緩(かん)慢(まん)だが、真っ直ぐこちらに接近してきていた。

			「……不(ま)味(ず)いな」

			　後手に回らされている。

			　魔術師(リユーザス)相手に後手に出るのは、下策中の下策だ。何とかして、この結界を突破しなければならない。

			　それも、今すぐに。

			「エルフィ！　さっき、一瞬だが結界の一部を破壊できていたな？」

			「ああ。すぐに修復されたが、強度自体は高くないらしい」

			「結界に近づいてから、もう一度魔眼を使ってくれ。修復される前に外に出る！」

			　そう言ってすぐに、前へ踏み出す。

			　立ち塞がる土巨人へ向けて、魔石を投(とう)擲(てき)。壊魔(ブレイク・マジツク)で消し飛ばす。

			　バラバラになる土巨人。だが、逆再生するかのように、弾け飛んだ部位が修復されていく。

			　この手の土巨人は、核を破壊しない限りは再生し続けるのだ。

			「邪魔だ」

			　修復されていくさまを分析して核の位置を特定し、翡(ひ)翠(すい)の太刀で切断する。

			　バキィッと音が響き、土巨人が地面に崩れ落ちた。

			　残骸を踏みつけ、結界へと走る。

			　後ろから追ってくる土巨人は無視だ。

			「エルフィ！」

			「ああ……！」

			　魔眼が再度、結界に炸裂した。結界に開いた穴から、俺達は外へ飛び出す。

			「……む？」

			　外へ出た俺達へ、選定者からの攻撃はない。

			　襲撃を予想し、身構えていたエルフィが周囲を見回す。

			「……どういうことだ。奴らの姿が見当たらんぞ」

			「――――」

			　思い返す。

			　連中は最初、魔術で攻撃を仕掛けてきた。だがすぐに魔術は止み、人造土巨人が放たれた。

			　俺達が土巨人を相手にしている間、連中は魔術攻撃をしていない。

			　やろうと思えば、土巨人を操作しながらでも俺達を攻撃できただろうに。

			　選定者はその間、何をやっていた？

			　――リューザスはその間、何をやっていた？

			「――――ッ」

			　不(ま)味(ず)い。

			「エルフィッ！　今すぐこの場を離れるぞ！」

			「伊織？　それは、どういう」

			「良いから、お前の魔脚を使って――――」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――〝喪失魔術(ロストマジツク)・落星無窮〟――」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　悪寒が走る。

			　周囲の気温が一気に冷え込むような錯覚を覚えた。

			　それはエルフィも同じだったようで、空を見上げて紅い双(そう)眸(ぼう)を見開いている。

			　――星が落ちてきていた。

			　いつの間にか、頭上に青白く光る巨大な星があった。

			　いや、星じゃない。あれは、膨(ぼう)大(だい)な魔力の塊だ。

			「選定者とやらが、使ったのか……？」

			「違う。恐らくは……リューザスだ」

			　あいつが姿を現さなかった時点で、何かの仕掛けをしているのだと考えていた。

			　これほどの魔術を使われるのは、想定外だ。

			　明らかに、あれは〝喪失魔術(ロストマジツク)〟級の威力を内包している。

			　衰えきったリューザスに、まさかこんな魔術が使えるなんて。

			　選定者達の攻撃が止んだのは、この一撃から逃げるためだったのだろう。

			「魔脚で逃げられないか？」

			「……無理だな。あれが落ちれば、この山ごと吹き飛ばされる」

			「そうか……」

			「だから、最大火力の魔眼をぶつける。凄まじい爆発が起こるだろうが、お前の魔毀封殺(イル・アタラクシア)で防いで――」

			　言いかけたエルフィが、空を仰いで言葉を止めた。

			「――――」

			　今まさに落ちてきている星――その真上から、新たにもう一つ、巨大な星が現れた。

			「なんだと……!?」

			「あれでは、私が魔眼を撃っても……！」

			　あの星が一つであれば、エルフィの魔眼と魔毀封殺で何とか対処できたかもしれない。

			　だが、二つでは無理だ。今の魔毀封殺では、到底防ぎきれない。

			「――――！」

			　ダメ押しとばかりに、俺達の周囲を妨害結界(マジツク・デイスターバー)が覆った。

			　あらかじめ、入念に仕掛けをしておいたのだろう。

			　俺達を、確実に仕留めるために。

			『――終わりだ、アマツ』

			「リューザス……ッ!!」

			　リューザスの嘲(ちよう)笑(しよう)が響き渡る。

			　それに呼応するように、一つ目の星が結界のすぐ上にまで迫る。

			　エルフィは諦めず、魔眼を放つための魔力をチャージしている。

			　だが、これでは――――。

			『そこのクソ魔族とともに、俺の魔術で潰れて死ね』

			　勝ち誇ったリューザスの耳障りな声。

			　星が迫る。

			　このままでは、俺は死ぬ。

			　目の前に復(ふく)讐(しゆう)対象がいるのに、復讐を果たせぬまま。

			　俺はまた、リューザスに殺されることになる。

			　このままでは、俺達は死ぬ。

			　――あの星が落ちれば、エルフィが死ぬ。

			「……させない」

			『……あ？』

			「――殺させない」

			　帝国で、俺はエルフィとともに歩むと決めた。

			　だからエルフィを殺させたくない。殺して、たまるか。

			「俺が、助ける」

			『は、今のてめェに一体何ができる』

			　リューザスが嘲(ちよう)笑(しよう)する。

			　今のお前には、何もできないと。

			　それは正しい。今の俺には、何もできない。

			　だから――。

			「――――」

			　雑音は聞こえない。

			　無駄なモノは視界に入らない。

			　世界の動きが緩(かん)慢(まん)になった。

			　灰色に染まった世界の中、遠くはなれた場所に俺(アマツ)が立っている。

			　迫る落星を見据えるその背へ手を伸ばす。

			　電撃のように魔力が迸った。

			　ここ数日、どれだけ使用しても感じなかった手応え。

			　今なら使えるとそう信じて、

			「――【英雄再現(ザ・レイズ)】」

			　俺は心象魔術を使用した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			〝魔技簒奪(スペル・デイバウア)〟では駄目だ。

			　あの星を二つ同時に奪うほどの力はない。

			〝魔毀封殺(イル・アタラクシア)〟では駄目だ。

			　あの星を二つ受けきるほどの力はない。

			　ならば俺が使うべきは――。

			「〝魔撃反射(インパクト・ミラー)〟――ッ！」

			　それは、受け止めた攻撃の威力を倍にし、相手に返すカウンター魔術。

			　魔力を纏(まと)った翡(ひ)翠(すい)の太刀を振り下ろす。

			　落星の一部に刃が触れる。その瞬間、落星の内包する魔力量が跳ね上がった。

			『な……!?　アマツ、てめェまさか！』

			　同時に、星が軌道を大きく変える。

			　落下してきていたもう一つの星へ向けて、弾けるように上昇する。

			　上昇してきていた星に突き上げられ、二つの星が霊山の遥か上空へ移動した。

			「でかしたぞ、伊織！」

			　その結果を見届けるよりも先に、俺はエルフィに掴まれる。

			『ッ、クソが……！』

			「慌てるなよ、リューザス」

			　魔脚を発動したエルフィに抱き抱えられ、急激にその場を離脱する。

			　直後、上空で凄まじい爆発が起こった。

			　その余波に飲まれるよりも先に、俺達は霊山の麓(ふもと)へと到達する。

			　激震する霊山を見上げながら、呟く。

			「準備を整えたら、しっかり殺してやるから」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「馬鹿な……！　喪失魔術(ロストマジツク)が……ッ！」

			　霊山上空で消失した二つの星を見て、〝選定者〟第一席ハロルド・レーベンスが歯噛みする。

			　いくら勇者と魔族でも、喪失魔術の二連撃にはどうすることもできない。

			　ハロルドのその予想は、目の前で容易く崩れ去った。

			「……穢(けが)れた勇者どもがッ！　奴らが教国に着く前に追いつき、再び追撃を仕掛ける！　今すぐに奴らを――」

			「……待て」

			　命令を下そうとしたハロルドを止めたのは、〝宮廷魔術師〟リューザス・ギルバーンだ。

			　二つ続けての喪失魔術行使に、全身びっしょりと汗をかきながら、鋭い視線を選定者達に向けている。

			「落星無窮を弾く相手だ。作戦を変更する必要がある。泳がせ、もう一度期を待つべきだ」

			「……我々選定者では、あの二人を殺せないと？」

			「そうだ」

			　リューザスは知っている。

			　天月伊織の正体を。落星無窮を弾(はじ)いた魔術のことを。

			　天月伊織がアマツとしての力を取り戻しているのなら、選定者如きでは話にならないだろう。

			　だから一度準備を整える。

			　そう言おうとしたリューザスを、ハロルドを始めとした選定者達が睨み付けた。

			「国王陛下とリューザス殿は、どうやら勇者を過大評価されているらしい」

			「……何だと？」

			「いいや。我々を、過小評価されているようだ」

			　ハロルドの態度に、リューザスが目を細める。

			「まあ、無理もないでしょうな。貴方は二度もあの勇者によって醜態を晒(さら)しているのだから」

			「貴様……！」

			　挑発の言葉に、リューザスが激怒する。

			　しかし、魔力を使い果たした状態ではロクに動くこともできず、ハロルドを睨み付けることしかできない。

			「我々は選定者。王国最強の存在だ。勇者だろうが魔族だろうが、我々に裁けぬモノはない」

			　ハロルドの言葉に、選定者達が無言で同意を示す。

			「リューザス殿の魔術の腕は認めよう。だが、これ以上は指揮を任せてはおけない」

			　それから、ハロルドはリューザスの耳元で、そっと囁(ささや)いた。

			「過去の遺物風情が、あまり大きな顔をするなよ。むざむざ英雄アマツを死なせた役立たずが。英雄アマツではなく、貴様が死んでいれば良かったのだ」

			「……ハロルド、てめェ」

			　睨み付けるリューザスを鼻で笑い、ハロルドは声を張り上げた。

			「これより、選定者の指揮は、第一席であるこのハロルド・レーベンスが取る！」

			「「――はっ！」」

			「リューザス殿は私に従い、魔術を行使するだけで良い」

			　吐き捨てるようにそう言うと、ハロルドは選定者達に伊織を追跡するように指示を出した。

			　短く返事をすると、数名の選定者が伊織達の向かった方向へと駆けていく。それを追って、ハロルド達も移動を開始した。

			　リューザスだけが、その場に取り残される。

			「クソ、クソ、クソッ、クソがァ……！」

			　誰もいない空間で、リューザスが何度も拳を地面に叩き付ける。

			「どいつもこいつも……ッ！　何が英雄だッ!!」

			　その時、ハロルドの言った言葉が脳裏を駆け巡った。

			　――英雄アマツではなく、貴様が死んでいれば良かったのだ。

			　馬鹿が、とリューザスは唇を噛みしめて呟いた。

			「俺は間違ってねえ……あの時も、そしてこれからも――」

			　淀みきったリューザスの双(そう)眸(ぼう)。

			　復(ふく)讐(しゆう)に灼(や)かれた魔術師の瞳は、伊織達の去った方向を睨みつけていた。

			「あの馬鹿どもじゃ、アマツは殺せねえ」

			　全盛期の自分でも殺せなかった化物を、あんな連中が殺せるはずがない。

			「……アレを使うしかねェな」

			　リューザスは包帯でグルグル巻きになった右手に視線を向けた。

			　その下にあるモノが、禍(まが)々(まが)しく脈動する。

			「…………」

			　目を瞑(つぶ)り、リューザスはローブへ手を伸ばした。

			　そこから取り出したのは、小さなネックレスだった。

			　魔力付与品(マジツクアイテム)ではない、ただのネックレスだ。

			　それは大した装飾は施されておらず、宮廷魔術師が身に付けるにしては酷く質素なモノだった。

			「死ぬべきなのは、俺じゃねえ。あの甘ったれた、クズ野郎だ」

			　ネックレスを握り、リューザスは思う。

			　誰が忘れようが、自分だけは忘れない。

			　何があっても、絶対に。

			　

			「――三十三年前の復(ふく)讐(しゆう)は、必ず……!!」

			　

			　それは、呪いのような呟きだった。

		

	
		
			　

			閑話　『元魔王が目覚めた日』

			　

			　――闇。

			　視界のすべてを、闇が覆い尽くしていた。

			　身動きはできず、口を開くことも、音を聞くこともできない。

			　何もない闇の中で、ただ一人きり。

			　何の変化もない世界に、一人だけ取り残されている。

			「――――」

			　一体、いつまで続くのだろう。

			　なぜ、自分がこんな目に遭わなければならないのだろう。

			　出たくても出られない。

			　死にたくても死ねない。

			　――憎い。

			　自分をこんな目に遭わせた奴が憎い。

			　何も見えない瞳には、この闇に封じられる直前の光景が焼き付いている。

			「――――」

			　約束を破り、部下を虐殺したオルテギア。

			　お前も騙されていたんだよ、と嘲(ちよう)笑(しよう)する鬼族の男。

			　穏やかに愉悦の笑みを浮かべながら、自分をこの闇に封じ込めたハーフエルフの女。

			　憎い。

			　その誰もが、憎くて堪(たま)らない。

			　憎い、憎い憎い憎い憎い憎い憎い憎い。

			　――どんな手を使おうとも、復(ふく)讐(しゆう)してやる。

			　そう、復讐の炎を心に燃やしたまま、三十年が経過した。

			　一日でも気が狂いそうな世界に、三十年。

			　正気を保っていられたのは、全身を焼く憎悪があるからか。それとも、使命感があるからか。

			　あるいは、自覚がないだけで、すでに狂ってしまっているのかもしれない。

			「――――」

			　僅かに回復した魔力を、結界へとぶつける。

			　しかし、手応えはない。何度ぶつけても、結界は小揺るぎもしない。

			　効果はあるはずだ。ほんの少しずつだが、結界の強度は落ちている。ただ、壊れるのに時間が掛かるだけだ。壊れるまで、数百年と言ったところだろうか。

			　それまで、意識を保ち続けられれば、の話だが。いっそ、植物のように何も考えずにいた方が楽かもしれない。

			　――いや、とすぐに甘い考えを否定する。

			　自分には、やらなければならないことがある。

			　こんなところで諦めているわけにはいかないのだ。

			「――――」

			　一体、いつまで続くのだろう。

			　いつになったら、自分はここから出ることができるのか。

			　そう、何万回目にもなる疑問を浮かべた時だった。

			　――ふと、魔力を感じた。

			　誰のものかは分からない。

			　もしかしたら、自分が放った魔力かもしれない。

			　直後、パキリと音がして。

			　

			　――〝元魔王〟エルフィスザーク・ギルデガルドを覆っていた結界が砕けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――ッ」

			　いつかぶりの光に、目が焼かれる。

			　久しぶりの音が、鼓膜を揺らす。

			　三十年ぶりの外気が、エルフィスザークの頬を撫でた。

			　――気付けば、彼女は結界の外にいた。

			「は」

			　両手足を奪われたエルフィスザークには、頭部しか残っていない。

			「はは」

			　ふよふよと、エルフィスザークの頭部が宙に浮いている。

			「ふはははははははッ!!　出れた、出れた、出れたぞッ!!」

			　頭だけで、エルフィスザークは哄(こう)笑(しよう)する。

			　出てやったぞ、ざまあみろ、と。

			「オルテギアァ!!　すぐに貴様のところへ行って、復(ふく)讐(しゆう)してやるぞ!!　ははははははははは!!　ふはははごはっ!?　ごほごほッ!!」

			　勢い良く咳き込み、エルフィスザークは我に返った。

			「ふぅ。……む、ここは奈落迷宮……か？」

			　周囲を確認し、自身の居場所を即座に把(は)握(あく)する。

			　エルフィスザークは、土壁に覆われた広い部屋の中にいた。

			「……他には誰もいないようだな」

			　誰かが自分を助けてくれたのでは、と一瞬だけ考えたが、そうではないようだ。

			「……あれは迷宮核か」

			　部屋の奥に、虹色に輝く球体を見つけた。

			　あれは迷宮核。迷宮を運営している、魔力の塊だ。

			　どうやらエルフィスザークは、迷宮核と同じ場所に封印されていたらしい。

			「ふむ。……とりあえず、体を作ろう」

			　いつまでも、首だけで浮いているわけにもいかない。

			　エルフィスザークは、魔力で仮の体を生成した。

			　分身体と呼ばれる、義体のようなものだ。強大な力を持つ〝元魔王〟だからこそできる芸当。

			「……ふむ」

			　首から下の体を生やし、手足を動かして具合を確かめる。

			　久しぶりに生み出した分身体だが、思いの外、上手くできている。違和感はなく、元の体と同じように動かすことができた。

			「ぶぇくしょん!!　……ちょっと寒いな」

			　現在、エルフィスザークは全裸だ。迷宮の空気はひんやりとしており、肌寒い。

			　魔力で黒い服を生み出し、身に纏(まと)った。これで完璧だ。

			「私の美しい肢体を切り分けるとか……あのハーフエルフ、ただではおかん」

			　当然、オルテギアも、あの鬼族の男も。

			「……私が結界を出たことは、すぐにオルテギアに伝わるだろうな。奴らが動く前に、行動しなければ」

			　自分の中にある魔力量は、全盛期から大きく減ってしまっている。

			　手足がないせいで、使用できるのは〝魔眼〟のみだ。その魔眼も、今では大半が使用できなくなってしまっている。

			　切り分けられた手足は、他の迷宮に封印されているのだろう。

			「……ますます許せんな」

			　しかし、これからどうするか。

			　腕を組み、エルフィスザークは考える。力を失っている現状、できることは多くない。

			「ひとまずは……」

			　魔眼を発動したエルフィスザークが、部屋の中に鋭く視線を向ける。

			「この私を隠れ見るとは不敬だな。出てくるが良い」

			　誰もいない空間に向けて、エルフィスザークが呟く。

			『――ふん、気付いていたか』

			　部屋の中に、低い声が響き渡った。

			　直後、部屋の中央が盛り上がり、巨大な龍が姿を現す。

			「岩窟龍(アースドラゴン)か。お前が今代の〝土魔将〟か？」

			『いかにも。我こそ、オルテギア様に〝奈落迷宮〟を任されし土魔将――バルギルド』

			　現れた土魔将が、悠然とエルフィスザークを見下ろす。

			　その双(そう)眸(ぼう)に浮かんでいるのは敵意だ。

			『偉大なるオルテギア様に歯向かった……愚かな反逆者よ。どのような手を使って、結界を破った？』

			「……知らんな。気付いたら、外に出ていた」

			『そんなはずはない。貴様程度では、あの結界は破れないはずだ』

			「――そんなことは、もはやどうでも良いだろう？　私が外に出られたという事実は、どうあっても変わらないのだからな」

			　その不敵な笑みに、土魔将が動揺するように身動ぎした。

			　だが、それも一瞬だ。

			『オルテギア様は、決して貴様を外に出すなと命じられた』

			「ほう？」

			『エルフィスザーク。貴様をこの迷宮の外に出すわけにはいかん』

			　土魔将の殺意が、エルフィスザークに向けられる。その体躯は、小山を思わせるような巨大さだ。

			　小柄なエルフィスザークなど、腕だけで容易に潰すことができるだろう。

			　それだけの身長差がある相手から向けられた殺意に、

			「ふん」

			　エルフィスザークは小さく鼻を鳴らすだけだった。

			「それで、貴様が私を殺すと？」

			『……そうだ、反逆者』

			　土魔将が、エルフィスザークの言葉を肯定した直後だった。

			「――思い上がるなよ、龍」

			　一瞬にして、部屋の気温が下がった。

			　凍てつくような気迫が、土魔将に突き刺さる。

			「私を誰だと思っている。笑わせるなよ、魔将風情が」

			『――ッ』

			　エルフィスザークの気迫に、土魔将が後(あと)退(ずさ)る。

			　力を失い、首だけになったとしても、エルフィスザークは〝元魔王〟だ。その気迫が衰えることはない。

			「今すぐ退くのならば見逃そう。だが――私を阻むというならば容(よう)赦(しや)はせん」

			『……我はオルテギア様に迷宮を任せられた身。反逆者などに屈したりはせぬわ!!』

			　巨体を震わせ、小さく喉を鳴らしながらも、土魔将は退かなかった。

			「そうか。ならば散るがいい」

			　元魔王は、冷酷に死を宣告する。

			　エルフィスザークの魔眼が、禍(まが)々(まが)しい紅に染まった。

			　その双(そう)眸(ぼう)にあるのは〝魔王眼〟――全身に魔を宿した、エルフィスザークだけが持つ特別な魔眼だ。

			『……！』

			　その輝きに、土魔将が動き出そうとして、

			「――〝魔眼・灰(かい)燼(じん)爆(ばく)〟」

			　それよりも早く、紅(ぐ)蓮(れん)の地獄が生まれた。

			　魔眼によって巻き起こされた爆発が、瞬く間に土魔将を飲み込む。

			「私を前に退かなかった度胸だけは、賞賛してやろう」

			　彼女は〝元魔王〟。

			　頭部だけになり、力の大半を失ったとしても、魔王であると認められた事実は変わらない。

			　ならば、たとえ土魔将が相手でも、エルフィスザークを阻(はば)むことなど――――。

			『……この程度か』

			　できない……と彼女は思っていたが……。

			「……あれ？」

			　爆発に巻き込まれたはずの土魔将は、ほぼ無傷だった。岩の装甲が僅かに焦げているだけで、その内側には爆発がまるで届いていない。

			　いまだ、悠然とエルフィスザークを見下ろしている。

			「うーん……。結構、力を込めて撃ったと思ったのだが……想像していた以上に出力が落ちていたか」

			　三十年の間、闇に包まれていた影響もあるだろう。そういった勘や、調整能力が鈍っているようだった。元の威力があれば、土魔将は跡形なく消し飛んでいたはずだ。

			「まったく……困ったものだ。本当に許せんな、私を封印した連中は」

			『…………』

			「まあ、腹も減ったし、ひとまず何か食べるとしようか。うむ、それがいい」

			『…………』

			「こんなところには碌(ろく)なものもなさそうだし、外へ出るか。まあ、貴様も何か食べると良い」

			　ではな、と手を挙げて、エルフィスザークはそのまま部屋を出ていこうとして、

			『――逃がすと思っているのかッ!?』

			　土魔将の振り下ろした拳に、行く手を阻まれた。

			「おのれ、やはり駄目だったか……！」

			『当たり前だ、反逆者!!　元魔王と聞いて警戒したが、何だあれは？　虫に刺されたかと思ったぞ！』

			　激怒しながら、土魔将が連続して腕を振り下ろしてくる。

			　室内を跳躍し、エルフィスザークは何とかそれを躱(かわ)していく。

			『ハッ、逃げ足だけは早いようだな。小さな虫！』

			「――〝魔眼・灰(かい)燼(じん)爆(ばく)〟」

			『小(こ)賢(ざか)しいわッ!!』

			　回避しながら、連続して魔眼をぶつけていくも、土魔将にダメージはない。

			　岩窟龍(アースドラゴン)の装甲は硬く、並大抵の攻撃では歯が立ちそうになかった。

			「……ぬぅ」

			　今のエルフィスザークでも、土魔将にダメージを与えることは不可能ではない。全力の魔眼を撃ち込めば、あの装甲があっても吹き飛ばすことができるだろう。

			　だが、それには時間をかけて魔眼に魔力を集中させる必要がある。現状、魔力にそんな余裕はない。土魔将の攻撃を避けるのに精一杯だ。

			　ならば、エルフィスザークが取るべき手は限られてくる。

			　周囲の状況や、土魔将の実力などを考慮し、エルフィスザークは次の一手を決定した。

			「喰らえ……！」

			　威力を落とし、ひたすらに魔眼を連射する。

			『馬鹿が。いくら攻撃しようとも、その程度で我は倒せんわ！』

			　当然、土魔将にはダメージがない。せいぜい、爆発で視界が悪くなる程度だろう。

			　エルフィスザークを見失い、その巨体が僅かに動きを緩める。

			　それで、エルフィスザークには十分だ。

			「……馬鹿は、貴様だ」

			　できた時間を利用し、エルフィスザークは魔眼に魔力を集中させる。

			　そして、威力が上昇した魔眼を放出した。

			　土魔将にではなく――その頭上、天井に向けて。

			『む!?』

			　奈落迷宮は地面が脆(もろ)く、よく崩落が起きる。そこへ魔眼を撃ち込めば、当然のように崩壊が起こる。

			　砕け散った天井が、バルギルドに降り注いだ。

			　当然、その程度ではダメージは与えられない。だが、土魔将の動きは止まった。

			「私を虫と侮(あなど)ったこと、今すぐ後悔させてやる」

			『――!?』

			　直後、エルフィスザークは凄まじい勢いで走り出した。その勢いに何かを感じ、土魔将が防御態勢を取る。

			「ガシッ」

			　身構えた土魔将に反して、エルフィスザークはその巨体の横を素通りしていく。

			　そして、迷うこなく、迷宮核に手をのばす。

			『な!?』

			「後悔させてやると言っただろう？」

			『やめ――』

			　ブチッと音を立て、迷宮核がもぎ取られた。瞬間、核を失った迷宮が動きを止める。

			　そう遠くないうちに、迷宮内にいる魔物達は弱り、まともに動けなくなるだろう。

			「私を侮(あなど)るからこうなるのだ。迷宮核を守れなかったと知ったら、オルテギアは貴様をどう思うだろうな？」

			『き、貴様……』

			　怒りで震える土魔将に、エルフィスザークは不敵な笑みを浮かべ、

			「これで終わりだと思わないことだ。私はすでに次の一手を決定している」

			　そう宣言する。

			「貴様は、私を侮(あなど)りすぎた。弱点を見抜いたぞ、土魔将」

			『何……？　弱点、だと？』

			　警戒する土魔将に、エルフィスザークが笑みを深め、

			「……さらばだ！」

			　くるりと背を向け、猛烈な勢いで走り出した。

			　そのまま、土魔将を置き去りにして部屋を飛び出していく。

			『な……まさか、貴様、逃げるのか――!?』

			「貴様の弱点は、その巨体故に小回りが利かないことだ！」

			『ぐ、待て、反逆者ァ――!!』

			　背後から聞こえてくる土魔将の叫びを無視して、エルフィスザークは走る。

			「…………」

			　ひとまず、あの場は切り抜けた。だが、あくまで一時しのぎだ。

			　小回りが利かないとは言っても、迷宮内での移動速度は土魔将に軍配が上がる。追いつかれるのも時間の問題だろう。

			「……どうする」

			　ふざけた態度を取りながらも、エルフィスザークは内面で焦(しよう)燥(そう)感にかられていた。

			　迷宮核を仕舞いながら、どうすればここから脱出できるかを考える。

			「こんなところで、終わるわけにはいかない」

			　後ろから、地響きが近付いてきている。

			　足に力を込め、走る速度を上げる。

			「――私には、やるべきことがあるのだから」

			　強く拳を握りしめ、エルフィスザークはそう言った。

			　彼女の声は、誰の耳にも届かなかった。

			 

			　――今は、まだ。

			 

			　これは〝元魔王〟が〝元英雄〟と出会う、数分前の物語。

			　すべてが始まる――ほんの、少し前の一幕だ。
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